
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺には、好きなラブコメ漫画がある。

　タイトルは、『幼おさな馴な染じみお嬢様が邪魔をして、普通のラブコメが出来ない』だ。

　高校生の主人公、重しげ本もと勇ゆう一いちが高校で知り合った女の子、藤ふじ瀬せ詩し帆ほのことを好きになる。

　そして告白をしようとするのに、幼馴染のお嬢様、東とう條じよう院いん歌か織おりがそれを邪魔するのだ。

　藤瀬詩帆と二人きりになるのをお嬢様らしくお金や権力を使って邪魔をして、最終的には主人公を自分の許婚いいなずけにしてしまう。

　主人公は最初、その幼馴染のお嬢様を邪魔に思うが、東條院歌織が主人公のことを好きなのに気づいて、邪魔をしていたことが全て愛情の裏返しだとわかって、東條院歌織のことが気になり始める。

　だけど主人公が好きな藤瀬詩帆も、主人公のことが本当は好きなのだ。

　純粋に主人公のことが好きな女の子の藤瀬詩帆、そして捻ひねくれながらも主人公を独占したい幼馴染のお嬢様、東條院歌織。

　その三角関係がとてもいじらしく面白い。

　このラブコメ漫画は人気で、今度アニメ化も決まっている作品だ。




　俺はラブコメ漫画をあまり読まないが、この漫画だけは面白くて読んでいる。

　そしてこういうラブコメ漫画を読むと、やはり推しキャラというものが出来る。

　俺の高校でも他に読んでる奴はいっぱいいて、藤瀬詩帆か東條院歌織か、どちらが好きかという話になる。

　だいたい半々で分かれるのだが……俺の推しは、違う。

　東條院歌織でもなく、藤瀬詩帆でもない。

　俺の推しキャラは、藤瀬詩帆の親友の女の子、嶋しま田だ聖せい。

　いわゆる……絶対に主人公と結ばれないであろう、ヒロインだ。

　この漫画、通称『おじょじゃま』と呼ばれているのだが、本ヒロインは東條院歌織と藤瀬詩帆の二人だ。

　主人公はその二人のどちらかを選ぶ、というのがこの物語の絶対的なストーリー展開なのだが……物語を彩るために、他にもヒロインがいるのだ。

　その一人が、俺の推しキャラの嶋田聖。

　銀髪のショートの女の子で、つり目でちょっとクールな見た目をした女の子。

　とても美人でその見た目から、作中では女の子に好かれる女性、として描かれていた。

　俺はその子が大好きだった。

　漫画のキャラにこういうのはキモいかもしれないが、ガチ恋だ。

　高校生でバイトをして、稼いだお金のほとんどを聖ちゃんのグッズとかにつぎ込んだ。

　本当に好きで、我ながらここまでハマるとは思っていなかった。




　今日もバイトの帰り、聖ちゃんのグッズを買いに行くためにお店に向かう途中だ。

　最近はアニメ化が決まったから、グッズ関係が多くなってきたなぁ……お金がどんどん減っていき、足りなくなってきた。もっと頑張ってバイトしないと。

　そんなことを考えながら歩道を歩いていたら──後ろから悲鳴が聞こえた。

　その声につられて振り返ると、すぐ目の前にトラックが迫ってきていた。

　大型のトラック、今から横に飛んでも逃げられない。

　というかここ歩道なんだけど、なんでトラックが突っ込んで……ああ、運転手の奴寝てやがる、ふざけんなよ。

　一秒にも満たない間にそんなことを考えていた俺。

　トラックに当たる前にそんなに考える時間があるということは、これは死ぬ間際のあれか、時間が延びて感じるみたいなやつ。

　ここで死ぬのか？

　死にたくない、俺はまだ高校生で……それに『おじょじゃま』の続きも読んでない。

　まだあれは完結してないんだ、完結までしっかり読みたい。

　聖ちゃんが報われないとわかっているけど、どんな結末を迎えるか知りたい。

　今日は聖ちゃんのグッズがいっぱい発売されるから、それらを買わないといけないんだよ。

　こんなところで絶対に、死にたく──。

　瞬間、今までの人生で味わったことがない衝撃を身体全体で受けて、俺は意識が飛んだ。
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　──ここは……どこだ？

　なんだか、意識が朦もう朧ろうとしていて……。

　目を開けて自分の状況を確認してみる。

　周りを見回してみると、どうやらどこかの学校の中のようだ。

　一瞬自分が通っている学校かと思ったのだが、よく見ると違う。

　建物の構造とか廊下の感じが俺の学校とは違うし、何より……なぜか俺も制服を着ているのだが、その制服がどう見ても違う。

　なんでだ、なんで俺はどこかわからない学校の制服を着てるんだ？

　そういえば、俺……トラックに轢ひかれなかったっけ？

　じゃあもしかして、これは夢の中？

　トラックに轢かれて意識がなくなって、夢の中にいるのか？

　それが一番可能性が高いか……もしかしたら死んだのかもしれないし。

　ん？　なんか、俺の意思とは関係なく身体が動き出した。

　学校の廊下を歩き、どこかに向かっている。

　窓の外を見るとグラウンドでサッカー部が活動しているので、どうやら放課後のようだ。

　それなのに俺は学校の昇降口ではなく、どこかの教室に向かっているようだ。

　なんだろう、なんか自分の身体なのに自分で動かせないというのは、変な感覚だ。

　まあ夢だから、こんなもんなのか？

　そう思いながら勝手に動く自分の身体に身を任せていると、ある教室の前に着いた。

　閉まっている引き戸に手を伸ばして入ろうとした時……身体が止まった。

　中から声が聞こえてきたので、それに耳を傾けているようだ。

『どうしよう、聖せいちゃん……私、告白してもいいのかな？』

『何を迷ってるんだ、詩し帆ほは』

　っ……!?

　この声、それに今の名前は……もしかして、藤ふじ瀬せ詩帆と嶋しま田だ聖？

　いや、ドラマＣＤを買って何度も聞いている俺が、間違えるはずがない。

　この声は確実に、藤瀬詩帆と嶋田聖だ。

『だって勇ゆう一いちくんには東とう條じよう院いんさんがいて……私、二人の邪魔をしているだけだと思って』

　このシーンは……まさか、あそこか？

　俺が大好きで、一番好きなシーン……嶋田聖を好きになった、あのシーンか？

　このシーンはドラマＣＤになってないし、ここを聞けるとは……！

　ここはヒロインの藤瀬詩帆が、主人公の重しげ本もと勇一に告白をするか迷っているシーンだ。

　勇一にデートに誘われてそこで告白をするか迷っていて、だけど勇気が出ない。

　勇一には東條院歌か織おりという可愛い幼馴染がいるから、自分はデートを断った方がいいんじゃないか、とまで考えていた藤瀬。

　それを後押ししたのが、聖ちゃんだった。

『東條院のことなんて関係ない。大事なのは詩帆の気持ちだ』

　放課後の教室で二人きりで、その声が教室の外にいる俺のもとまで聞こえてくる。

『私の、気持ち……』

『詩帆は重本が好きなんだろう？　付き合いたいんだろう？』

『……うん』

『じゃあ頑張るしかない。大丈夫、詩帆なら出来る。それにあっちもデートに誘ってくれたんだから、脈は絶対にあるから』

『う、うん……そうだね。ありがとう、聖ちゃん』

　最後に恥ずかしそうにそう言って、お礼を言った藤瀬。

『じゃあ私、部活に行ってくるね！』

『ああ、頑張ってな』

『うん！　聖ちゃん、本当にありがとうね！』

　藤瀬はテニス部に入っているので、急いで部活に向かう。

　俺は教壇側にあるドアの方にいて、そちらとは逆、教室の後ろの方のドアを開いて藤瀬は教室を出て廊下を走っていく。

　藤瀬は俺のことに気づかぬまま、部活へと行った。

　そして……一人教室に残った、聖ちゃん。

『頑張れ、詩帆……私の分まで、な』

　──ここだ。

　俺が、聖ちゃんを好きになった瞬間である。

　聖ちゃんも主人公の重本勇一のことが好きだったのだ。

　だけど聖ちゃんは、ずっと前から藤瀬が勇一のことを好きなのを知っていた。

　最初は重本のことを認めていなかった聖ちゃんだが、重本と接するうちに彼の人となりがわかり、聖ちゃんも好意を抱いてしまった。

　だけど聖ちゃんは親友の藤瀬のために、その気持ちを押し殺して、二人が付き合うことに協力する。

　二人の友人、親友に誠実に接する聖ちゃん。

　そんな聖ちゃんが、俺は好きになった。




　そう思っていたら、俺の身体が勝手に教室のドアを開けた。

　もちろん中にいる聖ちゃんは、俺のことに気づいてこちらを向く。

『っ……久ひさ村むら、聞いていたのか？』

『わざとじゃないんだ。悪いな』

　俺の口が勝手に開いて、聖ちゃんの言葉に答えた。

　というか、久村？

　聖ちゃんが俺の名前を呼んでくれてる？

　あっ、だけど違うな、これ。このシーンを思い出すに……。

　もしかして、俺……久村司つかさになってるの？

　久村司、こいつも『おじょじゃま』の登場人物、重本勇一の親友だ。

　こいつの物語の立場としては、重本からの恋愛についての相談を聞いて、多少のアドバイスをする役目だ。

　俺、こいつも好きなんだよなぁ。

　なんでかって、俺はこのキャラと同姓同名なのだ。

　本当に奇跡的に俺の好きな漫画のキャラで、同姓同名のキャラがいたから嬉うれしかった。

　しかも言動とかも結構似てるのだ……別に俺が似せてるわけじゃないぞ。

　他のキャラとかに名前を呼ばれていると、俺も呼ばれている気がして興奮した。

　それに今も、聖ちゃんが俺のことを名前で呼んでくれている。

　まあおそらく現実世界の俺ではなく、漫画のキャラの久村司を呼んでいるのだと思うが。

　だけどこういう主人公の親友枠は、あまり恋愛に絡まない。

　重本とかが三角関係で悩んでいるのを、少し面白がってちょっかいをかけたり、時々本気でアドバイスとかをする、それが久村司。

　どうやら俺はこの夢の中で、久村司になっているみたいだ。

『さっきのことなんだが、いいのか？　嶋田も、勇一のこと……』

　また俺の口、というか久村司の口が勝手に開き、聖ちゃんに話しかけた。

　そういえば『おじょじゃま』の漫画でも、こんな感じで物語は続いていたな。

　俺は久村司というキャラになっているが、原作通りに動いている感じなのか。

　夢のはずなのに、なんでこんな感じになってるのだろう。

　だがめちゃくちゃ特等席で好きなシーンを見ていられるから、最高だな。

　目の前にいる聖ちゃんも、とても可愛くて綺き麗れいだ。

『……いいんだ。私は重本が詩帆に相応ふさわしいか調べていただけだ。私が入る余地はない、お似合いの二人だ』

　そう言って聖ちゃんは、笑った。

　ああ、俺は……君のその笑顔を見て、好きになったんだ。

　友達を想う素敵な笑顔、だけど自分の想いを押し殺している、寂しい笑顔。

　その二つが相まった笑みを見て、俺は聖ちゃん推しになったのだ──。

　──だけど、好きになったきっかけの笑顔だけど、そんな笑顔をして欲しくない。

　そんな悲しい笑顔を、君にして欲しくない。

　推しの幸せは、ヲタクの幸せだ。

　君が幸せになれない物語を──俺は変えたい。




「好きだ」

「……はっ？」




　この夢の中で、俺は初めて自分の意思で喋しやべることが出来た。

「君の友達を想う心が、その優しい心が大好きだ」

「なっ!?　な、何を言っている、久村!?」

　どうやら俺は久村司のまま聖ちゃんに話しかけているようだ。

　しかも聖ちゃんが俺の言葉に反応してくれている。

　漫画の推しキャラに直接好きと伝えることが出来る、そしてその反応が見れるなんて、最高すぎるだろこの夢。

「聖ちゃんの凜りんとした表情が大好きだ、カッコいい。銀髪ショートもカッコよくて、とても綺麗で最高だ」

「せ、聖ちゃん!?　お、お前、なんでいきなりそんな呼び方を……そ、それに、なんて恥ずかしいことを……！」

　俺の言葉に聖ちゃんが顔を真っ赤にしてくれている。

　めちゃくちゃ可愛い、尊い……！

「藤瀬のことを心配して勇一のことを調べる聖ちゃんがとても優しくて好きだ、調べて接しているうちに勇一のことを好きになっちゃうチョロい聖ちゃんも可愛くて大好きだ」

「くっ……！　お、お前、私を怒らせたいのか……!?」

　顔が真っ赤なまま涙目になっている聖ちゃんもとても可愛い。

「親友を想って自分の気持ちを押し殺す聖ちゃんは、大好きだけど、嫌いだ」

「っ……本当にお前は、いきなり何を……」

　俺が読んでいる『おじょじゃま』という物語は、まだ終わっていない。

　先程、聖ちゃんが藤瀬の背中を押して、藤瀬は頑張って告白をしようとするんだけど、それも幼おさな馴な染じみの東條院歌織に邪魔をされて、告白出来ずに物語は続いていく。

　邪魔をされて告白出来なかったということを藤瀬から聞いた聖ちゃんは、少しだけホッとしてしまうんだ。

　まだ重本勇一は付き合ってないから、自分にもチャンスが来るんじゃないか、って。

　そう思ってしまって自己嫌悪に陥る聖ちゃんだけど、人間としてそんな感情が出てしまうのはしょうがない。

　だけど……物語は続いていくけど、聖ちゃんは重本勇一と付き合うことはないだろう。

　二人の本ヒロインがいて、聖ちゃんは負けヒロインが確定しているのだから。

　つまり聖ちゃんは、このまま物語が続いても、幸せになれない。

「聖ちゃんはこの先、多分幸せになれない」

「な、なんでお前にそんなことを言われないといけないんだ！」

　そう、別に久村司は、物語の恋愛関係に全く絡まない。

　だけど、俺は──。




「だから聖ちゃん、俺が君を幸せにする」

「……はっ？」

「聖ちゃん、俺は君が好きだ。絶対に幸せにするから、俺と付き合ってほしい」

「なぁ!?」




　久村司の立場なんて、俺は知らない。

　俺は、彼女を幸せにしたい。

　もうあんな悲しい笑顔を見たくない、させたくないから。

「ちょ、ちょっと待て!?　お、お前、本気か……!?」

「本気だ。俺は聖ちゃんのことが大好きだ、人生の全てを捧ささげられる」

「なっ!?」

　まだ高校生でバイトしかしていなかったが、バイトのお金はほとんど全て聖ちゃんのグッズとかに充てていた。

　これからもグッズが出る度に、俺はそうしていくだろう。

　それだけ聖ちゃんのことが好きなのだ。

「お、お前、そんなことを言う奴だったか……？」

「聖ちゃんが俺をそうさせたんだ」

「くっ……そ、そんな、臭いセリフを……！」

　そう言いながらも照れているのか、目を逸そらして頬を赤くしている聖ちゃん。

　可愛らしい顔をもっと近くで見たいから、俺は彼女の方へ歩み寄る。

　夢の中だからキャラに本気の想いを伝えることが出来るし、こうやって躊ちゆう躇ちよせずに彼女に近づくことが出来る。

　これが現実だったら恥ずかしくて出来ないと思うが、漫画のキャラが目の前にいる状況が現実なわけないしな。

「君の凜としたカッコいい顔も、照れて恥じらう顔も、笑って可愛い顔も、全部好きだ」

「か、顔のことしか、言ってないじゃないか……！」

「もちろん性格も好きだ。さっきも言ったけど、聖ちゃんが藤瀬のことを想って自分の気持ちを押し殺すのはすごいと思う。そんな優しい聖ちゃんは好きだけど、君にはもっと幸せになってほしい」

「久村……」

　それに聖ちゃんの水着姿とかも原作では描かれているから、彼女が見た目ではわからないが、とても豊満なボディを持っていることは知っている。

　まあそれを夢の中だとしても、聖ちゃんに言う度胸は俺にはないが。

　俺が近づいていくのと同時に聖ちゃんは少しずつ後ずさっていた。

　教室の教壇の方へこちらを向きながら下がっていたから、教壇に上がるところの段差に気づいていなかった。

　それに躓つまずいて、後ろ向きで倒れそうになる聖ちゃん。

「あっ……！」

「危ない！」

　俺は慌てて彼女に手を伸ばし、倒れないように支えた。

　抱きかかえるように支えてしまったので身体が密着して、顔もものすごく近くなった。

「っ……」

　俺か、それとも聖ちゃんか、それとも二人ともだろうか、息を呑のむ音が聞こえた。

「す、すまない、ありがとう」

「い、いや」

　聖ちゃんは顔を真っ赤にしながらもすぐに自分で立ち、俺から少し離れる。

　俺もさすがに顔が熱くなってしまった。

　めちゃくちゃまつ毛長かった、瞳ひとみが大きくて吸い込まれそうだった……推しが可愛い。

　もっと、また近くで見たい。

　夢の中だ、もっと積極的になってもいいかもだろう。

「で、聖ちゃん、返事は？」

「へ、返事？　なんのだ？」

「そりゃもちろん、告白の返事だよ」

「うぅ……！」

　教壇の上に立ち黒板を背に俺の方から顔を背けている彼女に、さらに近寄って黒板に右手を置いて、俺の腕と壁で聖ちゃんを囲んだ。

　この形はいわゆる「壁ドン」というやつなのだろう。俺みたいなやつがそれをやっても様にならないかもしれないが、やられているのが聖ちゃんというこの状況は、客観的に見ても主観的に見ても最高だ。

「ひ、久村、その、近いの、だが……」

「聖ちゃんが返事をしないから。それに照れてる顔が可愛すぎるから、近寄りたくなった」

「っ……へ、返事は、その……」

「聖ちゃん、大好きだ。絶対に幸せにするから、付き合ってください」

「っ……！」

　俺がもう一度そう言うと、聖ちゃんは潤んだ瞳で俺のことを見上げてくる。

　くっ、聖ちゃんが可愛すぎて、頭が沸騰しそうだ。

「へ、返事は、待ってくれないか……突然のことで、その……」

「やだ。今欲しい」

「へっ!?」

　だってこれ夢だし、今返事をもらえなかったら、夢が覚めて一生後悔する。

　ふられるにしても、この告白がどうなるかは最後まで夢の中で見たい。

「返事をくれない限り、帰さないから」

「ううぅ……お前、そんなに強引な奴だったのか……？」

「聖ちゃん、どうなの？　俺じゃ、聖ちゃんの彼氏になれないかな？」

　俺がもう少し顔を近寄せてそう問いかけると、聖ちゃんは視線をあちこちに逸らしながら応こたえてくれる。

「そ、その、久村がとてもいい奴ってのは知ってるから……別に、彼氏になれない、ってわけじゃ……」

「じゃあ、付き合うってことでいい？」

「そ、それとこれとは、少し違うだろ……！」

「今、答えてほしい」

　そうじゃないと俺は、そろそろ夢が覚めてしまうかもしれないから。

「聖ちゃん、どっち？」

「う、ううぅ……！　うわー！」

「わっ!?」

　さらに顔を近づけようとしたら、聖ちゃんは顔を真っ赤にして俺の胸の辺りを両手で押してきた。

　それでフラついて離れてしまい、その隙をついて聖ちゃんが俺の腕と壁の間から抜けた。

「い、今は無理だ！　また近いうちに必ず返事をするから！」

「待って聖ちゃん！」

　今じゃないと意味がない！　今じゃないともう夢が覚めて一生聞けないから！

「む、無理、もう無理だ！　私は帰るぞ！」

　聖ちゃんは荷物を持って教室のドアの方へ向かっていく。

　くそ、ダメか、これ以上引き止めて告白の返事を聞くのは、夢の中でも無理そうだ。

　じゃあ最後に……これだけは言っておこう。

「聖ちゃん、俺本気だから！　聖ちゃんのことマジで好きだし、絶対に幸せにしたいと思ってるから！」

「っ!?　わ、わかった！　それを参考に、考えておくから！　じゃあ！」

　最後にまた真っ赤な可愛い顔を見せて、聖ちゃんは教室を出ていった。

　廊下から聖ちゃんの足音が聞こえるけど、めちゃくちゃ全力疾走をしているようだ。

　聖ちゃんは運動神経もいいから、多分追っても追いつけないだろうな。

　大丈夫かな、急ぎ過ぎて階段からこけたりしないかな？

　意外とおっちょこちょいなところもあるからな、聖ちゃんは。そこも可愛いんだけど。

「はぁ……だけど、返事はしてもらえなかったか」

　この夢がいつ覚めるのかはわからないけど、おそらく返事をもらえる前に覚めてしまうだろうなぁ。

　いや、だけど推しの夢を見れただけでもありがたいし、何よりあんなに可愛い聖ちゃんの姿なんて、まだ原作でも描いてないんじゃないだろうか。

　それを俺は夢の中で体験できた、最高だな。

「だけど、なかなか覚めないものだな」

　思わずそう呟つぶやいてしまうほど、夢が覚めない。

　というか夢とは思えないくらいに意識ははっきりしているし、五感もちゃんとしている。

　本当に夢なのか疑わしいくらいだ。

　だけどこんなに夢みたいな体験、夢じゃなかったらそれこそヤバいだろ。

「……ま、とりあえず帰るか」

　俺はそう言って、自分の机にかかっているカバンを背負う。

　帰るといってもこの世界は『おじょじゃま』の世界なので、俺が帰る家なんてないが、俺は久村司になっている。

　もちろんこの世界の登場人物である久村司には、帰る家があるのでそこに帰る。

　なぜかその家の場所は頭の中にあるので、普通に帰ることが出来るだろう。

　というか本当に、どうも変なところでリアルっぽさがあるのが、面白いところだ。

　そして俺はさっきまでの聖ちゃんの可愛さを思い出しながら、気分上々に帰路についた。




「えっ、さっき、久村くん、聖ちゃんに告白してた？」

　──この時、最後の告白の言葉を誰かに聞かれていたなんて、俺は思いも寄らなかった。




　　　　◇　◇　◇




　その夜、嶋田聖は……ベッドの上で、寝転がって悶もだえていた。

「なんだあいつは、なんだあいつは……！」

　頭に浮かぶのは、やはり今日の放課後の出来事。

　詩帆に相談があるから残って欲しいと言われ、教室で二人きりで話していた。

　話を聞くと、詩帆が好意を寄せている重本勇一からデートに誘われた。

　だけど重本は東條院歌織と付き合っている、さらには婚約者であるという噂まである。

　そんな人とデートをしていいのか、告白をしても良いのか、という相談だった。

　聖は親友の詩帆からの相談に、とても真しん摯しに答えた。

　詩帆のために重本の情報を集めた時に聞いたのは、あの二人は幼おさな馴な染じみで、付き合っているという噂は嘘で、婚約者というのも嘘であるということ。

　だけど東條院歌織が重本のことを好きなのは本当らしく、その噂は全て東條院が重本を囲むために流した噂のようだった。

　それを詩帆に伝えると、あからさまにホッとした。

　彼女や婚約者がいるのに違う女をデートに誘うような男ではないと思って、重本からのデートの誘いを受けたようだが、やはり少し心配だったようだ。

　だけど詩帆は、東條院が重本のことを好きだという情報に、迷いを見せた。

　自分が告白をしてもいいのだろうか、と。

　だから聖は言ったのだ、『東條院のことなんて関係ない。大事なのは詩帆の気持ちだ』と。

　それを聞いてようやく詩帆は気持ちを立て直し、今度のデートで告白することを決めた。

　詩帆の悩みがなくなり、相談事は解決して終わり……かと思っていたのだが。

「そこで、あいつが……！」

　そう、あいつ……久村司が来たのだ。

　詩帆のために重本の情報を集めようと、最近はよく久村と話すことがあった。

　久村も最初は怪け訝げんそうな目を聖に向けていたが、聖が正直に詩帆のために重本の情報を集めていると聞くと、そこからは普通に話してくれた。

　親友の重本のことを調べている聖に疑惑の目を向けてきたのは、それだけ重本のことを親友として大事にしているということだろう。

　それは親友の詩帆を持つ聖としてもとても共感出来る部分で、「友達想いの奴なんだな」と思った覚えがある。

　重本のことをさらに調べたいと聖が言うと、久村は重本と聖を繋つなげてくれた。

　それはとてもありがたく、詩帆に相応ふさわしい男か調べることが出来た。

　……そのせいで聖も重本に好意を寄せてしまったのだが。

　しかし好意を寄せていたといっても、少し気になる男子くらいで止まっていた。

　詩帆がいるから、自分でもそこまで熱が上がらないように無意識に抑えていた、というのもあるかもしれない。

　だが重本に好意を抱いたことを、久村にはすぐに見抜かれた。

　だから今日、あそこで久村には会いたくなかったのだ。

　聖が詩帆のために、自分の気持ちを押し殺したことがバレるから。

　そして聖の予想通り、久村にはすぐにバレてしまった。

　そこまでは予想通りだったのだ、そこまでは。

　だが……それからの出来事が、聖をベッドの上で悶えさせている原因だ。

『だから聖ちゃん、俺が君を幸せにする』

「うぅ……！」

『聖ちゃん、俺は君が好きだ。絶対に幸せにするから、俺と付き合ってほしい』

「ぬわー！　思い出すなぁ、私！」

　枕を頭から被り、先程の光景を忘れようとする。

　しかしもちろんそんなことでは忘れられるはずがなく、むしろ周りの景色を遮断してしまったから、言葉だけじゃなくその当時の光景も思い出してしまう。

　真っ直ぐな瞳ひとみに、嘘偽りない言葉だというのは、嫌でもわからされた。

　聖が後ろに下がって教壇のところで足を躓つまずいてしまい、支えてくれた久村。

　力強く引き寄せられて身体と身体がくっつき、熱い体温が伝わってきた。

　顔も近づき、どちらかがその気になれば、あと少しで唇が重なってしまう距離だった。

「んぅ……！」

　枕に顔を埋めているので、篭こもった唸うなり声が聖の部屋に響く。

　そして極め付きは、黒板のところまで迫られて、壁ドン……。

『聖ちゃんが返事をしないから。それに照れてる顔が可愛すぎるから、近寄りたくなった』

「くっ……！」

『聖ちゃん、大好きだ。絶対に幸せにするから、付き合ってください』

「ぬわぁ！　なんで私は、一言一句覚えているんだぁ！」

　自分自身の記憶力を恨み、我慢出来ずにそう叫んでしまった。

　実際に聖は頭がよく、学校のテストでも学年順位は一ひと桁けたしか取ったことないくらいだ。

　だがそれほどの頭のよさ、記憶力をここで使うのは、無駄なような有用的に使っているような、どちらだろうか。

　人生で初めて告白された言葉があれだけ情熱的で、印象的だったら、覚えてしまうのも無理はないかもしれない。

　重本への淡い好意なんて、久村のあの熱烈な告白で吹き飛ばされてしまった気分だ。

「へ、返事を、考えると言ったが……いったい、どうすれば……」

　久村はなぜかあの場で返事をもらうことに執着していたが、さすがに聖は突然のことすぎて、あの場では答えを出せなかった。

　もし答えてしまっていたら冷静に考えられず、了承してしまっていた可能性が高い。

（い、いや、別に冷静に考えても、絶対に断るというわけじゃない……どちらかというと、了承する可能性の方が……って！）

「何を、考えてるんだ！」

　枕の近くにある可愛らしいぬいぐるみに八つ当たりをするように、ボフボフッと拳こぶしを何度も振るう。

　しかし聖は自分でもよくしっかり冷静になって、あの場から抜け出せたと思った。

　あのままの勢いで了承していたらと考えると──。




『わ、わかった……私なんかでよければ、その、付き合っても……』

『なんか、とか言うな。俺は聖ちゃんが好きなんだから。聖ちゃんじゃないとダメなんだ』

『っ……こ、これから、よろしく……』

『こちらこそ。すごく嬉うれしい、聖ちゃん』

　二人の体勢はそのまま、久村が聖を壁と右腕で囲んでいる状態。

　どちらの息遣いも聞こえるくらい近い、付き合ったばかりの二人がそんな距離にいる。

　大好きな聖がそんな近くにいて、我慢出来るわけもなく……。

『聖ちゃん、俺、我慢出来ない……いいかな』

『えっ……』

　聖が疑問に思って目線を上げると、先程よりも近くなった久村の顔。

　久村がやろうとしていることを理解し、聖は顔が沸騰するのではないかというくらいに真っ赤になる。

『ま、まて、いきなり、付き合ってすぐになんて……』

『嫌だったら、突き飛ばしてくれ……』

　久村が聖の顎あごに左手を当て、それをしやすいように上を向かせる。

　お互いの唇と唇の距離まで、残り数センチ……。

『あっ──』

　聖は久村の胸に両手をおいて突き飛ばそうと一瞬考えたが……両手を胸に添えるだけになってしまい。

　そして二人の唇は──。




　──ポムポム！

「ぬあぁぁぁぁ!?」

　すぐ側から聞こえてきたその音をきっかけに、聖は妄想の中から帰還した。

「はぁ、はぁ……わ、私は、何を考えて……！」

　顔を真っ赤に染めながら、今さっき妄想していたことを思い出す……が、すぐに忘れるように頭を横に振る。

「うぅ、何を考えてるんだ私は！」

　聖は自分でもあまり気づいていないが、意外と妄想癖があり、家のベッドの上でそういうことを妄想してしまうことが時々ある。

　しかし今回は実体験を交えていたから、妄想がとても捗はかどってしまった。

　無意識に今も、自分の唇に手を当てていて、ハッと気づいて自分で頬を叩たたいた。

「くっ……わ、私にこんなことを想像させるなんて！　許さないぞ、久村……！」

　自分の妄想のせいだということは棚に上げて、全て久村のせいにする。

　実際、久村があんなことを言ったりしなければ、こんな妄想をすることはなかったのだから、ほとんどの責任は久村にあると言ってもいい。

「そ、そういえば、ＲＩＮＥの音が聞こえたな」

　先程の聖の妄想の邪魔……ではなく、悪化を防いでくれたのは、連絡アプリであった。

　スマホの画面を見ると、やはり誰かから連絡が来ていた。

　先程の連絡は、どうやら詩帆だったようだ。

　詩帆とのトーク画面を開くと、そこには……。

「えっ!?　な、なんで……!?」

『聖ちゃん、私と教室で別れた後……久村くんと一緒にいた？』

「な、なんで詩帆がそれを知って……？」
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　まさか詩帆に、あんな恥ずかしい現場を見られていたのか……!?

　そうなると恥ずかしすぎて、詩帆とどう顔を合わせればいいのかわからない。

　いや、もちろん久村の方が、詩帆以上にわからないが。

「と、とりあえず、返すか……」

　詩帆の連絡になんて答えればいいのか迷いながらも応こたえる。

『ああ、久村があの後教室に来てな』

　とりあえずそれだけ打って送ってみて、詩帆の様子を見る。

　あの久村からの熱烈な告白のシーンを見られていたとしたら、それはもう、顔から火が出るくらいに恥ずかしいことだ。

　それにあの告白の前に、聖が重本に少し好意を寄せていたという話もしている。

　どこから詩帆が聞いていたのか、全くわからない。

　出来れば最低でも、聖が重本に好意を寄せていたという話は聞いてないといいのだが。

　まあ今となっては、重本のことなんて完全に頭からなくなり、久村のことしか頭にない。

「ど、どこから聞いてたんだ……」

　メッセージを送るとすぐに既読になった。

　そして一分も経たないうちに、返事が来た。

『そうだよね。あの声、久村くんだよね。聖ちゃん、久村くんに告白されたの？』

「ぐはっ……!?」

　やはり詩帆は、告白のところを聞いていたようだ。

　とんでもないダメージが聖には入ってしまったが、さらに連投でメッセージが来る。

『聖ちゃんはなんて答えたの？　付き合うことになったの？』

　やはり詩帆も花の女子高生、恋こい話バナがとても好きなのだろう。

　聖は顔を赤くしながらも、正直に答える。

『付き合ってはない』

『えっ、じゃあふっちゃったの？』

　聖がメッセージを送ってからこの返事が来るまで、約五秒。

『ふってない！』

　それだけのメッセージだが、先程の返事の速度を上回る速さで答えていた。

『まだ保留中というか、考えさせてくれって言ったんだ』

『そうなんだね。じゃあどうするの？　多分聖ちゃんのことだから、今までずっと考えていたんだろうけど』

『別にずっと考えていたわけじゃ……』

　告白をされてからもう数時間も経っている。

　さすがにその間ずっと考えていたわけじゃない。

　明日の授業の宿題などもやっていたし、夕飯を食べている時はテレビを見ていた。

　ただまあ、いつもよりも宿題が終わる時間がすごく遅かったし、テレビを見ていたけどその内容は覚えてないし、さらには夕飯も何を食べたのか覚えてないのは、別に久村のことをずっと考えていたとか、そういうわけじゃない……と思っていたい聖だった。

『返事をどうするか決めた？』

『まだ、決めてない……』

『そうなんだ。だけど聖ちゃんのことだから、脈なしだったらすぐにふってたよね』

「くっ、今日の詩帆は、なぜこうも攻めてくるのだ……！」

　既読がついてから数秒、数十秒の間に返事がくるのだが、なぜこうも的を射ることを言ってくるのかも疑問だ。

　詩帆と聖がとても仲がいい親友だから、わかってしまうものなのかもしれない。

『だけどそうだよね。あんなに熱烈に告白をされちゃったら、意識するのも仕方ないよね』

『別に意識をしているわけじゃないが』

『嘘でしょ。聖ちゃん、絶対に今も顔真っ赤』

「か、監視カメラでもついているのか!?　それとも、ビデオ通話になってるのか!?」

『だけど絶対に幸せにするって、久村くんカッコよかったね。私も言われてみたい』

『くっ……だがあいつは、私の何をもって好きといったのか……』

『えー、だって聖ちゃんすごく可愛いじゃん』

　詩帆はいつも聖にそう言ってくれるが、特に他の人からそう言われたことはないので、多少のお世辞が入っていると思っていた。

　しかし久村からは、お世辞なんていう感情や雰囲気は全く感じなかった。

『絶対に今もすごく可愛くなってると思うから、電話しよ！』

「なっ!?　ど、どういうことだ!?」

　いきなり詩帆が電話したいと連絡してきて、その返事をする前にスマホが鳴りだした。

　聖はビックリしながらも通話ボタンを押して、スマホを恐る恐る耳に近づける。

『あっ、聖ちゃん、もしもーし』

「……詩帆、いきなり電話をしてくるな」

『ふふっ、ごめんね。早く聖ちゃんと電話したいと思って』

「くっ……」

　思わず電話に出てしまったが、これから詩帆に根掘り葉掘り聞かれると思うと、電話に出るんじゃなかったと思ってしまう。

『出てくれてありがとうね、聖ちゃん。これで思う存分、その時のことを聞けるよ！』

「い、いや、別にそのことを話すために電話に出たわけじゃ……」

『ふふっ、最近は私が重本くんのことで恋愛相談を聖ちゃんにしてたけど、聖ちゃんも同じく恋話が出来るようになったから、嬉うれしいよ！』

「くっ……わ、私はその、もう寝ないと……」

『まだ十時だよ！　聖ちゃんは寝るのもっと遅いでしょ！　そんなに私と恋話をしたくないの……？』

「いや、そういうわけじゃないんだが……その、恥ずかしいんだ……」

　聖が声を絞り出すようにそう言うと、電話口の向こうから息を呑のむ音が聞こえる。

『っ……聖ちゃん、今のすごく可愛いよ！』

「は、はぁ？　何が……！」

『今の言い方！　女の私でもキュンときちゃったよ！』

「い、言い方といっても、よくわからないが……」

『ふふっ、やっぱり聖ちゃんは可愛いね。久村くんにより一層可愛くしてもらったみたい』

「なっ、どういう意味だそれは!?」
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『だって告白されたんでしょ？』

「うっ……そ、そうだが……」

　告白されてさらに可愛くなったというのが、聖としては恥ずかしすぎる。

『というか、なんでいきなり久村くんは聖ちゃんに告白したの？』

「そ、それは私が聞きたいくらいだ」

　詩帆も聖も、久村とは多少の交流があったが、聖のことが好きだなんていう雰囲気は全くなかった。

『聖ちゃん、どんな感じで告白されたの？』

「な、なんでそこまで……！」

『いいじゃん。ほら、私も重本くんに告白するときに、参考にしたいからさ』

「うっ……だが、あんなの参考になるのかわからないが」

　友達想いの聖は、詩帆が告白を成功させるためと聞いて、久村からされた告白の流れ、言葉などを説明していく。

　途中で聖が恥ずかしすぎて詰まる部分が多数あったが、なんとか最後まで説明しきった。

『あ、ありがとう、聖ちゃん……ごめんね、ここまでのことを話してもらって』

「はぁ、はぁ……いや、大丈夫だ。詩帆の告白の参考になれば、それで……」

『いや、その……ここまで話してもらってちょっと悪いんだけど、無理かなぁ』

「ど、どうしてだ？」

『だってさすがに恥ずかしすぎるし……今の学生がする告白じゃなくて、プロポーズだよ』

「ぷろ……!?」

　そんなことを言われるとは思っておらず、聖は思わず咳せき込んでしまった。

　聖は客観的に久村の告白を把握出来ていなかったが、まさか親友の詩帆から客観的な立場で、そんなことを言われるとは夢にも思っていなかった。

『だってそうでしょ？　幸せにする、とか、一生を捧ささげられる、とか……もうプロポーズにしか聞こえないよ？』

「うっ……そ、そう言われれば、そうかもしれないが……」

　確かに久村の真剣な雰囲気とか、言葉とかを今思い返すと、ただ「結婚してください」と言われなかっただけで、ほぼプロポーズだった。

『私もその、重本くんと付き合って一緒になりたいとは思ってるけど、プロポーズはまだ無理かなぁ……』

「わ、私も別に、久村の告白を受けたとしても、結婚まで考えているわけじゃ……！」

『えっ、じゃあ告白は受けるってこと？』

「そ、そうとは言ってない！」

『じゃあ受けないってこと？』

「いや、その……まだ、迷い中というか……」

　実際、告白をされてずっと待たせているわけにもいかないだろう。

　早めに告白の返事をしないといけない、久村も早く欲しいと言っていたし。

『うーん、聖ちゃんは好きな人はいないの？』

「す、好きな人……？」

『うん、そういえば聖ちゃんのそういう話は全然聞いたことなかったけど』

　好きな人、と言われて聖が最初に思いつくのは、久村の顔になってしまっていた。

　ただ、その前……というか久村に告白される前までは、好きな人といって思いついたのは、重本勇一、詩帆の想い人だ。

「……いや、好きな人はいないな」

　それだけは、詩帆に知られる訳にはいかない。

『そうなんだ。じゃあ久村くんに告白されてどうだったの？』

「そ、それは……その、嬉しかった、けど」

『……えっ？　ちょっと声が小さくて聞こえなかった』

「だ、だから、嬉しかった……すごく」

　思わず最後にどれだけ嬉しかったのかを表す形容詞をつけてしまった。

　だけど実際、そのくらい心の中では喜んでいた。

　だから数時間経った今でも、その時のことを思い出して顔が真っ赤になってしまうのだ。

『ふふっ、そうだよね。あれだけ熱烈な告白をされて、意識しない方が難しいよね』

「うぅ……あまりいじめないでくれ、詩帆。私もいっぱいいっぱいなのだ……」

『ごめんね。聖ちゃんとこんな話するのも初めてだから、私も興奮しちゃって』

　いつもは詩帆の恋話、恋愛相談を話していたが、今回は聖の恋話である。

　詩帆のテンションが上がってしまうのもしょうがないだろう。

『だけど聖ちゃん、本当にどうするの？　付き合うの？』

「いや……久村のことはとてもいい奴だとは思っていたが、いきなり告白されて……まだわからない」

『うーん、そこまで重く考えなくていいんじゃないかな？』

「……そうか？」

『うん。まあ久村くんのあの告白を聞いちゃったら、本当に結婚を考えてしまうくらい悩んでもしょうがないかもしれないけど、私達まだ高校生だよ？』

「ま、まあそうだな」

　もちろん結婚まで妄想していたわけじゃない。

　だが先程、詩帆からメッセージがある前は……あのまま告白を受けていたら、ということを考えてしまっていて……。

「くっ……いらないことを考えてしまった！」

『ど、どうしたの？』

「な、なんでもない、続けてくれ」

　またぬいぐるみを二度ほど殴り、妄想を頭の中から取り払う。

『これはテニス部の友達の話なんだけど、男の子から告白されて別に好きじゃなかったけど、一回試しに付き合ってみた、っていう子も何人かいるよ』

「そ、そうなのか？」

『うん。まあそれでうまくいってる子もいるし、いってない子もいるけど……そこまで深く考えず付き合ってみるっていうのも、一つの手だよ。聖ちゃんは真面目だから、ちょっと難しいかもしれないけど』

「そう、だな……」

　実際、高校生の恋愛なんてそんなものが多いだろう。

　いや、高校生だけじゃなく、大人でもそうかもしれない。

　最初から本気の両想いで付き合う男女なんか、むしろ少数なのかもしれない。

　高校生だったら、告白されて少し気になる人だから試しに付き合ってみても、くらいの感覚で付き合ってもいいかもしれない。

　この先、一生その人と付き合うわけでもないのだから、それはそれで正しいのだろう。

（だけど……）

『聖ちゃん、俺は君が好きだ。絶対に幸せにするから、俺と付き合ってほしい』

　真っ直ぐな瞳ひとみで、真剣にそう言ってきた久村。

　そんな相手に、自分は「まあ好きじゃないけど試しにいいかもしれない」なんていう気持ちで、付き合ってもいいのか。

「ふふっ……違うな」

『ん？　どうしたの？』

「いや、すまない、詩帆。その友達とかを否定するわけではないが、私はそういうのは性に合わない。それに久村も、その、あれだけ真剣に言ってくれたのだ」

『……そうだね。私も自分で提案してみて思ったけど、聖ちゃんにはそうして欲しくないとは思ってた』

「ふっ、そうか」

『それに私も、今度重本くんに告白するつもりだけど、そんな感じで付き合ってもらってもあまり嬉しくないかな』

「そうだな。まあ重本も久村と同様、そこらへんは真面目に対応してくれるだろう」

『うん、私もそう思う。だって私が好きになった人だもん』

「……そうか」

　それほど詩帆が自信満々にそう言うのであれば、もしかしたら聖は重本に近づいて彼のことを調べる必要はなかったかもしれない。

　そうすれば聖も、重本に好意を寄せないで済んだだろう。

　だが聖が重本に好意を寄せてなければ、久村に告白されることはなかった可能性も考えると……やはり重本に近づいて正解だった。

（っ、いや、違う、なんで久村に告白されたことが正解みたいになっているんだ。まだ私は告白を了承してないし……）

『そういえば聖ちゃん』

「っ、な、なんだ？」

　また少し余計なことを考えていた聖に、詩帆が電話越しにニヤつきながら話す。

『さっき、ちょっと惚のろ気けたよね？』

「はっ？　いや、惚気てなんか……」

『だって重本くんも久村くんと同様に真面目に対応してくれる、って言ったよね？　つまり久村くんは聖ちゃんに対して真面目に接してくれた、ってことだよね？』

「なっ、いや、その……」

　無意識に惚気てしまっていた聖だった。




　　　　◇　◇　◇




　……えっ？　いつ夢から覚めるの、これ。

　俺が久村司になってから、数時間経った。

　今は自分の家に帰り、自室のベッドで寝転がりながらスマホをいじっているところだ。

　いつも通りスマホをいじっていたから、漫画の世界に入っていることを忘れていた。

　ここは俺の好きな漫画、『幼おさな馴な染じみお嬢様が邪魔をして、普通のラブコメが出来ない』の中に入っているという夢だ。

　しかも俺はその漫画の登場人物、久村司と同姓同名だったからか、そのキャラになりきってこの夢の中にいる。

　夢の中なのに普通にご飯を食べていたし、それがとてもリアルで味も普通にしたし。

　というか本当にここは夢の中なのか？

　なんだかそれを疑ってしまいたくなるほど、ここはリアルだ。

　だけど漫画の世界に入るなんてのは、どう考えてもリアルじゃない。

　これほどハッキリした夢は初めて見たが、まあとりあえずやっぱり夢なのだろう。

「だけどなんか、本当に俺がこの漫画の世界にいる久村司になったみたいだな」

　この数時間の間に鏡とかも見たんだが、完全に俺の顔だった。

　現実世界の久村司の顔で、漫画の中にいる同姓同名の久村司の顔は、こんな感じではなかったはずだ。

　……夢の中だからか、漫画にいた久村司の顔をあまり思い出せないが。

「うーん、まだ夢の中なのはいいけど、やることがないなぁ」

　俺はベッドに寝転がってそう呟つぶやいた。

　さっきまではアプリゲームやら、動画投稿サイトを見ていたのだが、別にこれは現実世界でもやれる。

　というかほんのさっきまで、ここが夢の中の世界だということを忘れていた。

　もしかしたら現実世界の俺は、トラックに轢ひかれて意識不明の重体で、目がずっと覚めていないのかもしれない。

　……そう思うと、目が覚めるのが怖くなってくるから、考えるのはやめておこう。

　とりあえずせっかく俺の好きな漫画の世界に入っているんだから、何かこの夢の中でしか出来ないことをやってみたい。

　何があるのか……あっ！

「そうだ、スマホで誰かと連絡を取ってみようかな」

　スマホのアプリで……あった、ＲＩＮＥ。

　現実世界のアプリとちょっと名前が違う気がするけど、そこは気にしないでおこう。

　ＲＩＮＥを開いて、久村司が誰の連絡先を持っているか調べてみる。

　おっ、重本勇一、主人公を発見した。

　まあそりゃそうか、重本勇一の親友なんだから、連絡先は持ってるよな。

　あとは……藤瀬詩帆もいるのか。それに東條院歌織も！

　本ヒロイン二人の連絡先を持ってるのか、久村司は。

　待てよ、それなら……あの子も……！

「あった！」

　ベッドに寝転がっていたが、嬉うれしくなって立ち上がってしまった。

　ＲＩＮＥの画面には、「嶋田聖」の文字がある。

　やっぱり聖ちゃんの連絡先も持っていたか！

　よっしゃ、もちろん連絡するぜ！

　この世界にあと何時間入っていられるかわからないからな、連絡しない手はないだろう。

　さて、なんて送ろう。

　さっきの告白をさすがにあっちも覚えているだろうから、それについて触れようかな。

　出来ればその返事も、ＲＩＮＥ越しでもいいからもらいたい。

　そしてあわよくば、電話も……よし！

「とりあえずメッセージを打って、送信！」

　返事がすぐ来るといいな……って、おっ、もう既読がついた！




「なっ!?　ちょ、ちょっと待ってくれ、詩帆！　今、その、久村からＲＩＮＥが届いた……！」

『えっ、嘘!?　なんてなんて!?』

「くっ……い、いや、その……『聖ちゃん、まだ起きてる？　今日言ったことは、全部俺の本気の気持ちだから。返事急せかすつもりはないけど、いい返事を聞かせてもらえると嬉しい』って……」

『うわー！　なんか、なんかすごくドキドキする！　ねえ、早く聖ちゃんも返しなよ！』

「な、なんて返せば……！」

『聖ちゃんが考えないと！　ほら、私なんて関係ない、聖ちゃんの気持ちが大事だよ！』

「そ、その言葉は今日私が詩帆に言った言葉じゃないか！　真似するな！」

『ふふっ、そうだったね。とりあえず早く返さないと、もう既読つけちゃったんでしょ？』

「あっ、そうだった……えっと、どうすれば……！」




　……返事、来ないなぁ。

　既読がついてから五分くらい経っているが。

　いや、まあ既読がついたからといって、すぐに返せる状況じゃないかもしれないしな。

　すぐに返せない状況……なんだろ、お風ふ呂ろとか？

　くっ、ダメだ、こんなところで聖ちゃんのお風呂のことなんて想像しちゃ……！

　原作でもまだそこまで聖ちゃんのサービスカットはないからなぁ、もっと原作者さん、聖ちゃんのサービスシーンを作って欲しいです。

　──ポムポム。

「あっ、きた！」

　独特な音が聞こえて、すぐに俺はＲＩＮＥの画面を開いた。

　聖ちゃんの返事は……。

『ありがとう。久村の気持ちは、本当に嬉しい。ただちょっと、待ってて欲しい。私もお前とは、真剣に向き合いたいと思ってるから』

　……っ！　なんて可愛い子なんだ！

　思わずこのメッセージをスクショしてしまった。

　スクショしても夢の中だから、現実世界のスマホには持っていけないとは思うが。

　俺の告白をとても真しん摯しに受け止めて、考えてくれているようだ。

　このメッセージだけでそれが伝わる。

　返事が聞けなかったのは残念だが、聖ちゃんはやっぱり真面目でいい子だというのがわかっただけでも、メッセージを送った甲か斐いがある。

　とりあえず、またメッセージを返さないと。




「し、詩帆、既読がついたのに、返事が来ないんだが……！」

『聖ちゃん、まだメッセージを送って三分くらいでしょ。あっちも返事を考えてるんだよ』

「そ、そんなに考えるほどのメッセージだったか？」

『うーん、多分？　メッセージを考える前に、私だったら悶もん絶ぜつするかも』

「な、なんでだ!?」

『だってあんな可愛くていじらしい文章、読むだけでも悶絶ものだよ』

「し、詩帆があれで大丈夫だって言ったんじゃないか！」

『うん、文章として間違ってるわけじゃなかったしね。聖ちゃんがどれくらい真面目に考えているか伝わると思うから大丈夫だよ』

「うぅ……あっ！　き、きた！」

『なんて返ってきたの？』

「そ、その……『こちらこそ聖ちゃんが俺のことを真剣に考えてくれてて嬉しい。ありがとう。大好きって言葉じゃ足りない』……だ、だって」

『……聖ちゃん、続きあるでしょ？』

「な、なんでわかって……！」

『聖ちゃん、わかりやすいから。ほら、続きは？』

「くっ……大好きって言葉じゃ足りない。あ、愛してる……って」

『わー！　なんかこっちまで恥ずかしくなってきちゃう！』

「わ、私が一番恥ずかしい！　なんで自分で読み上げないといけないんだ……！」




　……さすがに愛してる、は言い過ぎたかな？

　気持ち的にはそうなんだけど、ＲＩＮＥで送るべきではなかったかもしれない。

　まあ夢の中だから、これくらい大丈夫だよな。

「はぁ……なんか好きな女の子とＲＩＮＥをするって、こんな感じなんだなぁ」

　現実世界で俺は好きな人なんて出来たことがなかった。

　可愛いなぁ、とか、綺き麗れいだなぁ、と思う子がいても、好きになったことはない。

　だからぶっちゃけ、俺の初恋は『おじょじゃま』の聖ちゃんだ。

　二次元の女の子に初恋をするなんてちょっと痛いかもしれないが、しょうがないだろう。

　そんな女の子とリアルな夢の中で、こうしてＲＩＮＥが出来ていることがとても嬉しい。

　マジでこの夢、覚めないといいなぁ……。

　ポムポム。おっ、返ってきた！

『その、とても嬉しいんだが、あまり言わないでくれ。恥ずかしくて死にそうだ』

　くっ……！　メッセージだけでも可愛すぎて、俺が死んでしまいそうだ……！

　またスクショを撮っておく、はぁ、尊い。

　やっぱり聖ちゃんのこと、マジで好きだなぁ。

　このまま俺がこの世界にずっといて、彼女を幸せにしてあげたい。

　原作の『おじょじゃま』だと、間違いなく彼女は重本勇一と結ばれることはないだろう。

　聖ちゃんは原作では、藤瀬詩帆のためにずっと自分の気持ちを隠して、二人が付き合うのを協力していくみたいな立場になっている。

　その過程で重本勇一と二人きりになってしまって、ちょっとドキドキ展開があるという感じだ。

　多分聖ちゃんの性格からすると、二人が付き合うまでずっと重本への気持ちを隠し続けるだろう。

　そんな負けヒロイン確定のルートを歩むくらいなら、俺が聖ちゃんを幸せにする。




　ふぁぁ……なんか眠たくなってきた。

　いや、夢の中で眠くなることなんてあるのか？

　このまま眠ってしまったら、目覚めた時には現実に戻っているかもしれない。

　それは、嫌だなぁ……。

　現実世界に未練はないって言えば嘘になるけど、こっちの世界の方が絶対に楽しい。

　俺の好きな漫画の世界に入って、一番推しキャラの聖ちゃんがいるんだから。

　だから、まだ現実世界に戻りたくない。

　このまま眠ってしまったら、戻ってしまうかもしれないから……。

　俺はベッドに寝転がり、重たい瞼まぶたを必死に開けてスマホの画面を見る。

　先程のやりとりを見ていると、聖ちゃんの可愛い姿が目に浮かぶようだ。

　……はぁ、やっぱり聖ちゃんは可愛いなぁ。

　やっぱり俺は、聖ちゃんと付き合いたいなぁ。

　この世界にずっといて、こんな可愛い聖ちゃんをずっと間近で見ていたいし、幸せにしてあげたい。

　ああ、だけどもう、眠気が限界だ……。

「どうかこの夢が……ずっと覚めないでいてくれ……」

　俺は願望を最後に呟つぶやきながら、瞼を閉じて夢の中で眠ってしまった。




「し、詩帆、既読が三十分も前についたのに、返事がこないんだが……！」

『もう遅いし、あっちも寝ちゃったのかもね』

「まだ十一時くらいだぞ？　高校生が寝るには少し早い気が……」

『別に寝てもおかしくない時間だよ』

「わ、私の返事が気に食わなかったから、返してこないんじゃ……！」

『聖ちゃん、落ち着いてねー。あんなに好き好きアピールをしてた久村くんが、いきなり聖ちゃんの返事をそんな風に思うわけないよ』

「そ、そうだろうか……」

『多分スマホの画面を開いたまま寝落ちしちゃったんだよ』

「それならいいが……いや、もしかしたらなんか事件に巻き込まれたんじゃ……！」

『聖ちゃーん、落ち着いてー』

　妄想癖が少し激しい聖、それを知っていた詩帆だがここまでなのは初めてなので、面白がりながらも少し止めるのが大変だった。

（というか聖ちゃん、久村くんのこと気になりすぎじゃない？　まああれだけ言われて気にするなっていう方が無理があると思うけどね。聖ちゃんも私のために重本くんのことでいろいろしてくれたから、私も助けないとね。ふふっ、決して面白そうだから、っていうわけじゃないよ、うん）
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「……あれ、まだ夢の中なの？」

　朝起きて飯を食べて、制服を見た時に俺はそう呟いてしまった。

　家の感じが現実世界の俺の家とほとんど同じ、いや、全部同じだから全く気づかなかったが、制服がどう見ても『おじょじゃま』の東とう條じよう院いん高校の制服だ。

　そして俺の頭の中には、漫画の世界にいる久ひさ村むら司つかさの記憶が入っている。

　どうやら俺は、まだ夢の中にいる……ということでいいのか？

　本当にここは夢の中なのか？　これほどリアルな夢を、もう夢と呼べるのか？

　もしかしたら俺は……完全に、『おじょじゃま』の漫画の世界に入り込んだのか？

　しかも現実世界の俺と同姓同名のキャラ、久村司の立場になって。

「えっ……マジで？」

　本当に俺は、『おじょじゃま』の久村司になったのか？

　だけど今の状況は、そうとしか説明が出来ない。

　昨日は「長い夢だなぁ」と思っていたが、本当に漫画の世界に入ってしまったらしい。

　信じられないが……まあ俺にとっては、嬉うれしいという気持ちの方が大きい。

　好きな漫画の世界に入って、好きなキャラ達と触れ合えるのだ。

　こんな素敵なことに喜ばないヲタクは、それはもうヲタクではない。

　んっ？　ちょっと待てよ、じゃあ昨日の出来事も普通にこの世界でいうと、現実だったわけか？

　じゃあ俺は……もしかして、この世界に来てすぐに、聖せいちゃんに愛の告白をしてしまったということか？

　えっ、ヤバくね？

　俺、夢の中だと思っていたから、躊ちゆう躇ちよなく聖ちゃんに告白しちゃったけど、これがもしかして俺の現実として続いていくとしたら、めちゃくちゃヤバい気がする……。

　ほ、本当に俺は、昨日聖ちゃんに告白してしまったのか？

　昨日の出来事が夢で、今日から『おじょじゃま』の世界に入ったということに、どうにかならないか？

「あっ、そうだ、スマホ……！」

　昨日、俺は夢の中だからと思って、聖ちゃんにＲＩＮＥをしたんだ！

　そのトークの履歴が残っていたら、この世界は昨日の続きということになる。

　ＲＩＮＥを開いてトーク履歴を見ると……昨日のＲＩＮＥがめちゃくちゃ残っていた。

　しかも俺、なんか深夜テンションというか、夢の中テンションで、めちゃくちゃ恥ずいことを送ってる……！

「うわー！　マジかマジかマジか！」

　朝から自室でそう叫んでしまうほど、恥ずかしくてたまらない。

　というかもうこれ、この世界に来て初日で黒歴史を作ってるじゃないか……！

　いや、聖ちゃんに告白をしたことが黒歴史とは認めたくないが、俺の告白の言葉とか送ったメッセージとか、マジで黒歴史もんだろ。

　くっ、なんとか忘れたいけど、聖ちゃんと初めて会話した時のことを忘れられるはずがない……！

　しかも聖ちゃんの反応とかもめちゃくちゃ可愛かったし、忘れたいのに忘れたくない。

　聖ちゃんの可愛すぎた反応を絶対に忘れたくないし、だけど俺の痛い言動は忘れたい。

　なんだこのジレンマ、絶対に解決は出来なさそうだし。

　まあ俺の痛い言動を忘れたい気持ちよりも、聖ちゃんの可愛い姿を覚えていたいという気持ちの方が何倍も何十倍も大きいから、もちろん覚えておくけどさ。

「このトーク履歴も、めちゃくちゃ消したいけど絶対に消したくない……！」

　昨日は「これは夢の中だから、多分俺が想像した聖ちゃんが送ってくれているという妄想なんだよなぁ」とか少し思ってたけど、ここが現実だったら全く違う。

　この一つ一つのメッセージを、聖ちゃんが俺のために真剣に考えて送ってくれたと考えると……尊すぎて死ねる。

　うん、スクショもしてあるし、これからどれだけ聖ちゃんとトークしようが、このトーク履歴は俺の手元に残り続ける。家宝にしよう。

　そんなことを思っていたら、俺の部屋のドアがドンドンと鳴った。

「お兄ちゃん！　そろそろ学校行かないと遅刻するよ！」

「あ、ああ、わかってる、凛り恵え」

　俺はその声に返事をして、カバンを持って部屋を出る。

　部屋の外には俺の妹、久村凛恵がいた。

　もちろん現実世界の俺ではなく、『おじょじゃま』世界の久村司の妹だ。

　一つ下の妹で、同じ学校に通っている高校一年生。

　亜麻色の髪をサイドテールにしていて、可愛らしいシュシュをつけている。

　顔立ちは可愛い感じだが、兄の久村司と接する時はあまり笑顔を見せない。

　結構気が強く、ダメな兄貴を𠮟るような妹。

　笑うと普通に可愛いが、作中でもあまり見たことはない。

　ネタバレをすると久村凛恵もこの物語を彩るヒロインで、主人公の重しげ本もと勇ゆう一いちに好意を寄せる一人だ。

　後輩キャラとして人気がある凛恵だが、凛恵も聖ちゃん同様、負けヒロインだろう。

　だけどあれか、まだ主人公の重本勇一にはこの時点では、会ってないのか。

　昨日、俺が遭遇したあのシーン、聖ちゃんが自分の気持ちを押し殺して、藤ふじ瀬せを後押しするシーンは、結構序盤だ。

　だから多分、原作ではまだ久村凛恵は出てきてすらいないかもしれない。

　後になって重本の親友、久村司に妹がいるとわかり、その後作品を彩るヒロインの一人となったのだ。

　顔立ちはとても可愛いのにあまり笑わず、いつも仏頂面をしている凛恵。

　だけど重本とかに褒められたりした時に見せる照れた顔や、「や、やめてください！」と照れながら怒る顔がとても可愛らしく、人気なのだ。

　だがまあ……おそらく、負けヒロインというか、主人公とはくっつかない系ヒロインだと思うんだけど。

「……頑張れよ、凛恵」

「はっ？　いきなり何？」

「大丈夫、お前はすごく可愛いから、いつか幸せになれるよ」

「は、はぁ!?　本当に何の話!?」

　おっ、照れ隠しで顔を赤くしながらも怒ったような感じ、原作通りだなぁ。

「それに声も可愛いな」

「なっ!?　あ、朝から本当に何言ってんの、お兄ちゃん！」

「あとあれだな、凛恵みたいなキャラがお兄ちゃん呼びってのも可愛くていいよな」

「っ!?　バ、バカお兄ちゃん！　私、先行くから！」

　思ったことを口にしていたら、凛恵が顔を真っ赤にして階段を下りていってしまった。

　まずい、さすがに怒らせてしまったか。

「ごめんごめん、凛恵、一緒に行こうぜ」

　俺も急いで階段を下りると、玄関で靴を履き替え終わり待っている凛恵の姿が。

「……早く行くよ、お兄ちゃん」

「ああ、そうだな」

　頬が赤くて不機嫌そうにしかめっ面になっているのに、しっかり待っててくれる。

「こんな可愛い妹を持てて、俺は幸せだな」

「っ……！　本当に、さっきから、何を……！」

　現実世界……まあここもすでに俺にとっては現実世界になってしまったから、前の世界と呼ぼうか。

　前の世界では俺に妹はいなかったし、兄弟もいなかったからな。

　こんな可愛い妹がいきなり出来て、嬉しく思うのはしょうがないだろう。

　しかも思い出すと、昨日の夜、それに朝ご飯も凛恵が作ってくれていた。

　久村家の両親は仕事が忙しくて家を空けることが多いから、料理は凛恵が担当していた。

「ご飯いつもありがとな」

「っ、別に、いつものことだし……」

「いつもやってることだから感謝してるんだよ」

「ほ、本当に、お兄ちゃんどうしたの？　今日の朝ご飯、なんか変なものでも食べたの？」

「俺が変なもの食べてたら、凛恵が作ってるんだから凛恵が仕込んだことになるからな」

「ふふっ、そうだった」

　おっ、笑った。

　クスッと笑う感じで満面の笑みではないが、口角が少し上がって一気に雰囲気が柔らかくなる。

「うん、やっぱり凛恵は笑った方が可愛いな」

　そう言って俺は凛恵の頭を撫なでる。

　俺よりも頭一個分小さい凛恵は、とても頭が撫でやすい。

「なっ!?　や、やめてよ！　か、髪が崩れるでしょ！」

「んっ、ああ、ごめんごめん」

　サイドテールをしているので、髪の流れる方向が決まって右耳の方にいっている。

　それとは逆に撫でてしまったから怒られてしまったと思い、髪を直すようにまた優しく撫でる。

「だ、だから、やめてって！」

　凛恵はそう言って俺の手を払いのけて、軽く俺の胸の辺りを叩たたいて来た。

「も、もう行くよ、お兄ちゃん！　本当に学校に遅れるから！」

「ああ、わかった。そんなに怒るなよ」

「べ、別に怒ってはないけど……」

　凛恵は頬を赤くしながら、俺が撫でた髪の部分に手を置いていた。

　やっぱり俺の妹は、とても可愛らしい。




　その後、凛恵と一緒に家を出る、もちろん鍵かぎをかけるのも忘れずに。

　俺達の家から学校までは、電車を利用せずに行ける距離だ。

　だけど歩くと四十分くらいかかるので、いつもチャリで行っている。

「お兄ちゃん、今日も後ろ乗せてね」

「ああ、もちろん俺はいいけど……」

「ん？　どうしたの？」

　まさか俺が女の子を後ろに乗せて、チャリを漕こぐ日が来るなんてな。

　まあ女の子といっても妹だが。

　だけどなんか、法律的にいいのか？

　よくこういうラブコメ漫画とか、ライトノベルの世界では自転車の二人乗りの描写があるのだが、ああいう世界ではおそらく法律的に問題ないのだろう。

　うん、そう思っておこう。『おじょじゃま』の世界も、多分法律的に問題ないのだろう。

「まあ大丈夫か。じゃあ行くぞ、凛恵。ちゃんと乗ったか？」

「うん、大丈夫」
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　よし、じゃあ出発！

　一人で乗るよりも最初の動き出しが重いが、動いてしまえば特に問題はなさそうだ。

　信号の度に止まって動き出すのが少し辛つらいが、可愛い妹のためだと思えば朝飯前だ。

　そしてそのまま十分ほど学校に向かって漕いで、いつもの場所に着いた。

　いや、この世界の久村司にとっていつもの場所なだけで、俺は初めてここに来たが。

　学校の少し手前あたりで、凛恵を下ろすことになっているのだ。

　だから凛恵としては早く家を出ないと遅刻しそうになるから、早く行こうと急せかして来るのである。

「じゃ、お兄ちゃんありがと」

「いつも言ってるが、別に学校まで行ってもいいんだぞ？　俺は全然疲れてないしな」

「いいよ、私はここら辺から歩くから、お兄ちゃんはチャリで先に行って」

　やはり凛恵としてはお兄ちゃんと一緒にチャリに乗って学校に来てる、というのをあまり知られたくないのだろう。

「わかった。だけどたまには一緒に学校まで行こうな。そっちの方が楽しいだろ？」

「……別に、歩いてたら友達とも会って一緒に行くこともあるから」

「そ、そっか……」

　そりゃそうだよな、チャリで登校したら友達と一緒に並んで歩いて学校に行く、という青春がなくなってしまうもんな。

　俺も前の世界では電車からの歩きだったから、友達とばったり会ってから学校に行く楽しさはわかる。

　俺もこの世界で歩いて登校するのを試してみようかなぁ。

　だけど遠いし、凛恵もいるからなぁ……。

「……ま、まあ、たまにはいいかもね」

　俺が少し悩んでいるのを落ち込んでいると心配してくれたのか、凛恵が恥ずかしそうに目を逸そらしながらそう言ってくれた。

「っ、凛恵！　ありがとな！」

　俺は嬉うれしくなってまた凛恵の頭を撫でてしまう。

「なっ、バ、バカ！　こんなところで頭撫でるな！」

「ごめんって。じゃあ俺は先に行くからな、凛恵。遅刻するなよ」

　また胸を叩かれる前に、俺はチャリのペダルを踏んだ。

「あっ……もう、バカお兄ちゃん……」




　また数分チャリを走らせていると、前に歩いている知り合いを見つける。

「おい、勇一！」

「ん？　おお、司か」

　この『幼おさな馴な染じみお嬢様が邪魔をして、普通のラブコメが出来ない』の漫画、主人公の重本勇一だった。

　黒の短髪で清潔感があり、爽さわやか系のイケメンだ。

　身長はバスケ部だからか結構高く、一八〇センチを超えている。

　俺は勇一の隣に並ぶとチャリから降りて、一緒に歩き出す。

「はよっ、バスケ部の朝練はないのか？」

「ああ、今日はない。お陰でゆっくり寝れたよ」

「そうか。バスケ部のエースでもやっぱり休む日は休むんだな」

「そりゃそうだよ。休むのも練習のうちだ」

　勇一は運動神経もよく、バスケ部で一年生からエースを張っていたくらいだ。

　それで顔もいいから、まあモテる。

　性格も俺は友達だからよく知っているが普通にいい奴だしな。

　モテる要素しかない勇一だが、こいつは自分をモテてないと勘違いしている。

　なぜそんな勘違いをするかというと、ヒロインの幼馴染でこいつのことが大好きな、東條院歌か織おりのせいだ。

　幼稚園の頃から勇一は東條院から好かれていたから、東條院が周りの女子に圧力をかけて勇一に近づかせないようにしていたのだ。

　本当ならファンクラブが出来てもおかしくないくらいカッコいいのに、こいつは今でも自分はカッコよくなく、モテていないと思っている。

　それは東條院のせいだから、しょうがないとは思うが。

　だがそんな勇一が、高校である人を好きになってしまった。

　それが、もう一人のヒロイン、藤瀬詩し帆ほだ。

「そういえば勇一、話は聞いたぞ。ついに藤瀬をデートに誘ったんだってな」

「なっ!?　お、お前、どこでそれを……！」

「もちろん、風の噂だ」

「まさかお前……風使いに目覚めたというのか!?」

「ふっ、俺が腕を振れば、そこらの女どものスカートを……っと、これ以上はいけないな」

「えっ、マジで？　ちょっとほら、そこら辺にいっぱいＪＫいるから、やって」

「お前、男子高校生がＪＫって言うなよ」

　俺達はとても健全に男子高校生らしい会話を楽しんでいた。

　まさか俺が『おじょじゃま』の世界に入って、主人公とこんなバカな会話が出来るとは。

　聖ちゃんと話した時ほどではないが、素直にヲタクとしては嬉しいな。

「で、実際誰に聞いたんだよ？」

「もちろん藤瀬から、と言いたいところだが、藤瀬が聖ちゃ……嶋しま田だに話しているのを立ち聞きしただけだ」

「マジか……どんなこと話してたんだ？」

「もちろん、『重本くんからデート誘われたけど、キモすぎて萎なえる』と言ってたぞ」

「ぐはっ!?　お、お前、冗談だろ……？」

「はっはっは、冗談だ」

「冗談でも心に刺さるから、マジでやめろ」

「それは悪いな」

　まあ本当は「重本くんに告白してもいいのかな」とかいうめちゃくちゃ可愛らしいことを話していたんだが、それは俺が話すことじゃないだろう。

「デートの日にちは、明日あしたか明後日あさつてか？」

　今日は金曜日なので、明日からは土日の休みだ。

「日曜日だな、その日はバスケ部の練習もないし、藤瀬のテニス部の練習もないみたいだ」

「そうか。まあ俺は特に手伝うことはないと思うが、頑張れよ」

「ああ、もちろん……」

「あら、面白そうな話してるわね、勇一」

　勇一が強く頷うなずこうとした時、後ろから女性の声が聞こえた。

　俺達は口を開いたまま固まった。

　ま、まさか……そんな考えが、俺達の脳裏に同時に流れる。

　ロボットの動きのようにカクカクしながら、俺達が後ろを向くと……。

「おはよう、勇一。久村くん」

「お、おはよう、歌織……」

「は、はよっす、東條院さん」

　そこには末恐ろしい笑みを浮かべた、ヒロインの一人、東條院歌織がいた。

　神々しいほどに輝いている金色の髪は、背中まで綺き麗れいに流れていて風で靡なびいている。

　彼女の優雅さを表すほど美しい髪だ。

　制服を着ているが、他の女子生徒と一緒のはずなのになぜか彼女が着るとより一層清純に、華やかに見える。

　顔立ちはとても綺麗で、日本人離れした美しさだ。

　確かクォーターか何かで、お祖父じいちゃんとかがヨーロッパ系の人だったはず。

「それで、朝からとても楽しそうな話をしていたようね。私も交ぜてくれないかしら？」

「い、いや、その、俺と司の男同士だから話せる内容なんだよ！　なっ、司？」

「そ、そうだな。ほら、東條院さんも聞きたくないだろ？　勇一がここら辺にいるＪＫのスカートを俺にめくってこいって命令した話とか」

「いつそんな話を俺がしたんだ!?」

　とんでもない勢いで俺にそうツッコミを入れてきた勇一。

　落ち着け勇一、ここはまず話を逸らさないといけないんだぞ。

「あら、じゃあどんな話をしていたの、勇一？」

「えっ、あ、いや……ち、違うぞ？　俺がスカートをめくってこいって命令したんじゃなくて、司が『透視能力に目覚めて女子高生の裸見れねえかなぁ』って呟つぶやいてたんだぞ？」

「いつそんな話を俺がしたぁ!?」

　今度は俺がツッコミを入れる番だった。

「あら、久村くん、欲望を撒まき散らすのはあまりよくないですわ。するなら自室で静かにこっそり寂しくしていなさいね」

「東條院さん、意外とそういうのに耐性あるのな」

「いつ勇一が襲ってきてもいいように、日々勉強してるの」

「よかったな勇一。これでお前の将来は東條院グループの社長に決定だ」

「待て待て！　裏切るなお前！」

　うるせぇ、先に裏切ったのはどっちだ……俺だな。

　だがしかし、これで話が逸れて……。

「それで勇一、明後日の日曜日に何か予定があるのかしら？」

　おっと、急旋回して戻ってきてしまったな。

「い、いや、まあ部活が……」

「日曜日の体育館は、バレー部が全面を使う予定よ」

「なんでバレー部じゃないのに歌織が知ってんの？」

「私ですから」

「さすが東條院さん、東條院高校を作った人の娘なだけあるな」

　多分そこは全く関係ないところだけど、とりあえず褒めておく。

「ありがとう、久村くん。それで、日曜日は何か予定があるの？　なかったらうちでパーティを開かない？　豪華客船を貸し切ってパーティを開くことも可能よ」

「豪華客船を持て余しすぎるだろそれは」

　使う金の規模が尋常じゃない。

「と、とりあえず、日曜日は予定は、その、ないけど、ゆっくり休みたいんだ！　バスケの練習も昼まであるしな！」

「へー、そうなのね。昨日はバスケ部が休みで『早く練習してー、休みなんていらねえよ』なんて呟いていたのに、休みたいのね」

「待て、いつ聞いてたんだ!?　それを言ったの昨日の夜だった気がするんだが！」

　おっと、勇一、それ以上は聞かない方がいいと思うぞ。

　幼馴染ヒロインでヤンデレ気質が含まれている東條院歌織の闇は、まだお前には早い。

「わかったわ。勇一が喋しやべる気がないのであれば、私にも考えがあるから。じゃあ、そろそろ学校に行かないと。ご機嫌よう、久村くん」

「ご、ごきげんよー」

　そう言って髪をサラサラと揺らしながら、学校の方へ歩いていく東條院さん。

　俺と勇一は少しの間そこで固まっていた。

「……司。さっき手伝うことはないと思うがって言ってたが、撤回する」

「ふむ、めちゃくちゃ予想出来るがあえて聞こう、何を手伝って欲しい？」

「東條院歌織を、抑えててくれ！」

「無理に決まってるだろ、常識的に考えろ。そして爆発しろ」

「なんでだぁ!?」

　さて……どうするか。

　というかこんな展開、原作であったっけ？




　勇一は学校に着いて授業が始まってからも、とてもしつこくお願いしてきた。

「なあいいだろ！　お願いだ、一生のお願い！」

「お前とはまだ二年ほどしか付き合いがないのに、そんなお願い聞いてもらえると思うなよ。一生のお願いは……結婚式の、友人代表の挨あい拶さつを頼むときに残しておけ」

「司……！　なんか名言風に言ってるけど、マジで意味わからない」

「俺も何言ってるのかはよくわかってない」

　そんなこんなで適当にやり過ごしていた。

　というか本当なら、俺は勇一とこんな話をしている場合じゃないんだ。

　なぜなら……俺はある方向をチラッと見てみる。

「っ……！」

　もちろん俺が見る先には、『おじょじゃま』のサブヒロイン、嶋田聖の姿があった。

　だが俺が聖ちゃんの方を見る度に、毎回頬を赤くして顔を逸そらされてしまう。

　もう明らかに、めちゃくちゃ明らかに、避けられてしまっている……。

「ああ、死にたい……」

「ど、どうした司？　何があった？」

「うるせぇ、お前はいいよな、絶対に……まあいいや」

「えっ、何、そこまで言ったなら言えよ」

　こいつはこの作品の主人公、絶対に藤瀬詩帆か東條院歌織と付き合える、ある意味この世界で唯一の絶対に勝ち組が決まっている男だ。

　こいつがふられるルートなんて、存在するはずがない。

　だけど俺は……単なるこいつの親友、つまりまずこの作品としては、久村司の恋愛事情なんて全く描写されないような役だ。

　聖ちゃんや凛恵みたいな負けヒロイン確定の子よりも、恋愛に関しては酷ひどい扱いを受ける可能性が高い。

　つまり、聖ちゃんを俺は負けヒロインだと言ってはいるが……俺なんて、その舞台に立てないような役目のやつなのだ。

　はぁ、昨日は深夜テンション、じゃなくて夢テンションだったから「聖ちゃんを絶対に幸せにしてやる！」と豪語していたが、無理なんじゃないかと思い始めてきた。

　だってもうすでに避けられているんだよ？

　しかも俺、もう告白しちゃってるし。こういう恋愛ってさ、告白の前が勝負じゃん。

　告白なんて儀式みたいなもので、すでに好き合っている二人だからこそ成立する、いわば確認作業だ。

　だから告白をする前にどれだけ相手との距離を縮めて、好きになってもらうかが勝負なのに……。

　すでに俺は告白をしてしまっているから、勝負どころじゃない。

　恋愛ゲームでたとえるならば、相手のキャラの好感度を全く稼がずにいきなり告白をするプレーヤーがどこにいるのか。

　それを現実世界で、やらかしてしまっているのが、この俺だ。

「なあ頼むよ、司。日曜日、本当に頼むって」

「うるせえうるせえ、俺はもうこの世界に絶望しか抱えてねえんだ」

「マジでお前、朝から昼休みの時間までに何があったんだよ」

「……何もなかったからこそ、ヤバいのかな？」

「意味わからん」

　俺もよくわかってない。

　というか実際、聖ちゃんは俺のことをどう思ってるのだろうか。

　作中での久村司と嶋田聖の関係性は、よくて友人、悪くて知人くらいの関係だろう。

　お互いの親友が好き合っていて、付き合おうとしているから時々協力する感じだ。

　だから多分マイナスな印象は与えてはいないと思うんだが……作中の久村司はな。

　だが俺がやったのは、キモいくらいに熱烈な告白とメッセージをしただけだ。

　あれは冷静に考えれば、ドン引きものだ。

　今は昼休みで俺と勇一が教室の窓際の端っこの方でご飯を食っていて、聖ちゃんは藤瀬と廊下側の方で食べている。

　……なんか時々藤瀬からの視線を感じるのだが、なんで俺のことを見てるんだろう？

　違うか、重本のことを見てるのかな？

　さすがに自意識過剰かもしれない。

　俺は凛恵が作ってくれたお弁当で、めちゃくちゃ美味うまいなぁと思いながら食っていた。

　やっぱり凛恵はとても自慢の妹だな、帰ったらまたヨシヨシしてあげよう……嫌われるかな？　やっぱやめとこう。

　はぁ、そんなことを考えてないとやってられない。

「あっ、そうだ。なぁ、司。多分お前一人じゃさ、歌織を止められないだろ？」

「まあそうだな。一人であの東條院さんを止められる奴なんて、勇一以外にいないだろ」

「俺？　いや、俺でも無理だよ。だって日曜日にあいつ絶対に何かする気なのを、俺は止められる気がしないから」

　いやー、多分止められるぜ。

　土曜日の夜にでも東條院さんの家に行って、イチャコラすれば多分日曜日の藤瀬とのデートを邪魔しに来ることはないだろう。

　まあ言わないけど。

「それで、お前ですら止められない東條院さんをどうするんだって？」

「ああ、司一人が無理なら、もう一人協力してもらうんだよ」

「はっ？　誰に？」

「めちゃくちゃ適任者がいるだろ。日曜日に俺と藤瀬がデートすることを知っていて、協力的な奴……」

「っ、お前まさか……」

「嶋田だよ」

「それはダメだ、俺が死ぬ」

「なんで!?」

　お前、俺は今、聖ちゃんにめちゃくちゃ避けられてるんだぞ。

　そんな状態で、藤瀬と勇一がデートをしているのを邪魔するであろう東條院さんを止める？

　不可能に決まってるだろ、色々と。

「これしかないんだよ！　頼む、マジで頼む！」

「俺も頼む、聖ちゃ……嶋田だけはダメだ。それだったら俺が一人でやる方がまだマシだ」

「なんで？　あとなんでさっきからセイチャ、とかよくわかんない言葉を発してるんだ？」

「それには触れるな、ぶっ飛ばすぞ」

「今日のお前はいつも以上に意味わからないな」

　くそ、どうするか……。

　勇一には言うか？　俺が聖ちゃんに告白をしたことを。

　だけどこいつ、顔に出やすいからなぁ……さっきの東條院さんに日曜日のことがバレたときも、こいつがあれだけ狼狽うろたえていなかったら、なんとかなったかもしれないのに。

　あれは自業自得ですむが、俺が聖ちゃんのことを好きだというのが他の人にバレたら、聖ちゃんにまで被害が及ぶ可能性がある。

　それはなんとしてでも避けたい。

「じゃあお前が一人でやってくれるのか？」

「嶋田に頼むくらいだったらな。だけど俺一人で何が出来るのかは、マジでわからないが」

「何が、私に頼むくらいだったら、なんだ？」

　っ……まさか、この声は……？

　先程の東條院さんの時と同じような状況だ。

　ただ違うのは俺の後ろから聞こえてきたので、俺と向き合って話している勇一にはすでにその相手が見えているということだ。

「あっ、嶋田」

　やっぱりか……！

　俺はそう思いながら後ろを振り向くと、そこには聖ちゃんが立っていた。

　俺と勇一が座っているので、聖ちゃんが立っているとさすがに俺が見上げる形になる。

「っ……そ、それで、何か私に頼むことがあるのか？」

　俺と一瞬だけ目が合って気まずそうに目を逸らした聖ちゃんは、勇一の方を向いて話す。

　はぁ、やっぱり俺と目を合わせるのが嫌なのか……。

　それだけでもう俺はドン底まで気分が落ち込んでしまう。

「ああ、嶋田。ちょっと他の奴に聞かせられないから、放課後に時間をくれないか？　その、日曜日のことについてだ」

「っ、それは……詩帆とお前のアレについてか」

「そう、アレだ。ちょっと問題が発生してな」

「わかった。放課後だな、ではこの教室に残って……」

　そこまで言うと聖ちゃんはいきなりフリーズした。機械の電池がいきなり切れたように。

「ん？　どうしたんだ、嶋田」

「い、いや……！」

　聖ちゃんは勇一に話しかけられてハッとし、頬を少し赤くして少し狼狽えている。

　そして一瞬だけ俺の方をチラッと見てくれて、俺はずっと聖ちゃんの目を綺き麗れいだなぁと思って見ていたから、視線がぶつかった。

「っ！　こ、この教室はダメだ！　放課後、校門前で集合だ！」

　それだけ言うと、聖ちゃんは足早に俺らのもとを離れていった。

「なんか嶋田の様子がおかしかったが、どうしたんだろうな？」

「さ、さぁ、わからないな」

　どうなんだろう、俺のことを見てあれだけ狼狽えていたから……俺とのことを思い出してしまったのだろうか。

　俺の方を見て放課後にこの教室に集合じゃなくしたので、おそらくそうだろう。

　この教室は昨日、俺が聖ちゃんに告白をしてしまった場所だ。

　だからこの教室をやめたのだろうが、どういった意味でやめたのかが気になるところだ。

　気まずいというのが理由だろうが……まあマイナスな意味でだろうな、十中八九。

　はぁ……やっぱり夢テンションで告白するんじゃなかったわ。

　だけどしょうがないだろ、この『おじょじゃま』の世界に入ってしまったなんて、それこそ夢にも思わなかったんだから。

　まあ夢じゃなくて嬉うれしい気持ちの方が勝つが、昨日の出来事だけは夢であった方がよかったかもしれない。

　あんなに聖ちゃんに避けられてしまうのだから……ああ、だけど昨日の聖ちゃんは死ぬほど可愛かったから、それは見れてよかったけど。

「あっ、やべっ、今日の放課後、バスケ部の会議があるからすぐに部室に行かないといけないんだった」

「はっ？」

「悪い、放課後、嶋田にお前から伝えてくれね？」

「はぁ!?」




　……放課後になってしまった。

　勇一は昼休みの時に言っていた通り、部活の会議でさっさと教室を出て行ってしまった。

「本当に悪い！　嶋田への説明と説得、頼むぞ！」

「マジでお前恨むからな」

　なんで俺が聖ちゃんと今、二人きりで話さないといけないんだよ……！

　いや、聖ちゃんと二人きりで話すのはめちゃくちゃ嬉しいんだが、絶対に今じゃない！

　聖ちゃんも俺も、昨日のことでめちゃくちゃ気まずくなってるんだから。

　まあそれを勇一は知らないし、全く悪気はないんだろうけど。

　気まずくなっているのはただ俺の責任だしな。

　はぁ、行かないとダメか……聖ちゃんが一人で待っているだろうし。

　少し憂ゆう鬱うつな気分になりながらも、俺は荷物を持って教室を出た。

　学校を出て校門の前に行くと、聖ちゃんが一人で立っていた。

　銀髪で長さはあまりないが、風に吹かれて靡なびいているのが美しい。

　校門前で立っているだけで、どうしてこうも見み惚とれてしまうのだろうか。

「……っ、あっ、ひ、久村か」

　俺が近づいてきたことに気づいて、聖ちゃんが少し慌てながらそう言った。

　昨日ぶりに名前を呼ばれたけど、やっぱり推しに名前を呼ばれるのは嬉しいな。

　前の世界の俺も、久村司という名前でよかった。

「うっす……その、時間大丈夫か？」

「も、もちろんだ。この後は特に予定はないからな」

　聖ちゃんは俺の方を見ているが目線は合わせず、ちょっと下の方を見ていた。

「そ、その、重本はどうしたのだ？」

「あー、勇一のやつなんだが、部活があるらしくて、放課後は時間が取れなかったらしい」

「はっ？　あいつが用があると言って呼んだのにか？」

「勇一が用があるって呼んだのに、だ」

「何を考えているんだ、あいつは……」

「それは本当に同感だな」

「っ……つまり二人きりということに……」

「ん？　聖ちゃ……嶋田、なんか言った？」

「い、いや、別に何も」

　危ない、聖ちゃんとまた呼びそうになってしまった。

　この世界での久村は、聖ちゃんのことを普通に名字で呼んでいる。

　ここが夢の中じゃないとしたら、俺が聖ちゃんを聖ちゃん呼びするのは、さすがにハードルがエベレスト級に高すぎる。

　昨日のことは、まあ、もうやり直しがきかないから、どうしようもない。

　聖ちゃんが忘れてくれることを祈るが……まあ無理か。

「そ、それで、重本が言っていた話とはなんなのだ？　確か日曜日の話のようだったが」

「そうだな。とりあえずここじゃなんだから、歩きながら話すか」

　校門前なのでまだ他の生徒がいっぱいいる。

　ここで男女が止まって話していたら、さすがに色々と目立ってしまうだろう。

　ただでさえ聖ちゃんは可愛くて目に留まりやすいのだから。

「わ、わかった……じゃあこの近くのカフェに向かわないか？」

「えっ？」

　まさかそんな誘いを受けるとは思っておらず、思わず聞き返してしまった。

「い、いや、長い話になりそうだし、立ち話をするのもなんだろう。だから二人でゆっくり落ち着いて、というか、その……ダメか？」

「もちろん大丈夫です」

　思わず敬語になってしまった。

　不安そうに俺のことを見上げて問いかけないで欲しい、そんなのなんでも聞いてしまう。

　たとえ「死んで欲しい、ダメか？」と言われても、喜んで死んでしまうくらいには強力な上目遣いだ。

「そ、そうか。ではそちらに行こう」

　聖ちゃんがそのカフェがある方向へ歩き出して、それに並行して歩く。

　こ、これはまさか……放課後デートというやつでは!?

　大好きな推しキャラの聖ちゃんと放課後デートなんて、俺はなんという幸せ者なのか。

　勇一、サンキュー、お前がいなくてよかったよ。

　そして俺と聖ちゃんはカフェへと向かったのだが……。

　道中、めちゃくちゃ気まずい空気が流れていた。

　別に少しの距離を黙って移動するくらいよくあると思うのだが、何か空気感が違う。

　やはり俺も、それに聖ちゃんも何か気まずい雰囲気を感じていた。

「あー、その、これから行くカフェはよく藤瀬と一緒に行くの？」

「あ、ああ、そうだな。詩帆はテニス部で少し忙しいが、重本のバスケ部ほど練習があるわけじゃない。だから詩帆と一緒に帰る日とかは、寄ったりするな」

「そうなのか。嶋田は部活には入ってないもんな」

「……そうだな。そういう久村も部活に入ってないが、入らんのか？」

「中学の部活がキツかったから、高校でくらいはゆっくりしたいなって思ってな」

「ふっ、久村らしいな」

　聖ちゃんはそう言ってクスッと笑ってくれた。

　少しだけ気まずい空気がなくなったみたいでよかった。

　あのままだったらカフェに着いても、例の話が出来るかわからなかったからな。

　聖ちゃんも部活に入っていないが、彼女は運動神経が抜群にいい。

　団体スポーツでも聖ちゃんが入れば、県大会でいいところまで行くレベルだ。

　だから聖ちゃんはそれぞれの部活とかの助すけっ人ととして呼ばれることが多い。

「嶋田は部活に入らないのか？　いろんなところに誘われてるだろ？」

「まあありがたいことだが、私も久村同様、放課後はゆっくりしたい派なのでな。そこまでスポーツに熱が入らない、というのもあるが」

「ま、嶋田らしいな」

　クールで運動神経がすごくよくてカッコいい、それでいて友達想いで優しい。

「はぁ……好きだなぁ」

「んっ!?　い、今なんて……？」

「えっ、あっ……何も」

「いや、今……そ、そうか」

　問い詰めようとしてきた聖ちゃんだったが、すぐに顔を赤くしてやめた。

　多分、問い詰めたところでお互いにダメージを負うだけだとわかったのだろう。

　だけど今のはちょっと油断した。なんか漫画を読んでいて「はぁ、尊い」と独り言が漏れるような感じで言ってしまったのだ。

　気をつけないとな、ここはもうすでに現実なのだ。

　聖ちゃんとこうして話しているのが夢心地すぎて、一瞬だけ忘れてしまっていた。

　その後、俺と聖ちゃんはカフェに着くまで目線を合わせず、黙って歩いた。




　聖ちゃんと藤瀬がいつも行っているというカフェは、よく駅前とかにある有名なチェーン店の『ムーンバックス』。

　まあ、ここは漫画の世界だからな、現実世界にあるカフェの名前をもじったカフェだ。

　ちなみに出しているメニューの代表の奴は、「フランチーノ」というのだが、現実世界にあるカフェにあるものとほぼ同じだろう。

　店の中に入り店員に注文をする。

「俺はドリップコーヒーのトールを。嶋田は？」

「私は、そうだな……バニラクリームフランチーノのグランデでシロップはホワイトモカシロップに変更でキャラメルソースとホイップクリームを多めでお願いします」

　それなんて呪じゆ文もん？

　俺の三倍か四倍くらいの長さで注文していたんだけど？

　店員さんは慣れているのか「かしこまりましたー」と言って作り始めた。

　今頼んだものがもう飲み物なのかすら、俺にはよくわからない。

「嶋田は、『ムンバ』にはよく来るの？」

「ああ、詩帆と来ることが多いが、休みの日とかに時々一人で買いに出かけることもある」

「おー、結構好きなんだ」

　知らなかった、というか原作ですらまだ出ていない情報だ。

　原作通りなのかどうかわからないが、聖ちゃんの新たな一面が見れた。

「そ、その、似合わないか？　私が甘いものが好きだなんて……」

「いや、全然いいと思うよ。尊い……じゃなかった、可愛いと思う」

「っ、そ、そうか、ありがとう……」

　聖ちゃんはクールでカッコいいキャラとして作中では描かれているが、やっぱり普通の女子高生なのだから、甘い物が好きで何が悪いのか。

　一瞬言い間違えてしまったが、可愛いし尊いと思う。

　俺のドリップコーヒーはすぐに出てきて、聖ちゃんのなんたらフランチーノは少し経ってから出てきた。

　俺のコーヒーよりもサイズもでかいし、なんかモリモリでクリームとかいっぱいあって、飲み物というよりはもうデザートに近い気がする。

　そして俺と聖ちゃんは二人用の席に向かい合って座った。

　聖ちゃんはストローを口に咥くわえて飲むと、とても美味おいしいのか口角が少し上がり、嬉うれしそうな雰囲気になる。

　あー、推しの笑顔がこんなに近くで見れるなんて、幸せかよ。

「美味しい？　聖ちゃん」

「んっ!?」

　あっ、やべ、聖ちゃんって呼んでしまった。

　俺の言葉に反応して目を見開かせ、驚いて一気に吸い込んでしまったのか、少しむせた。

「し、嶋田、大丈夫か？」

「だ、大丈夫だ。というか、久村は、その、なぜ私のことをその呼び方で呼ぶのだ？」

　だよな、やっぱり聞かれるよね。

「その……まあ昔から心の中でそう呼んでいたんだけど」

「そ、そうなのか」

「うん、それで昨日の告白の時にちょっと勢いでというか……」

　昨日の告白と俺が言うと、聖ちゃんはさらに顔を赤くしてしまった。

「そ、そうか……」

「ごめん、今度からは普通に嶋田って呼ぶから」

「べ、別に、私は構わないぞ」

「えっ？　いいの？」

「あ、ああ……だ、だけどその、恥ずかしいから、二人きりの時だけだ」

　目線を逸そらして恥ずかしそうにしながら、そう言った聖ちゃん。

　えっ、だけどなんかそれって……えっ？

「それってその、遠回し的な告白の了承ってこと……？」

「なっ!?　なぜそんなことになるのだ!?」

「だって二人きりで聖ちゃんって呼んでいいっていうのは、そういう……」

「ち、ちがっ！　ただ別にその名で呼んでいいと許可しただけで、告白を了承したわけじゃない！」

「わ、わかったわかった。だからそう怒らないでくれ、悪かったよ」

　そこまで否定するからには……やはり、昨日の告白の答えは、決まっているのだろう。

　俺があからさまに落ち込んでしまったせいか、聖ちゃんは「あっ」と言って慌てて喋しやべる。

「す、すまない、久村。違うんだ、告白を断ったわけじゃない、むしろ……まだ返事は決まってはないが、その、前向きに検討しているから……」

「えっ？」

「こ、この話はもういいだろう！」

「いや、だけど……」

「聖ちゃんと二人きりの時には呼んでもいい！　わかったな!?」

「は、はい、わかりました！」

　ということで俺は、二人きりの時は聖ちゃんと呼んでもいいという許可をもらった。

　さっきの聖ちゃんの発言でめちゃくちゃ気になること、そして嬉しいことを言ってくれていたのだが、それについては聞けずに終わった。

　そしてようやく、今回聖ちゃんを呼んだ理由を説明出来る。

　俺が「実は……」と話を切り出し、日曜日に勇一と藤瀬がデートすることを、東條院歌織に知られたということを話す。

「そうか、あの女に……」

　聖ちゃんの立場上、東條院歌織は親友の藤瀬の恋愛の邪魔をする者なので、やはりあまり好きにはなれないのだろう。

「デートの邪魔をしに来るということか？」

「多分、というか絶対に来ると思う」

「はぁ、一番知られてはいけない奴に知られたのか。何をしているんだ」

「それに関してはごめん、まさか聞かれるとは思ってなかったから」

「まあ過ぎたことはいい。とにかく、東條院にデートの邪魔をされたくないから、協力してくれということか？」

「まあ、勇一の要望ではそうだな」

　俺がそう言うと、聖ちゃんは少し考えるように黙り込む。

「もちろん断ってもらっても構わないぞ。俺達に悪いとか思わずに」

「いや、協力はする。なんといったって詩帆のためだ」

「えっ、マジか」

「ああ、詩帆が勇気を出して告白をしようとしているのだ。それを邪魔されるわけにはいかないだろ」

　さすが親友想いの聖ちゃんだ、すぐに協力してくれることを決めたようだ。

「だが邪魔をされないようにすると言っても、どうやるのだ？　相手はあの東條院グループの令嬢だぞ？」

　そうなのだ、邪魔を阻止するといってもどうすればいいか全くわからない。

　東條院グループは、この世界でトップクラスの会社だ。

　総資産は一千兆を超えると言われているのだが……高校生の俺にはよくわからん。

　そんな会社が現実でもあるのか？　ここは漫画の世界だからな。

　とりあえず東條院歌織は、めちゃくちゃすごい大金持ちの家の令嬢さんということだ。

　その人が本気で邪魔をしてきたら、多分どうしようもない。

「阻止するといってもどうするつもりなのだ？　何か策はあるのか？」

「全くないな。そう思うと、どうやっても無理じゃね？」

「ああ、私も難しいと思う。詩帆の邪魔を絶対にさせたくはないが……」

「……ん？　いや、待てよ」

　そういえば忘れていたが、これって原作でもこの展開はあったよな？

　いや、もちろん久村司と嶋田聖がこのカフェで喋っている展開ではない。

　デートを、東條院が邪魔しにくるという展開だ。

　その展開通りに邪魔をしようとするのであれば、阻止出来るかもしれない。

　だけど今回原作通りに進んでいないのは、デートの前に東條院に知られてしまったということだ。

　原作では当日に東條院がデートをすることを知るので、邪魔をする準備は最低限しか出来ていなかったが、今回は事前に準備をされる可能性が高い。

　原作通りじゃなければ、阻止は出来ないが……まあやるしかないか。

「なんとなくだけど、東條院さんがどうやって邪魔してくるかわかる気がする」

「本当か？　根拠は？」

「あんまないけど、強いていうなら東條院さんの性格を考えて、かな」

　原作でも久村司と東條院歌織は多少仲がいい。

　久村司は勇一と東條院の二人が付き合うのを邪魔せず、むしろ応援していた。

　まあほぼからかい半分、だったけど。

　だから東條院とは少し仲がいいので、一応性格は少なからずわかっているつもりだ。

　まあ今回の場合、性格を知っているからじゃなくて、原作を知っているからなんだけど。

「そうか、だが何も対策なしよりはマシか。どうするのだ？」

　聖ちゃんがなんとかフランチーノを飲みながら、俺に問いかけてくる。

「とりあえずまず、デートの前日、つまり土曜日の夜、勇一を俺の家に呼ぶ」

「はっ？　どういうことだ？」

「多分東條院さんなら、日曜日の朝から勇一の家を見張っている可能性がある。だから勇一は俺の家からデートに向かうことになる」

　実際に、原作ではデートのことを知らなかったのに、勇一の家の前にいた東條院。

　普通に遊びの誘いをしに来たんだろうが、勇一はデートがあるので東條院を撒まいたのだ。

　勇一が慌てて撒いたことにより、東條院は不思議に思い勇一に隠れてついていき、デートの現場を見たのだ。

　だからまず今回も勇一の家の前に、東條院がいる可能性が高い。

「そういうことか。では詩帆も私の家から向かったほうがいいか？」

「いや、多分そこは大丈夫だと思う。東條院さんは勇一がまず誰とデートに行くのかは、わかっていないと思う。それに、デートだということもまだわかってないかもしれない」

「そうなのか？」

「東條院さんは、『勇一には日曜日に私に言えない何かがある』と思っているはずだから、勇一と藤瀬が二人きりで会っているところを見て、そこで初めてデートだとわかると思う」

　多分、まだ勇一と藤瀬の二人がデートすることは知られていないはずだ。

　だけど当日は確実に、邪魔をしに来るとは思うが。

「むっ？　ではデートの場所は、知られていないのか？」

「ああ、そうだな、多分知られてない」

「では東條院に重本を追跡されないなら、それで終わりじゃないか？　さすがに東條院も、デートの場所まではわからないだろう」

「……あっ、確かに」

　原作では追跡されたからデートだとバレて、そのまま跡をつけられて邪魔をされた。

　だけど今回の場合、東條院さんは二人がどこに行くかを知らないのだ。

　東條院さんに見つからずに勇一をデートの場所まで送り出せば、その時点で勝ちが決定か。

「ふむ、なら特に私がやることはないみたいだな」

「そうかもしれない。ごめんな、放課後の時間をもらったのに」

「詩帆のデートが台無しにならずに済むのならば、これくらいお安い御用だ」

　めちゃくちゃカッコいいな。

　男前すぎてイケメン、惚ほれるわ。あっ、もう惚れてた。

「やっぱり聖ちゃんは優しいな」

「っ、べ、別に、このくらい普通だ」

「ははっ、さすが聖ちゃん」

　俺が褒めるとすぐに顔を赤くしてしまった聖ちゃん。

　多分あまり褒められ慣れてないのだろう。

　いつまでもそのままでいてほしい、めちゃくちゃ可愛いから。




　そして俺と聖ちゃんはその後、雑談をしてカフェを出た。

　軽く雑談といったが、だいたい三十分ほどカフェで二人きりで話していただろうか。

　死ぬほど幸せな時間だった……最高かよ。

　学校のことや、勇一や藤瀬の話など、話題は特に尽きることはなかった。

　カフェを出てまた二人で話しながら歩いていた。

「えっ、聖ちゃんってお兄さんがいるんだ」

「ああ、一人いるな。もう社会人で一人暮らしをしているから、家にはもういないが」

　初めて知った。これも原作では出ていない情報だ。

　どうなんだろう、原作でも聖ちゃんには兄がいたのかな？

　あー、だけどそういえばそうか。

「だから少年漫画とかアニメが好きだったのか……」

「っ!?　な、なぜお前がそれを知ってる!?」

「えっ、あっ……」

　そうだ、この話は久村司に言ってないよな。

　原作では聖ちゃんが藤瀬のために勇一のことを調べていて、二人が仲良くなっていく過程で、そんな話が出てくるのだ。

「その、勇一から聞いて、な」

「あ、あいつ、内緒にしろと言ったのに……！」

　ごめん、勇一。

　あいつからは何も聞いてないが、漫画の情報で知ったなんて口が裂けても言えないだろう。

「別に恥ずかしいことじゃないだろ？　ほら、俺も少年漫画好きだし」

「そ、そうか？　私みたいな女が少年漫画が好きなんて、似合わないだろ」

「別に漫画の趣味に似合う似合わないは関係ないだろ」

　本当にマジでそれは思う。

　俺は少女漫画はあまり読まないが、男でも少女漫画を読む奴はたくさんいると思うし、それがキモいなんて全く思わない。

　人にはそれぞれ趣味があるからな。

「それに、俺は聖ちゃんと少年漫画の話が出来るなら、すごく嬉うれしいよ」

「っ、そ、そうか……それなら、よかった」

　恥ずかしそうに頬を赤らめて、そっぽを向く聖ちゃん。

　似合う似合わないの話じゃないが、そういうのを少し気にしている聖ちゃんが可愛くて頬が緩んでしまう。

「なっ、お前、笑ってるだろ！」

「ははっ、ごめんごめん。だけど似合わないから笑ってるんじゃなくて、聖ちゃんのこと可愛いなぁ、と思ったから笑っちゃっただけ」

「くっ、それも私をからかってる意味では同じことだ！」

　聖ちゃんの反応に、思わず口角が上がってしまう。

　やっぱり聖ちゃんと話すのは楽しいなぁ。

「あっ……」

「ん？　どうしたの？」

　聖ちゃんがいきなり何かを思い出したように声を上げた。

「い、いや、なんでもない」

「いや、なんでもないような声じゃなかったでしょ」

「……その、私が読んでる漫画の新刊が、今日発売日だと思ってな」

「……ふふっ」

「わ、笑うなと言っているだろ！」

　いや、今のはズルい、笑わせにきていた。

　気にするのが可愛くて面白いと思っていたのに、連続してそういう態度を取った聖ちゃんが可愛くて悪い。

「ごめんごめん。それで、なんていう漫画なの？」

「ったく……『転生したらゴブリンだった件について』という漫画だ」

「なんて？」

　なんかすげえタイトルが聞こえてきた。

「知らないのか？　アニメ化も決まっている漫画だが」

「うーん、聞いたことある気がするし、ない気もする」

　時々忘れてしまうけど、この世界は『おじょじゃま』という漫画の世界だ。

　俺が元々いた世界とは違うので、人気の漫画も全く違うのかもしれない。

「他に聖ちゃんが読んでる漫画はどういうの？　有名なやつとかある？」

「そうだな、他には……」

　聖ちゃんにいろいろと他の漫画のタイトルを挙げてもらったけど、全部聞いたことない漫画だった。

　いや、なんか聞き覚えがあるようなタイトルが多い気がしたけど、内容を聞いたら全く違うものがほとんどだ。

「久村、本当に漫画好きなのか？　結構有名なタイトルをいくつも挙げたつもりだが」

「うーん、俺はマイナーな漫画ばっかり読んでたかも」

　多分、俺が読んでた漫画はこの世界にないのかもしれない。

　もちろん、俺が一番大好きだった漫画、『おじょじゃま』はないだろう。

　そこまで多く読んでいたわけではないが、続きを読みたかった漫画はいろいろとあったので、それは少し残念だ。

　だけど嘆いていても仕方ないので、また新しい漫画を読み始めるか。

「あっ、聖ちゃん、これから本屋に行かない？　新刊買いたいんでしょ？」

「そうだが、久村も来るのか？」

「えっ、ダメ？　聖ちゃんが好きな漫画を俺も買いたいんだけど……」

「いや、私は大丈夫だが、久村の趣味に合うかはわからないぞ」

「多分大丈夫だよ、俺はだいたい楽しく読めると思うから。それに聖ちゃんと本屋デートするのは絶対に楽しいしね」

「っ……そ、そうか、わかった」

　聖ちゃんは俺がそういうことを言うのに少し慣れたのか、反応が薄かった。

　だけど横を歩く聖ちゃんの髪から少し出ている耳は、真っ赤になっていて可愛かった。




　そして俺と聖ちゃんは学校の帰り道にある書店に向かった。

　結構大きな書店で、漫画はもちろん、いろんな小説や雑誌、教材の本などもたくさんあるところだ。

「こっちだ」

「えっ？　なに？」

　聖ちゃんが小さな声で何か言ったけど、聞こえなかった。

　書店はとても静かなところなので、うるさく他のお客に迷惑をかけないように、聖ちゃんは声を落としていた。

　聖ちゃんの声が聞こえるように、ちょっと耳を傾けて顔を近づけた。

「っ……ま、漫画があるのは、三階だ」

　聖ちゃんは少し恥ずかしそうに俺の耳元に近づき、コソコソ話をするように口に手を当てて、囁ささやき声でそう言った。

「りょ、了解」

　聖ちゃんのいつもよりもか細い声と、近づいた綺き麗れいな顔にドキッとしながら、俺も小さな声で返事をした。

　ちょっとドギマギしながら、俺と聖ちゃんは三階へと向かう。

　三階は漫画だけのコーナーがあって、そこで俺達は本棚を見ていく。

「……あった、久村、これが『転ゴブ』だ」

「てんごぶ？　……ああ、略した名前ね」

　なんか語ご呂ろが良いような悪いような……。

「じゃあ俺も全巻買おうかな」

「大丈夫か？　十巻はあるが……」

　十巻だから約五千円……高校生にはなかなか痛い出費だな。

「聖ちゃんと一緒に漫画の話もしたいからね」

「そ、そうか、それならいいが」

「他に聖ちゃんがオススメの漫画とかある？」

「そうだな……」

　その後、三作品ほど教えてもらい、作品名を記憶する。

　今はお金ないけど、あとで全部買っておかないと……。

「久村、全部買うつもりか？」

「もちろん。聖ちゃんにオススメされたからには、絶対読むよ」

　前の世界ではバイトをして、稼いだお金をほとんど全部聖ちゃんのグッズとかにつぎ込んでいたのだ。

　この世界ではまだバイトをしていないが、また始めればいいだけだ。

　俺のお金の使い道は、前の世界からずっとほとんどが聖ちゃんのためとなっているな。

　推しのため、つまりこれは生きるために使うお金だ。

　これ以上ない幸せなお金の使い方だ、異論は認めん。

「久村、そんなに読みたいなら、私の漫画を貸そうか？」

「えっ、マジで？」

　聖ちゃんから借りるという選択肢は、俺にはなかった。

「借りていいの？」

「ああ、私がオススメしたんだから、貸すのくらいは問題ない。『転ゴブ』も貸すぞ」

「本当に？　俺としてはすごくありがたいけど」

「じゃあまた今度、学校に持っていく。それと……」

「それと？」

　聖ちゃんはちょっと目線を逸そらし、小さな声で続ける。

「今まで漫画の話を誰かとしたことはなかったから……久村と出来たら、私も嬉しい」

「っ……くっ、危ない」

「な、何がだ？」

「聖ちゃんが可愛すぎて、叫びそうになってた」

「なっ……は、恥ずかしいから、絶対にするなよ」

「聖ちゃんを可愛いと思う気持ちに恥ずかしさはないけど」

「そ、そういうことじゃない！」

　最後の聖ちゃんの声がちょっと大きくなり、少しだけ注目を浴びてしまった。




　その後、また軽く漫画コーナーを見て回りながら、聖ちゃんにオススメの本を紹介してもらっていたのだが……。

「……」

　聖ちゃんが本棚の前で少し立ち止まり、そこの本棚の本を眺めている……と思いきや、目線はチラチラと別のところを見ていた。

　聖ちゃんがチラチラと見ている方向を俺も見ると、そこは……少女漫画コーナーだった。

　ん？　もしかして聖ちゃん、少女漫画のコーナーに行きたいのかな？

　俺がいるから遠慮してるとか？

「聖ちゃん、あっち行く？」

　俺が少女漫画コーナーの方を指差してそう言うと、聖ちゃんは目を丸くして驚く。

「えっ……ひ、久村は、少女漫画にも興味あるのか？」

「ん？　あ、いや……」

　聖ちゃんが明らかに少女漫画コーナーを気にしてるから、行きたいんじゃないの？

　と、聞こうと思ったその時……俺は、思い出した。

　聖ちゃんは少年漫画をずっと読んでたけど、少女漫画はほとんど読んだことがないということを！

　これも俺の原作知識で、本編には描かれなかった、おまけ漫画の話だったはず。

　単行本を買うと読める書き下ろし短編の漫画で、聖ちゃんが少女漫画を隠れて買いに行く、みたいな話があった。

　少年漫画を読むことも隠している聖ちゃんだが、少女漫画は自分に似合っていないと思っていて読んでこなかった。

　だけどやっぱり気になって、聖ちゃんはいつもとちょっと違う格好をして、知り合いに会わないようにして少女漫画を買いに行った、というおまけ漫画。

　あのおまけ漫画、聖ちゃんは知り合いに絶対にバレないように、スカートを穿はいていて……めちゃくちゃ可愛かった。

　そうだ、だから聖ちゃんは少女漫画コーナーに行きたいけど、自分からは行きたいと言うのを躊躇ためらってるのか。

「ど、どうなんだ？　好きなのか？　もしかして、少女漫画コーナーも見に行きたいか？」

　よく見ると……いや、よく見なくても、聖ちゃんはソワソワしていて、いかにも「行くなら仕方なく私も付き合ってやろう」みたいな雰囲気だ。

　それなら、俺がやることは一つだ。

「そうなんだ。だからちょっと付き合ってもらってもいい？」

「そ、そうか！　それなら仕方ないな！」

　聖ちゃんは水を得た魚のように、生き生きしながら少女漫画コーナーの方へ歩き出した。

　これでバレてないつもりなのかな？

　いや、まあ指摘するつもりはないけど……可愛すぎて困る。

　聖ちゃんはさっきよりも少し早足で少女漫画コーナーへと向かい、本棚を眺めていく。

　心なしか、さっきよりも目がキラキラしている気がする。

「そ、それで、久村はどういう少女漫画が好きなんだ？」

「えっと……」

　そう言われたが、俺も聖ちゃんと同様に、少女漫画はほとんど読んだことがない。

　どうしよう……確か前に有名な少女漫画がアニメ化してて、それを軽く見た覚えがある。

「ファンタジー要素があるものなんだけど、確か婚約破棄から始まる恋愛、みたいな感じだった気がするな」

「ああ、最近はそういうのが増えているな！　ただやっぱり王道の少女漫画もいいと思うから、こういうのもいいんじゃないか？」

　聖ちゃんは平積みされていた漫画を手に取り、俺に見せてくれる。

「この漫画も最初に恋人にふられてから始まる幼おさな馴な染じみとのラブコメで、アニメ化はまだ発表はないが水面下では動いているんじゃないか、と噂されている人気作だ」

「そうなんだ。聖ちゃんは読んだことあるの？」

「わ、私は読んだことないな。別にその、私は少女漫画にそこまで興味はないから」

　聖ちゃんはそう言うが、興味なかったらそこまで読んだこともない少女漫画の内容を、ペラペラと喋しやべることは出来ないだろう。

　本当は気になってるけど読んでない、という感じか。

「じゃあ俺、買おうかな」

　まだ五巻しか出てないみたいだし、買いやすい。

「……そ、そうか。うん、いいんじゃないか」

　聖ちゃんはとても気になっているようだが、やはり買うことはしないみたいだ。

　まあ俺がいる前で買うことが出来るのであれば、原作のおまけ漫画みたいに隠れて買いに行くこともないよな。

　よし、それなら……。

「聖ちゃん、貸し合いしない？」

「貸し合い？」

「うん、俺も聖ちゃんから漫画を借りるからさ、そのお返しとして、この少女漫画を貸すってこと」

「っ！　い、いいのか？」

「もちろん。聖ちゃんは少女漫画でいい？　違う漫画も貸せるけど」

「い、いや、少女漫画でいいぞ！　私もその、あまり興味はなかったが、やはり食わず嫌いはいけないからな、うん」

「そっか、それならよかった」

　これで聖ちゃんは気になっていた少女漫画を読めるし、俺はお礼として漫画を貸すことが出来る、まさに一石二鳥だ。

　ということで、俺と聖ちゃんは漫画の貸し借りをするという約束が出来た。

　さらに仲良くなれそうだし、聖ちゃんも少女漫画が読めて嬉うれしそうだし、本屋に寄ってよかった。




　　　　◇　◇　◇




　本屋で「転ゴブ」をレジに持っていく時、聖はハッとした。

（もしかして……私が少女漫画を読みたいということを、久村に見抜かれていた？）

　さっきまでは「ずっと気になっていた少女漫画が読める」と思って浮かれていたが、久村と一いつ旦たん別れてレジに来て、冷静になった。

　久村と一緒に漫画を見て回っていて、少女漫画コーナーのところで聖は思わず立ち止まってしまっていた。

　いつもこの書店に来る聖だが、その度に少女漫画コーナーの手前でドキドキするのだ。

　そのコーナーに入って少女漫画を物色しようか、しまいか。

　いつも散々迷った挙げ句、「自分には似合わない」と思ってやめてしまうのだ。

　だから今日も癖で少女漫画コーナーの前で立ち止まってしまっていた。

　しかし久村が少女漫画を読みたいというので、一緒に入って……最終的に聖が今一番気になっている少女漫画を買い、自分にも貸してくれると言ってくれた。

　今になって、聖はようやく気づいた。

（もしかして、私のために……少女漫画を買ってくれたのか？）

　さっきまでの行動を思い出してみると、久村は少女漫画を見たいと言っていたが、少年漫画を見ていた時よりも、乗り気じゃなかった気がする。

　少年漫画を見ていた時は、「こんなシリーズもあるのか」と国民的な人気の冒険漫画すら知らないような様子で、いろんな漫画に興味を示していた。

　だが少女漫画のところでは、自分がオススメした少女漫画以外に、そこまで興味を示している様子もなかった。

（やはり、そうなのか……？）

　レジで会計をして、書店の出口に向かうと、久村が待っていた。

「あっ、おかえり、聖ちゃん」

「ん!?　た、ただいま……？」

「ふふっ、ビックリしすぎじゃない？」

「お、お前が変なことを言うからだろ！」

「友達がトイレから教室に戻ってきたら言う感じだよ」

　そう言って笑う久村に、聖も思わずつられて笑ってしまう。

（多分久村は気づいていたんだろうな。私が少女漫画を読みたいと思っていたことを）

　自分を気遣って、気づいていないフリをしてくれたのだろう。

（なんとも不器用で……優しいやつだな、久村は）

　心の中でそう思い、無意識に口角が上がる。

「新刊も買ったし、そろそろ帰るか。もう日も沈み始めてきたようだな」

「うん、聖ちゃんみたいな可愛い子を、あんまり夜遅く歩かせちゃいけないからね」
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「かわっ……!?」

　不意打ちを食らったようで、少し顔を赤くしてしまう。

　告白をされる前は、久村が聖に対して「可愛い」とか言ったことは一度もなかった。

　しかし今日もカフェで話している間、そしてカフェから出て書店に行った時も、何回かそういうワードが久村の口から出ていた。

　その度に異性から言われ慣れてない聖は、恥ずかしい思いをしていた。

（なのにこいつは、何回も何回も言ってきて……もしかしてこいつは、女性にそういうことを言うのは慣れているのか？）

　そんな考えを持ち始めると、何やら心の中でモヤモヤが広がる。

　久村がそういうことを色んな女性に言っているとはあまり思えないが、一度考え出すと止まらない。

「ん？　どうしたの、聖ちゃん」

　話している途中に少し黙り込んでしまったようで、久村が問いかけてきた。

「いや、その……お、お前は……いや、なんでもない！」

「なになに？　気になるんだけど」

　自分以外の女性にも、可愛いと言っているのか？

（なんて聞けるわけがない……！　だが……！）

　そう思って聞くのをためらったが、この心のモヤモヤは聞かないと消せない気がするので、勇気を持って問いかける。

「お、お前は……よく私のことを、可愛いと言ったりするが……」

「まあ、そうだね、可愛いし。あっ、もちろん可愛いだけじゃなくて綺き麗れいとも思ってるよ」

「っ……ほ、他の女性にも言ってるんじゃないか。とても言い慣れているようだからな」

「えっ？」

　そんなことを言われるとは思っていなかったのか、久村は目を見開いて驚いていた。

　しかしすぐに答える。

「言ったことないよ、本当に。聖ちゃんだけにしか俺は言ってない……あっ、悪い、違うわ、言ってる奴いた」

「っ……ほ、ほら、いるのではないか」

　最初の「聖ちゃんだけ」で嬉しくなったのも束の間、すぐに否定されてしまった。

　やはり久村は他の女性にもそういうことを言う奴だった。

（いや、別にそういう女性を褒める言葉を言える奴というのは、いいではないか。別に私だけじゃないとしても……）

「妹にも言ってたわ。今日の朝とか」

「はっ？　妹がいるのか？」

「ん？　あー、そうだね。まだ知らなかったか」

「お前から聞いてないのだから、知らないに決まっているだろ」

「そりゃそうだよね。凛恵っていう妹がいるんだが、凛恵に可愛いとは言うかな。だけどそれ以外には言ってないよ」

「そ、そうか……」

　妹だったらいいのか……と思ったが、逆に違う心配をしだした。

「久村は、シスコンなのか？」

「なんでそうなる。違う、俺はシスコンじゃない」

「じゃあ、妹が彼氏を家に連れてきたらどうする？」

「うーん、どうだろ。凛恵に彼氏……あいつと付き合うのはサブヒロインだから無理だと思うし……」

「そんなに悩むなら、シスコンではないのか？」

「いや、妹に彼氏が出来るか心配になっただけで、あいつが好きになった彼氏なら別にいいんじゃないか」

「そうか。それならまあシスコンではないのか」

「じゃあ逆に、聖ちゃんは兄が一人いるって言ってたけど、どうなの？　ブラコンだったりする？」

「いや、私は違うが、あっちは少しシスコン気味だったかもしれないな。歳が離れているからこそ、小学校や中学校では可愛がってくれていた」

「そ、そっか、じゃあ聖ちゃんが彼氏を作ってお兄さんに紹介したら……」

「反対されるかもな」

「マジか……それは大変そうだ」

　久村が少し引きつった顔でそう言った。

　それを見て聖は、久村が自分の兄のことを面倒に思って自分と付き合う気がなくなったのかと思ってしまった。

「い、いや、もちろん私がちゃんと好きで付き合っているのであれば、認めてくれる兄ではあると思うぞ」

「んっ？　そうなんだ。えっ、てか今の、俺と付き合って紹介する設定で喋しやべってた？」

「っ!?　い、いや違う！　ま、まだそんな話はしてない！」

「そ、そっか、わかった」

　聖の言葉でまた気まずくなってしまった二人の空気。

（くっ、余計なことを言ってしまったか……しかし、久村も兄妹きようだいがいたのだな。妹か……どんな子なのだろう）

　先程は久村が自分の兄と会う時のことを考えてしまったが、逆もあるはずだ。

　いつか久村から妹を紹介された時、しっかり挨あい拶さつを考えなければいけない。

　付き合うのであれば、家族の人とも仲良くならないと……。

（って違う！　だからなぜ私は付き合うことを前提に……！）

　また顔が赤くなり、妄想を振り払うように頭を振る。

「ど、どうした、聖ちゃん」

「い、いや、なんでもない」

　そんなことをしていると、分かれ道にきてしまった。

「じゃあ聖ちゃん、日曜日のデートについて、また何かあったらＲＩＮＥする」

「ああ、そうだな。ＲＩＮＥといえば、昨日はその、なぜ返事をしなかったのだ？」

「えっ？　あっ、ごめん、聖ちゃんのＲＩＮＥ見てから寝落ちしちゃったんだ」

「そ、そうか、それならいいが……」

　昨日の夜、心配だったことが聞けてスッキリした。

「本当ごめん、今度から気をつける、というか絶対に返事する」

「いや、大丈夫だ。しかしやはり詩帆が言ってた通り、寝落ちをしていたのか」

「申し訳ない……ん？　藤瀬が言ってた通り？　どういうこと？　俺と聖ちゃんがＲＩＮＥしてたこと知ってるの？」

「あっ……」

　そこで二人はまた少し立ち止まり、久村が聖に向かって帰り間際に告白をしていたのを、詩帆が聞いていたことを伝える。

「マジか……えっ、じゃあ今日、なんかちょっと藤瀬に見られているな、と思ったのはそういうことか」

「す、すまない、詩帆はあの時の最後のほうしか聞いていなかったようだが、勘違いした私がほとんど喋ってしまった」

「は、恥ずっ……！」

「も、もちろん私も詩帆も、他の人に言い触らすつもりはないから、安心してくれ」

「そ、それはわかってるけど……！」

（というか私はもう絶対に、他の人になんてあんな恥ずかしいことは話せない……！）

　最後に二人とも恥ずかしい思いをしながら、それぞれ帰路についた。







[image: 第３章　デートの監視デート？]

　はぁ、金曜日の放課後はめちゃくちゃ楽しかったなぁ。

　カフェで話したのはすごく楽しかったし、本屋に一緒に行ったのも最高だった。

　まあ帰り道はちょっとお互いに恥ずかしい思いをしたが……それでも最高に楽しかった。

　というか今思うと、あれはほぼ放課後デートだろ。

　そんなことを考えていると、家の玄関のチャイムが鳴った。

　そう、今日は土曜日の夜、つまり勇ゆう一いちが俺の家に来る日だ。

　正確に言うと明日あしたのデートを東とう條じよう院いんさんに邪魔されないように、俺の家へ避難しに来た。

　これで明日の朝、東條院に勇一は監視されずにデート場所へと行ける、ということだ。

　我ながらナイスな作戦である。

　まあこの作戦の良さに気づいたのは、聖せいちゃんだけど。さすが聖ちゃんだ。

　玄関のドアを開け、勇一を迎え入れる。

「よっ、ようこそ我が家へ」

「おう……」

「まあまだ両親が帰ってないから、気楽に上がってくれ」

「わかった……」

「……なんだ、元気ねえな。どうしたんだよ」

　いつも明るい勇一だが、何やら元気がない。

「なんだ、今日のバスケの練習試合で負けでもしたか？」

「いや、それは勝ったが……聞いてくれ、非常事態だ」

「……聞きたくないなぁ、マジで。それ、明日のデートに関わること？」

「明日のデートにしか関わらないことだ」

「なおさら最悪だよ。絶対にお前、東條院さん関連だろ」

「そうだ……歌か織おりに、今日お前の家に泊まりに行くことがバレた」

「最悪の中でも最悪なことだな、ほんと」

　はい、作戦が全部パーになりました。本当に何やってんだよ……。

「はぁ、なんでバレたん？」

「普通にお前の家に行こうとしてさっき家を出たんだが……目の前に、リムジンがあった」

「ほう……で、今俺の家の前に停まっているリムジンは？」

「もちろん、歌織に送ってもらった」

「お前マジで終わってんな」

　なんで俺の家に内密に来るはずだったのに、その内密にしないといけない相手のリムジンに乗ってここまで来てんだよ。

「ご機嫌よう、久ひさ村むらくん」

「ご、ごきげんよー、東條院さん」

　外はもう夜なので暗く、街灯と俺の家の玄関の明かりだけが外を照らしている。

　そんな淡い光の中でも、東條院さんの美しい金髪は光を放っているのではないかというくらいに輝いている。

　いや、マジでなんで輝いてるんだ？　漫画的な演出のためか？

　一応ここは漫画の世界だから、ありえるな。

「今日は勇一とお泊まりなのね。とても楽しそうで羨うらやましいわ。私も交ざりたいくらい」

「い、いやー、男二人のところに、東條院さんみたいな女の子が来るのは、結構アレだぜ」

「ああ、そうだな。歌織、だからマジで帰ってくれよ」

　言い方がきついぞ、お前。

　相手は幼おさな馴な染じみだとしても、世界一と言っても過言ではない企業の令嬢さんだぞ。

「あら、酷ひどいわ勇一。せっかく私がこんな夜中にリムジンで送ってあげたのに、そんなことを言うなんて」

「ま、まあそれは助かったが……これから男同士、熱い話があるんだよ。なあ、司つかさ」

「ん？　ああ、そうだな。いつも勇一が見てるアダルトビデオを一緒に見ようって誘ってくれたからな」

「ちょっと待て!?　そんなこと一言も言ってないからな！」

　うん、言われてないな。

「ひ、酷いわ勇一！　せっかく私が勇一のためだけに撮った私の写真集を、ベッドの下に潜り込ませたのに！」

「あれお前がやったのか!?　姉貴に見つかって、危うく家族会議だったわ！」

　うわー、あれね、原作で読んでいたからわかるけど、すごいことやるよなぁ。

　アダルトビデオの代わりにおいたやつだから、なかなか過激な写真集だったからね。

「勇一もその写真集を見つけて捨てるの迷ってベッドの下に保管してたら、お姉さんに見つかって大変だったみたいだな」

「なんでお前がそれを知ってんだ!?　それ誰にも言ってないはずなんだけど!?　墓場まで持っていく予定だったんだけど!?」

　あっ、やべ、つい原作知識を出しちった。

「まあ、そうなの勇一？　私もやりすぎたと思って恥ずかしかったけど、勇一が気に入ったのならもう一回写真集を作ろうかしら」

「いらないからな！　マジで！」

「次はヌード写真集のつもりだったけど、本当にいらない？」

「…………いらねえよ！」

「今めちゃくちゃ悩んだだろお前」

　まあそれは男として悩むのはわかる。

　高校生とは思えないほどのボンキュッボンな身体を持っている東條院さんにそう言われたら、誰でも迷うに決まっている。

　東條院さんの写真集をじっくり見てしまうのも、男としてわかるよ。

「残念、まあ私のヌードは……いつかベッドの上で、ね？」

「くっ……た、耐えた……鼻血が出るのを……」

「あー、俺は聞いてませんー」

　両耳を何度も叩たたく仕草をしながら、俺は聞いてないアピールをしておいた。

　しかしマジでこんなエッチな幼馴染がいたら、人生薔ば薇ら色いろだよなぁ。

　さらには引くほどの大金持ち、薔薇色だけじゃなく金色の人生でもあるということだ。

　まあそれらにつられない勇一の精神力もなかなかだが。

　俺が勇一の立場だったら確実に流されてしまうなぁ。

　だが今の俺には、俺の一生の推しである聖ちゃんがいるからな。

　聖ちゃんが今の東條院さんみたいなことを言ってきたとしたら……。




『わ、私のヌード写真集……いるか？　い、いるなら頑張るが……』




「ブハッ!?」

「お前が鼻血吹くのかよ!?」

　想像だけで鼻血を吹き出してしまった。しかも結構な勢いで。

　と、というか、人生で初めてエロい妄想をして、鼻血を吹き出したぞ……。

　さすが漫画の世界、まさかこんなことが出来るなんて。

「あら、久村くん、貴方あなたには私のヌード写真なんて見せるつもりはないわよ？　その後に目玉をくり貫ぬく覚悟があるのであれば、一秒くらいは見せてあげても……やっぱり嫌ね」

「別に見たいだなんて思わないけど、そこまでしても見れないのか」

「当然よ、だって私よ」

「そりゃそうだ」

　あの東條院グループの令嬢のヌード写真なんて、それこそ数億出してでも買いたいという富豪の人はいるだろう。

　それを勇一は「欲しい」というだけで貰もらえるのか……すげえな、それ。

「と、とにかくヌード写真集は……いらない！　それと早くお前も帰れ！　夜遅くなったら、親御さんが心配するだろ！」

　っ、勇一、それは……。

「……ええ、そうね。わかった、そろそろ帰るわ」

　東條院さんはそう返事をしたが……先程よりもどう見ても、何か落ち込んでいるようだ。

　さっきまでは自信満々な笑みで美しかったのに、今はどこか儚はかない笑みを纏まとっている。

　勇一も幼馴染だからか、すぐにそれに気づいた。

「歌織、どうした？」

「いえ、なんでもないわ。そろそろ私は帰るわね」
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「あ、ああ……気をつけて帰れよ」

「ふふっ、リムジンで来たから、運転手の方が気をつけてくれれば問題ないわね」

　そう言って東條院さんはリムジンに乗り込み、帰ってしまった。

「なんだ？　俺、何か悪いこと言ったか？」

　さすがにあれだけあからさまに落ち込んでいれば、鈍感主人公の勇一でもわかるか。

「……さあ、特に何も変なことは言ってなかったけどな」

　俺には、理由がわかる。もちろん原作知識のお陰だが。

　東條院歌織は、親と仲良くない。

　母親は彼女を産んだ時に亡くなってしまい、彼女の親は父親だけだ。

　その父親も東條院グループの社長だから、娘に関わっている時間はほとんどない。

　一ヶ月に一度、二人で豪華なレストランで食事をするくらいだ。

　その食事会もとても堅苦しいもので、近況報告をするだけの食事会みたいになってる。

　親子のような会話は一切なく、とても高級な料理を食べているはずなのに、東條院さんはいつもほとんど味を感じないくらい毎回緊張しているようだ。

　東條院歌織は、愛に飢えている。

　子供の頃から親の愛を知らずに育ってきたから、それは当然のことだろう。

　その愛をくれるのが重しげ本もと勇一だと彼女は思っていて、勇一に依存するように執着し、周りに女を近づかせないようにしているのだ。

　だから東條院さんが家に帰っても……親御さんはいない。

　自分には帰りを心配してくれる親はいない、彼女はそう思っているのだ。

　さっきの勇一の言葉でそれを思い出してしまい、落ち込んでしまったのだろう。

　小学校から一緒である勇一ですらそれを知らない、というか勇一にすらそのことを隠している東條院さん。

　まだこの時期は、勇一はそれを知らないのか。

　一瞬だけ、それを教えようか迷ったが……ここで教えるべきではないと判断した。

　まあ普通に俺がそのことを勇一に教えたとしたら、「なんでお前がそんなこと知ってるんだ」ってなるしな。

　この話は後々『おじょじゃま』での物語にすごく絡んでくる話だから……俺はそれを邪魔したくない。

　俺的に、めちゃくちゃ感動したストーリーがあるのだ。

　それを邪魔したくないし、『おじょじゃま』のファンとしてそこは見たいという気持ちだ。

「とりあえずうちの家入れよ。ずっと玄関開きっぱなしだと虫が入るから」

「あ、ああ、お邪魔します」

「チッ、虫が入ってきた」

「おい、俺は虫じゃねえぞ」

　とりあえず、東條院さんの親の話は置いておこう。

　これからしないといけないのは……明日あしたの勇一と藤ふじ瀬せのデートのことだ。




　　　　◇　◇　◇




　東條院歌織はリムジンに入り、背もたれに身体を預ける。

「……爺じいや、出発して」

　運転席にいる爺やが「かしこまりました」と言ってから、静かにリムジンが動きだした。

　歌織は肘ひじをつきながら、無表情で窓の外の景色を見つめている。

　東條院歌織は、自他共に認めるお嬢様だ。

　一般人じゃ考えられないほどの豪邸に住み、メイドや執事に囲まれお世話をされている。

　容姿もとても可愛く美しく、頭の出来もよく、運動神経も抜群だった。

　生まれた瞬間から神にほぼ全てのものを与えられた人間、それが東條院歌織。

　だがしかし……神は彼女から、母親を奪った。

　生まれた時に母親が亡くなり、彼女は母親の顔を全く見ずに育った。

　もちろん写真や映像などが残ってはいたが、歌織が物心がつく前に亡くなったので、母親のことは何も覚えていない。

　そこまで寂しい思いをした覚えはない。執事やメイドの人達がとても優しく接し、母親代わりをしてくれた。

　だが……母親の優しさ、無償の愛を、彼女は知らない。

　執事やメイドの人達も優しくしてくれたが、それはあくまでも東條院家が雇っているお手伝いさんである。

　小学校の運動会で周りは家族で食べているのに対して、歌織は広いレジャーシートの上に一人で座り、メイドの人が作った豪華な弁当を執事の爺やが見守っている中食べていた。

　そんな時に──決まって一緒に食べてくれるのが、重本勇一だった。

『すっげー！　美味うまそうじゃん！　俺も食べてもいい!?』

『っ……え、ええ、もちろんいいわよ。感謝して食べなさい』

『ありがとう！　いただきます！』

　そんな彼のことが、大好きだった。

　勇一は何も特別なことはしていないと言うが、歌織にとってはとても愛を感じたのだ。

　歌織は、恵まれていると自負している。

　母親がいないだけで、それ以外のことはほぼ全て手に入れている。

　だが父親との関係がうまくいってないのが、彼女が一番悩んでいる部分なのだ。

　別に仲が悪いわけじゃない。

　いや……むしろ、仲が悪い方がよかったのかもしれない。

　一ヶ月に一度、父親と食事をする機会がある。

　東條院グループ社長の父親と、二人きりで高級レストランで食事。

　歌織としては、これほど緊張する時間はないと思っている。

　父親とその時に話すのだが……父親らしいことを今までされたことが一度もない。

　無関心、その一言に尽きる。

　好きの反対は嫌いではなく、無関心である。

　歌織は自分の父親から好かれてもなく、嫌われてもいない。

　それが、歌織の心の奥底にあるコンプレックスだった。




　そんなことを考えていると、爺やから「着きました」という声がかけられた。

　歌織がぼーっと考えていたら、いつの間にかすでに家に着いていたようだ。

「ありがとう、爺や」

「お嬢様、明日はどうなさいますか？」

　明日、歌織が好きな勇一は、どうやら歌織に言えない何かをする予定らしい。

　それが友達の久村司と何かをする予定なら、歌織もそこまで深追いはしないのだが。

　歌織の勘が言うには、おそらく女関係のことだろう。

　だからいつも通り、邪魔をしないと。

　だって歌織は、勇一のことが好き……。

『夜遅くなったら、親御さんが心配するだろ！』

（私には、そんな親はいない……愛してくれる親は、いない）

　そんな自分、愛されていない自分が……本当に、他人を愛しているのだろうか。

　自分は本当に、勇一のことが好きなのだろうか。

「お嬢様？」

「っ……ごめんなさい、考えごとをしてて。そうね、明日も朝から見張ることになると思うわ。爺や、またお願いするわね」

「かしこまりました」

　歌織はそう言って車から出て、悩みを捨て去るように力強くドアを閉めた。




　　　　◇　◇　◇




　とりあえず勇一を家に上げてから、俺の部屋へと移動する。

　二階の俺の部屋に入ろうとしたところで、隣の部屋のドアが開き凛り恵えが出てきた。

「お兄ちゃん……そっちの人が、今日泊まりに来た人？」

　凛恵は俺の後ろにいる勇一を見てそう言った。

「そうだ。勇一、俺の可愛い自慢の妹、凛恵だ」

「……お兄ちゃん、そんなこと言わないでよ恥ずかしい」

「ははっ、仲良いな。どうも、司の友達の重本勇一です。よろしくね」

「どうも、凛恵です」

　勇一は人がよさそうな笑みを浮かべ、凛恵は少し人見知りが発動して、ちょっと目線を逸そらし気味に挨あい拶さつをした。

　……んっ？　ちょっと待てよ。

　あれ、原作ではもうちょっと後で、勇一と凛恵は会うはずだったんじゃね？

　そうだよ、まだこんな序盤で勇一と凛恵は会うはずじゃなかったんだ……！

　もっと後で二人は運命的な出会いを……まあそこまでではないが、違う出会い方をするはずだったのに！

　俺が勇一を家に呼んだばかりに、原作をまた変えてしまった……！

「ちょ、ちょっと待って、勇一、凛恵……お前ら、今日ここで会わなかったことにしない？」

「はっ？　意味わからんが」

「お兄ちゃん、何言ってるの？」

「だよなぁ……」

　もちろんそんなことが出来るはずもなく、もう時は戻らない。

　うわー、どうしよう。

　もういいのか？　俺がこの世界に来てる時点で、原作なんて変わってるもんな。

　特に久村司が聖ちゃんに告白する、なんてことはなかったし、おそらく原作がどれだけ続いても、そんな展開はなかっただろう。

　これからは、原作が変わってしまっても、しょうがないか。

　色々ともうすでに変わっているだろうし。

「じゃあ、まあいいや。思う存分、仲良くなれよ！」

「なんでお前が偉そうに。というかそんなこと言われたら、仲良くしづらいわ」

「……お兄ちゃん、バカじゃないの」

「俺の親友と妹が辛しん辣らつすぎて辛つらい。妹はいいが、親友の方はもう明日のデート、協力してやんねえからな」

「ごめんなさい、肩揉もみましょうか？」

「二時間コースで」

「長なげえよ、せめて三十分だろ」

「……私、リビング行っていい？」

　俺達がふざけたことを言っていたら、凛恵が冷めた目でこちらを見ながらそう言った。

「あ、ああ、もちろん」

「ごめんね、お邪魔します」

「……ごゆっくりどうぞ」

　凛恵はそう言って階段を下りてリビングへ行った。

　俺達は部屋へ入って、くつろぎながら話す。

「お前の妹の凛恵ちゃん、可愛いけどなんか無愛想だな」

「失礼な奴だな。俺の可愛い可愛い妹をバカにしやがって、ぶっ飛ばすぞ」

「怖こええよ。お前、シスコンかよ」

「違うが、お前には絶対に渡さんからな」

「シスコンじゃねえかよ」

　聖ちゃんにも言われたが、シスコンではない。

　というか本当に、ここで勇一と凛恵が出会ったら今後どうなるんだろう？

　凛恵はこれからどう勇一と絡んで、勇一に惚ほれて、サブヒロインの一人となるのか。

　もしかしたらこのまま別に好きにならずに、ヒロインになることはないのかもしれない。

　それならそれでいい。漫画を読んでいた頃は聖ちゃん一筋で聖ちゃんが幸せになればいいと思っていたが、今は凛恵も妹になって完全な身内だ。

　そんな可愛い妹が、失恋が確定している恋に落ちるのは可哀想だからな。

「とりあえず、明日のことだ。まさかお前が東條院さんと一緒にうちの家に来るとは、夢にも思わなかったよ」

「それはすまん。俺もまさか家の前にリムジンがあるなんて、夢にも思わなかったんだよ」

　そりゃ家の前にリムジンがあるなんて、普通だったらありえないからな。

「作戦は明日のデートに勇一は俺の家から行くから、東條院さんに追跡されずに済むというものだったが……俺の家から出発するのがバレたら、追跡される可能性が高くなったな」

「あいつも追跡までするか？　そこまでいったらストーカーだろ」

「お前、さっきの出来事思い出せよ。東條院さんがたまたまお前が出かける時に、リムジンでお前の家の前にいたって思うのか？」

「……そうだな。すでにあいつは、ストーカーの域だったわ」

　漫画のヒロインだからこそ許される……というよりは、東條院グループの令嬢だからこそ許される行為だな。

　それに勇一も面倒だとは思っても、心の底から嫌がっているわけじゃない。

　もちろん警察沙ざ汰たにするつもりなんて毛頭ないだろう。

「だからお前がデート場所に向かう時に追跡されるのは、ほぼ確定と言っていいだろう」

「マジか……それはまずいな。あいつに邪魔されたら、藤瀬に告白出来ねえ」

　そう、こいつも明日あしたのデートで藤瀬に告白をしようとしているのだ。

　そして藤瀬も明日のデートで、告白しようと思っている。

　もう完全に、お互いに両想いなのだ。はぁ、爆発すればいいのに。

　俺も聖ちゃんと早く両想いになりたい……なれるか知らんが。

「とりあえず、聖ちゃ……嶋しま田だに連絡するか」

「ん？　なんでだ？」

「お前がまたやらかして、東條院さんにデート場所まで追跡される可能性があるってことを伝えるためにだよ」

「すみません……」

　というかマジで、ほとんど全部こいつの不注意から始まってるんだよなぁ。

　リムジンが家の前にあった件については避けようがないが、学校の通学中に東條院さんにバレたのは完全にこいつのせいだ。

　……まあ、バレてもバレなくても、どうせ邪魔される運命だったんだけどな。

　とりあえず今回はその運命をぶち破ろう、というわけだ。

「よし、送信」

　聖ちゃんに勇一がやらかして、東條院さんにバレたことを伝えた。

　するとすぐに既読になって、数十秒後には返事が来た。

『何をやってるんだ、馬鹿者が』

「だってよ」

「すみません……」

　正座をして頭を下げる勇一。

　俺に向かってしたところで、聖ちゃんには全くその誠意は伝わらないが。

　まあ勇一が謝っている、ということだけは伝えておこう。

「とりあえずお前の土下座なんてどうでもいいが」

「俺のなけなしのプライドを、どうでもいいとは何事か」

「そんなプライドなんてさらにどうでもいいな。それよりも明日のデートのことだ」

「そうです、俺のなけなしのプライドなんてどうでもいいので、明日のデートについては考えないといけないです」

　本当にどうするか。

　俺としてはぶっちゃけ……もう邪魔されてもいいんじゃね？　と思えてきた。

　だって原作でも邪魔されてたし、もうこれ以上作戦を立てるのも難しい。

　あとはこのまま邪魔されずにデートをしてどちらかが告白をしたら、そのまま二人が付き合ってしまう。

　そうなるとこの『おじょじゃま』の漫画の展開が、もう全部パーになってしまう。

　勇一と藤瀬には悪いが、俺的には東條院さんにも幸せになって欲しい。

　このまま二人が付き合ってしまったら、東條院さんは救われないかもしれない。

　この後、あの子が救われる物語があるのだ。

　俺としては勇一が幸せになれるのであれば、藤瀬か東條院さんのどちらと付き合っても構わないのだ。

　幸せになれるのであれば、どちらでも構わないのだ。

　藤瀬がとても可愛らしくていい女の子なのも知っているし、東條院さんが勇一想いで素敵な女の子というのも知っている。

　だから俺としては、そこまで藤瀬にも東條院さんにも、肩入れしたくないのだ。

　勇一が二人をしっかりと知ってから、勇一なりの考えで選んで欲しい。

　だけど今のままじゃ、東條院さんが悪者で邪魔をしている感じになってしまっている。

　違うのだ、あの子にもあの子なりの考えがあって、邪魔をしているのだ。

　それをまだ、勇一は知らず、ただ恋人を作るのを邪魔してくる幼おさな馴な染じみとしか思ってない。

　このままだと勇一は東條院さんを全く見ることもなく、知ることもなく、藤瀬と付き合ってしまう。

　それは一読者として、一ファンとして、なんとか防ぎたい。

　勇一がしっかりと東條院さんのことを見てくれないと、話は始まらないのだ。

　だが……勇一がこんな真面目に藤瀬のことを想い、告白したいと考えているのを間近で見て、それを応援したいとも思っている。

　これは読者とかファンとかじゃなく、勇一の親友である俺の偽りない気持ちだ。

「とりあえず邪魔されない方法を考えてみるが、出来うる限りだな」

「ああ、それでいい。ありがとう」

　理想は……そうだな。

　俺達が色々と本気で対策を考えるが、それをなす術すべなく東條院さんに邪魔されるのが、一番いいかもしれない。

「嶋田とも色々相談して決めるか」

「そうだ、俺いいことを思いついたんだよ」

「ほう、勇一がいいことを思いつくとは珍しいな」

「ふっ、俺を舐なめすぎると……火傷やけどするぜ！」

「お前そんなに熱持ってるの？　舌が火傷するくらいだから、お前の体温百度くらい？」

「沸騰してねえよ。まあ聞けよ」

「聞こう」

「俺と藤瀬がデートしてるだろ。そこにお前も来るんだよ」

「俺が一人で？　なんで遊園地に男一人で行かないといけねえんだよ」

　勇一と藤瀬は明日、遊園地デートをしに行くのだ。

「だから、嶋田も一緒に来て、お前ら二人で──」

「採用」

「判断早くねっ!?」

　やべっ、俺と聖ちゃんが二人で遊園地に行くということだけで、採用って言っちゃった。

「まさか、お前……」

「っ……」

　さすがに鈍感な勇一でも、今の俺の反応でバレたか。

　まあしょうがない、親友のこいつだったら別に……。

「お前もあそこ行きたかったのか！　やっぱりそうだよな！　遊園地行きたいよな！」

「よかったよ、お前がアホで」

「アホじゃねえよ！　なんでだよ！　高校生が遊園地に行きたくてもいいだろ！」

　そこじゃないけどな、アホの部分は。

　別に高校生が遊園地に行くというのは普通だと思うし。

　まあこいつはこんな感じだから面白いんだよな。

「だけどなんで俺と嶋田がお前らのデートについていく、っていう話になるんだ？」

「お前ら二人が来て、俺と藤瀬の周りを見張って、歌織が邪魔しに来たらそれを阻止する！　という寸法だ！」

「すっげえ行き当たりばったりになりそうだな。それに俺と嶋田の負担がでかすぎるだろ」

「それはマジでごめん。だけどこれ以外にいい案が出てこないんだよ」

「……確かに」

　実際、デートの場所がバレてしまったら、東條院さんならどうにでも邪魔が出来るはず。

　ここでいくら作戦を立てても無駄な気がする。

　それなら俺や聖ちゃんが直接そのデートする場所に行って、周りを監視していた方がいいかもしれない。

　ただ本当に、俺と聖ちゃんの負担が大きいんだよなぁ。

「そんな面倒なことをお前、嶋田に頼むつもりなのか？」

「……ダ、ダメか？　嶋田もいい奴だから、やってくれると思ったんだけど」

「やってくれるとは思うが、さすがにそれは傲ごう慢まんすぎるだろ。『俺のデートを守るために、一日中警護してくれ』って」

「うぅ……そう言われると、そうだな……」

　勇一も親友の俺にならともかく、聖ちゃんにそこまで頼むのは無理のようだ。

　ただ他に作戦がないのも確かなんだよなぁ。

「んっ？　嶋田からＲＩＮＥが来た……マジか、あの子……」

「なんて来たんだ？」

「やっぱり嶋田は、いい子だなぁってことだ」

　俺が聖ちゃんからきたメッセージを、スマホを渡して見せる。

『阻止する方法を考えたのだが、やはり明日詩し帆ほと重本がデートする場所に行って、東條院が来たらそれを阻止する方法しか思いつかない。だから最悪、私が一人で詩帆と重本のデートを追跡することになるが……重本はいいだろうか？　と聞いてみてくれ』

「くっ……嶋田がいい人すぎて辛つらい……」

　勇一が俺のスマホを持ったまま、懺ざん悔げするように正座してスマホを上に掲げた。

　まあ今のメッセージを見れば、そんなことをしたくなる理由もわかる。

　まさか勇一が言った作戦を、聖ちゃんの方から提案してくれるとは。

　やはり聖ちゃんはとてもいい子で、友達想いの優しい子だ。

「はぁ、マジで嶋田は優しいな……ん？　えっ、あっ……！」

「どうした、てか早くスマホ返せよ」

「……ちょ、悪わりぃ。多分さっきの懺悔した時に指が画面に触れたっぽくて、お前と嶋田のトーク履歴を遡さかのぼっちまって……」

「……あっ」

　聖ちゃんと俺のトーク履歴、遡ったらすぐに昨日のトークが表示されるだろう。

　そして昨日ということは、俺が告白をした日で……。

「お前、嶋田のこと好きだったのか……？」

「……悪いかよ」

「いや、悪くねえけど……えっ、マジで？」

「マジだよ、ほら、スマホ返せよ」

　勇一は呆ぼう然ぜんとしながらスマホを俺に渡した。

「てか、えっ、もう告白してんの？」

「……ああ、ちょっと勢いでな」

「マジかよ！　えっ、ま、待って、急なことでちょっと頭の整理が出来ないわ」

　狼狽うろたえている勇一を見て、俺は一度大きくため息をつく。

　まさかこんな形でこいつにバレるとは……。

　まあいい機会だし、言っておくか。

「単純な話だろ。俺は実は嶋田のことが好きで、すでに告白をしたってことだ」

「マジかぁ……えっ、じゃあお前ら付き合ってるの？」

「いや……付き合ってないな」

「えっ、じゃあふられた？」

「いや、ふられてもない。まだ返事は保留中だ」

　まだ保留中だが……どうなんだろ、いつ返事をもらえるのか。

「マジかぁ……だけど保留中ってことは、多少は脈アリなんじゃね？　嶋田ってそういうの、脈なかったらすぐに断りそうだし」

「うーん、どうなんだろうな。前向きに考えればそうかもしれん」

「そうだって絶対。うわー、だけどまさか司が嶋田のこと好きだったなんてな……だけどお前ら絶対にお似合いだと思うぜ」

「ははっ、ありがとよ」

　こいつのことだから表裏なく、そう言ってくれてるんだろうなぁ。

　だけど聖ちゃんが原作で好きになったのはこいつで……くっ、主人公め。

「俺、ふられたらお前のこと嫌いになるわ」

「なんでだよ!?　俺関係ねえだろ！」

「冗談だよ」

　まあこれは本当に冗談だ、そんなんしたらただの逆恨みだからな。

　多少は恨むかもしれないけど、それでこいつを嫌いになることは絶対にない。

「だけど司はもう告白したのかぁ。なあ、俺も明日あした告白するから、教えてくれよ」

「何を？」

「告白の言葉というか、そういうの！」

「嫌に決まってんだろ、罰ゲームかよ」

「いいじゃん！　誰にも言わないから！　明日の参考にしたいんだよ！」

　勇一なら「付き合ってください」っていうだけで、藤瀬は了承してくれるはずだ。

　だから俺の言葉なんていらないと思うんだが……それを言えるわけもなく。

「はぁ、さすがに恥ずかしいから、大おお雑ざつ把ぱにな」

「おお！　さすが司！　太っ腹！」

「調子いいこと言いやがって……」

　ということで俺は勇一に、聖ちゃんに告白した時のことを軽く話してやった。

　恥ずかしいので詳細な状況は説明せず、俺がなんて言ったかを大雑把に伝えたくらいだ。

　勇一は明日の告白の参考にしたいのだから、聞きたいのはそこの部分だと思うしな。

　そして軽く話して、勇一の最初の感想としては……。

「プロポーズじゃん」

「はっ!?」

　俺が思っていた言葉とは、全然違うものだった。

「な、なんでプロポーズになるんだよ!?」

「いや、逆にプロポーズ以外の何があるんだよ。『好きだ、付き合ってください』までは普通の告白かもしれんけど、『絶対に幸せにする』はもうプロポーズだろ」

「くっ……！」

　た、確かに、言葉だけを聞くとプロポーズっぽいが……！

「け、結婚してください、までは言ってないからセーフだろ……！」

「うーん、ギリギリ……？」

　ああ、本当にギリギリだと思うが。

「えっ、というか司は、嶋田と結婚したいくらい好きなの？」

「聖ちゃんと結婚なんてしたら死ぬぞ、俺が」

「そんなに好きなのかよ!?」

　当たり前だろ、聖ちゃんだぞ。

　前の世界で学校以外の時間はバイトに費やして、聖ちゃんにつぎ込んでいたのだ。

　それだけ好きな聖ちゃんとまずこうやって同じ世界に入って同じ空気を吸えているだけで、もう幸せすぎるのに……。

　付き合って結婚までしたら、俺は死んでもいいくらい幸せ、とかじゃない。

　幸せすぎて死ぬ、死因は尊とうと死しだ。

「まさか司がそんなに嶋田のこと好きだったなんてな。聖ちゃんとか言ってるし」

「あっ、ミスった」

「いや、ＲＩＮＥのトーク履歴を見た時に、聖ちゃんって書いてあるからわかってたけどな」

　そういえば昨日の夜のトークの時はまだ夢の中テンションだったから、聖ちゃんって呼んでた気がするな。

　今みたいに時々、前の世界で呼んでいた名残で聖ちゃんと呼んでしまうことがあるが。

「あっ、てかＲＩＮＥといえば、まださっきのメッセージに返してねえ」

　聖ちゃんからのメッセージをこいつに見せたところで、返すのを忘れてしまっていた。

「そうだったな。というか嶋田は本当にデートの場所に来てくれるのか？　それなら本当にありがたいが……」

「そうだな、それをまず聞くか」

　えっと、送るメッセージは……。

『勇一はそれをやってくれるのならありがたいと言ってるけど、それだと聖ちゃんにすごく負担がかからないか？』

　よし、送信。

　するとすぐに既読がつき、数十秒後には返事がきた。

『詩帆のためだ、そのくらいなんてことない。だが詩帆には内緒にしてくれ、詩帆には東條院が邪魔しに来る可能性があるということは伝えていないからな。せっかくのデートなのに、余計な心配をさせたくない』

「いい子……！　大好きだ……！」

「お前、もう嶋田への気持ちを隠さなくなったな」

　なんか勇一が言っているが、俺の耳には聞こえない。

　聖ちゃんは最後まで藤瀬に教えず、藤瀬と勇一のデートを成功させるために、負担を被るつもりだ。

　藤瀬に感謝されたい、なんてことは一ミリも思っていない。

　ただただ、親友の恋の成就を願っている。

　聖ちゃんの藤瀬を想う気持ちに比べたら、俺は本当にダメダメだな。

　勇一に提案されて、「負担かかりすぎじゃね？」と言ってしまうくらいなんだから。

　聖ちゃんなんて自分から提案して、それを藤瀬に隠して実行しようとしてるくらいだ。

　すごすぎる、カッコいい、好き。

「はぁ、俺もお前のために一肌脱がないとな」

「えっ、じゃあ……！」

「俺も行くよ、お前と藤瀬のデートを守りに」

「おー！　さすが司、心の友よぉ！」

「お前はどこぞの空き地で下手な歌を歌ってるガキ大将かよ」

「はっ、俺は自分で言うのもなんだが、歌は上手うまいぜ！」

「知ってるよ」

　前の世界のドラマＣＤを聞いていたが、めちゃくちゃイケボの声優がついていたからな。

　こっちに来てからこいつとカラオケ行ってないから、イケボの歌を聴いてみたいな。

「成功したら、カラオケお前の奢おごりな」

「もちろんそれくらいはさせてくれ」

「食事メニューの一番高いやつをめちゃくちゃ頼むけど」

「それはやめてくれ」

　そんなふざけたことを言いながら、俺は聖ちゃんにまたメッセージを送る。

『聖ちゃんに一人で行かせるわけにはいかないから、俺も勇一と藤瀬のデートを守りに行くことにするよ。一緒に頑張ろう』

　送信、っと。

「俺と藤瀬はいい親友を持ったな」

「本当だよ。俺にも聖ちゃ……嶋田にも感謝しろよ」

「もちろん。あと、別に俺の前でも聖ちゃんって呼んでもいいぞ、もうバレてるし」

「嶋田に二人きりの時しか呼んじゃダメ、って言われてるから絶対にやだ」

「……えっ、今、惚のろ気けられた？」

「の、惚気てねえよ！」

「いや、今のは惚気だろ……というかあれだな。明日はじゃあ、お前らもデートするってことになるのか」

「えっ？　……あっ、そ、そうなるのか」

「今気づいたのか」

　そ、そうか、藤瀬と勇一のデートを二人で守りに行くってことは、俺と聖ちゃんも二人きりで行くってことか……！

　や、やべぇ、さっきのメッセージも、そう考えるとデートに誘ったってことになる！

　全然意識してなかったけど、今更ながら緊張してきた。

　断られたらどうしよう……。

　トーク画面を見てみると、すでに俺がさっき送ったメッセージは、既読がついている。

　ま、まだ返事は来てないようだ……怖い。

「お、お前のせいで急にすげえ緊張してきたんだけど……」

「いや、盛大にプロポーズしたんだろ？　ならこれくらい大丈夫だろ」

「プロポーズじゃねえから」

　告白はしたんだが、あの日の告白はなんというか、夢の中だと思ったから思い切って出来た部分がほとんどだ。

　さっき勇一が見たトーク履歴も、その夢の中テンションで送ったメッセージだからな。

　ただ言ったことは、全部俺の本心だ。

　この物語で負けヒロインが確定してしまっている聖ちゃんを、絶対に幸せにしたい。

　悲しい結末になんて、させてたまるか。

　……と思うのだが、ふられたらめちゃくちゃ凹へこむなぁ。

　──ポムポム、独特の音がスマホから鳴った。

　っ、返事が来た！　トーク画面を見ると……。

『久村も来てくれるのか。お前がいると心強い、よろしく頼む』

「よっしゃらぁ!!」

「うおっ!?　いきなり叫ぶなよお前……」

　了承されたのを確認して、思わず叫んでしまった。

　よかった、断られなくて……。

　というか本当に、俺は明日、あの聖ちゃんとデートをするのか……！

　いや、二人で一緒に行動するのは確かだが、目的は勇一と藤瀬のデートを見守り、東條院さんの邪魔を阻止することだ。

　手段と目的を履き違えてはいけない。

「俺と嶋田、二人でデートすることになったぜ！」

「いや、それはそうなんだけど、俺達のデートを守ってくれるんだろ？」

「当たり前だろ！　よし、明日は何を着ていこうか……！」

「本当にわかってるのか……？」

　俺のテンションが高いからか、勇一は心配していた。

　いやぁ、楽しみだなぁ。




　　　　◇　◇　◇




「……ん？　もしかしてこれ、私と久村のデートになるのか……？」

　聖はＲＩＮＥのメッセージを久村に送ってから数分後、そのことに気づいた。

　詩帆と重本のデートを見守るという目的だが、形だけで言うと二人で遊園地にデートしに行く、ということになるのでは、と。

「くっ……き、気づくんじゃなかった……！」

　すでに二人でデートを見守ろう、という了承のメッセージは送っている。

　今から「一人で行く」と伝えることは不可能。

　それに聖が、二人で行った方が楽しめると思ったのも事実だ。

「い、いや、楽しむことが目的ではなく、あくまで東條院さんの邪魔を阻止するという目的が……！」

　自分にそう言い聞かせるが一度意識してしまったら、その考えを捨て去ることは難しい。

　行為自体は、ほとんど遊園地デートなのだ。

「うぅ……男と二人で出かけるなんて、初めてだから……！」

　初めてのことはもちろん誰でも緊張する。

　しかも相手は聖のことが大好きで、ほぼプロポーズをしてきたあの久村である。

　なおさら緊張してしまうだろう。

「ま、待て、デートの服はどうすればいいのだ……！」

　聖の中で完全にデートとなってしまっているが、そこはもういい。

　久村とデートするのに、どんな格好をすればいいか全然わからない。

　部屋のクローゼットを開けて、持っている服を見てみるが……デートで着るべきものなど全くわからない。

「ど、どうすれば……そ、そうだ、詩帆に……！」

　聖はいつも詩帆と服を買いに行ったりしている。

　詩帆だったら聖がどんな服を持っているかも知っているし、聖が似合う服もわかっているだろう。

　そう思ってスマホを手に取り、詩帆に電話をした。

　コールが一つ二つと響き、繋つながる。

『もしもし、聖ちゃん？　急にどうしたの、珍しいね』

「ああ、急にすまない。実は……」

　ここまで言って、聖は言葉が止まる。

（な、なんて説明すればいいんだ……！）

　勢いで詩帆に電話をしてしまったが、なんて言うべきか悩む。

　まず絶対に言ってはいけないのは、明日あしたの詩帆と重本のデートに自分と久村がついていく、ということだ。

　詩帆についていくことを言ったら、心配をかけてしまう。

　それだけは絶対にダメだ。

『どうしたの？　何かあった？』

「あ、ああ……ちょっと待ってくれ、説明の言葉を考えているのだが……」

　詩帆と重本のデートについていく、ということを言わないようにするとなると……聖が久村とデートすることになった、と伝えるしかない。

（は、恥ずかしいが……！　そ、そう言うしかない……！）

　本当は詩帆達のデートを見守りに行くだけなのだが、それを知られてはいけない。

　自分の羞しゆう恥ち心しんよりも、詩帆に心配をかけないことを優先する。

「じ、実は……その、久村に、デ、デートに誘われて……」

『えっ!?　本当に!?　わー、いつなの!?』

「あ、明日だ」

『明日!?　じゃあ私と同じ日に、聖ちゃんも久村くんとデートするんだ！』

「そ、そういうことになる……」

『わー、そうなんだぁ。なんか嬉うれしいなぁ、聖ちゃんもデートかぁ……』

「うっ……そ、それで、久村とデートするのは決まったのだが、服を迷っていてな……」

『ふふっ、任せて！　私が久村くんをメロメロにする格好を考えてあげる！』

「そ、そんなにしなくていい！　あ、あくまで普通で！」

『えー、だけど久村くんに可愛いって言われたいでしょ？』

「そ、それは言われたいが……あいつにはいつも言われてるから、別に……」

『……えっ？　今、惚気られてる？』

「の、惚気てなんかない！」

　ということで詩帆が選びやすいように、ビデオ通話に変更してスピーカーにする。

　そして机にスマホを立てかけて、聖が服を詩帆に見せていくということになった。

『聖ちゃん、明日は久村くんとどこにデートしに行くの？』

「へっ!?　ど、どこにって……な、なんでそんなことを聞くんだ？」

『どこに行くかで服も変わってくるからね。私は明日遊園地に行くんだけど、やっぱり動きやすい格好にしたよ。色んなものに乗ると思うから、ミニスカも穿はけないしね』

「そ、そうなのか……」

『それで、どこに行くの？』

「えっと……わ、私も詩帆と同じように、少し動くような場所だ」

『へー、じゃあスポーツ出来る場所ってこと？』

「そ、そんな感じだ」

『アラウンドワン、とか？』

「そ、そうだ」

　アラウンドワンとは、いろんなスポーツが一つの施設で楽しめるところだ。

『じゃあ聖ちゃんもミニスカは無理かな』

「もとから私は、スカートなど穿くつもりはあまりなかったが……」

　そもそも聖は、スカート系はほとんど持っていない。

『えー、聖ちゃんスカートすごく似合うよ？』

「私のキャラじゃないし、詩帆には負ける」

『そんなことないのに……前に試着して買ったミニスカも、すごく可愛かったよ？』

「あれは私が自分から買ったものじゃないからな！　詩帆がどうしてもというから……！」

『久村くんにあれを見せてあげたら、絶対にイチコロなのに』

「絶対に着ないからな！　それに私も詩帆と同じ、動く場所に行くと言っただろ！」

『ふふっ、残念。じゃあそうだなぁ……』

　その後、詩帆の言う通りに一つ一つ着て、コーデを確かめていく。

「こ、これは、恥ずかしいだろ！　お腹なかとか、見えてしまっているぞ……！」

　詩帆が最初に選んだのは、へそが出るほど丈が短いＴシャツだった。

『聖ちゃんめちゃくちゃスタイルいいんだから、大丈夫だよ！　くびれもすごく綺き麗れいで、おへそも可愛いんだから！』

「へ、へそが可愛いという感性はよくわからないが……さすがにこれは着れないぞ」

『えー、もったいない。それだったらもう絶対に、久村くんをメロメロに出来るのに』

（それに聖ちゃんは胸も大きいから、その服だとすごく強調されてセクシーなんだよね。まあこれは言わないでおこうかな、悔しいし）

「さっきから言ってるが、別にメロメロにしたいわけじゃ……」

『だけど可愛いって思ってもらいたいでしょ？　言われたいでしょ？』

「それはまあ……うん。だ、だが、さすがにこれは無理だぞ！」

『うーん、わかった。じゃあ……』

　詩帆のオススメをいくつか聞き、その中で聖が「これなら着れる」というものを決めた。

　詩帆が選ぶものはスカートではないものの、どれも可愛い系で聖の趣味とは少し違うものばかりだった。

　理由を聞くと、「だって聖ちゃんの可愛いところを、久村くんに見せてあげないと！」というなんとも恥ずかしい理由だった。

　とりあえず明日、聖がデートで着ていくものを選び終わった。

『聖ちゃんもデートか……じゃあ聖ちゃん、もう返事はしたの？』

「うっ……まだしてないし、返事をどうするか決まってもないのだが」

『えっ、まだ返事してないのにデートすることにしたの？』

「な、なんか、流れで……」

『どういう流れかはわからないけど……まあデートは別に付き合っている男女じゃなくてもすると思うし、私も明日するから何も言えないけど。だけど聖ちゃんは久村くんに告白……じゃなかった、プロポーズされてるんでしょ？』

「プ、プロポーズじゃない！」

　どこかの誰かが違う場所で同じことを言っていたが、聖と詩帆は知る由もない。

『返事をする前にデートしちゃったら、久村くんすごく期待しちゃうというか……』

「うっ……や、やはりもう返事をしないといけないだろうか」

『うん、そう思うよ。やっぱりあまり待たせちゃいけないと思う』

「そう、だよな……うん、わかった。明日、返事をする」

『うん！　付き合うか付き合わないかは、聖ちゃんが明日のデートでしっかり考えて決めればいいと思うよ！』

「そ、そうだな」

　久村とは告白する前から多少のやりとりはしていたが、知らないことの方が多い。

　告白されてから二人で色々と喋しやべって、久村のことをよく知った。

　親友想いなこと、妹がいること、少年漫画の趣味が同じこと、コーヒーはミルクとガムシロを一つずつ入れて飲むこと……。

　それ以外もいっぱい知ることが出来て、明日のデート……正確に言えばデートではないのだが、形はデートである。

　明日のデートでもっと久村を知って……それから返事をしよう。

『ねえ聖ちゃん』

「ん？　なんだ？」

『ぶっちゃけ、付き合う可能性の方が高いでしょ？』

「なっ!?」

　まだビデオ通話をしているので、からかうように笑みを浮かべて言ってきた詩帆の顔がはっきりと見える。

　もちろん、今の言葉で顔が真っ赤になった聖の顔も、詩帆からよく見えているだろう。

「ま、まだわからない！　明日のデ、デートで、あいつの嫌な部分がいっぱい出てくるかもしれないからな！」

『あはは、じゃあ今のままだったら付き合うってことかな？』

「っ……！　も、もう切るぞ！　服を選んでくれたことは助かった！」

『ふふっ、そうだね。聖ちゃん、明日はお互いに頑張ろうね』

「っ……ああ、そうだな」

『うん、じゃあ、おやすみ』

「おやすみ」

　そして恋する二人の女の子は、お互いの成功を祈って電話を切った。

　……その後、聖が寝ようとした時にあることに気づく。

「あっ、待て、詩帆に服を選んでもらったけど、その服を着てったらバレるかもしれない」

　本来の目的は久村とデートではなく、詩帆と重本のデートを見守ることだ。

　つまり同じ場所、遊園地に行くので、バレないように遠くから見ている必要がある。

　そこまで近づくつもりはないが、詩帆が選んだ服を着ていったら……遠くにいても、バレる可能性が飛躍的に上がるだろう。

「ど、どうしよう……！」

　本来の目的であるデートを見守るというのが出来なくなるのは、それこそ本末転倒だ。

　だから先程詩帆に選んでもらったコーデ、いくつか全身コーデを組んでもらったのだが、それらは全部着ることが出来ない。

　もちろん詩帆にもう一度聞くのは出来るわけがない。

　つまり自分でもう一度最初から、しかも詩帆のアドバイスもなしで、詩帆が選んだコーデ以外のものを考えないといけない。

「くっ……さ、さらに難しくなってしまった……！」

　明日あしたは昼前から詩帆と重本が待ち合わせをする。

　それに合わせて、聖と久村はもう少し早い時間に到着するようにして、東條院の邪魔がいつ来てもいいように備える必要があった。

　だから詩帆や重本よりも早く行かないといけないので、あまり夜更かしはしたくない。

　しかし服のコーデが全く決まっていないから寝れない。

「は、早く決めないと……！」

　聖はとても焦りながら明日の服のコーデを考える。

　だがやはり難しく、いつも詩帆と遊ぶ時に着るような服のコーデになってしまう。

　もちろん別に変ではないが、せっかくのデートなのにいつも通りというのも……と聖自身が思ってしまう。

　しかしもうそれしか考えられる服のコーデがないので、しょうがない。

　明日は早いので早く寝た方がいい、そう思ってベッドに潜り込むが……。

（ほ、本当に服はあれでいいのだろうか……もっと考えた方が……いやでも、私一人じゃあれ以上のコーデは作れない……それなら詩帆に言われた通りのコーデに……いやそれはダメだ、バレてしまう可能性が高くなる……いやしかし……）

　そんなことをずっと考えていて、ベッドに入ってから一時間は眠れなかった。
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　……日曜日が、来てしまった。

　いや、来てしまったという言い方だと、なんか来て欲しくなかったみたいな感じになってしまうな。

　聖せいちゃんとほぼデートをするのだから、めちゃくちゃ嬉うれしいに決まっている。

　俺と勇ゆう一いちは俺の部屋で一緒に寝て、バッチリと目が覚めた。

　もちろん俺がベッドで優一が床に敷き布団を敷いて寝ていたが……ベッドで寝ている俺が全然寝れず、敷き布団のこいつが熟睡していた。

　いや、そりゃ寝れないだろ、普通。

　漫画を読んでいた頃から大好きなキャラだった聖ちゃんと、遊園地デートするんだぞ？

　逆に寝れる奴がいたら、そいつはおそらく本当にそのキャラを好きではないのだ。

　それか勇一みたいに、神経が図太いやつか。

　こいつは今日、藤ふじ瀬せに告白するんだよな？

　なんでそれなのに前日の夜、めちゃくちゃ爆睡出来るんだよ。

　神経図太いというか、そういう神経が死んでんじゃねえか、こいつ。

「ふぁぁ……よく寝た。よし、今日は頑張るぞ！」

「寝起きもいいな、お前は」

「ん？　おお、お前も朝早いな」

「お前にはまだ言ってなかったが、俺と嶋しま田だはお前らよりも早く待ち合わせしようって話をしてるんだよ」

「そうなのか！　マジでありがとうな、俺達のために！」

「……ああ、まあ気にすんな」

　ほとんど寝れなかった俺に対して、しっかり八時間睡眠をした勇一に何か恨み言でも言おうとしたのだが……こんな晴れ晴れした笑顔を見せられたら、言う気も失うせた。

　ほんと、顔がいいってズルいよなぁ。

　俺は勇一よりも先に起きて、すでに出かける準備は出来ている。

「なぁ、俺の服、おかしいところはないよな？」

「ん？　別にないと思うぞ。普通に似合ってる」

「普通じゃダメだろ！　相手はあの聖ちゃ……嶋田だぞ!?　隣にいて見劣り……は絶対にするけど、ギリギリ隣にいて許されるくらいにはなってるか!?」

「いきなりどうした!?　大丈夫だよ、司つかさも普通にカッコいいんだから」

「だから普通にじゃダメだろ！」

「めんどくせえな！」

　この世界の久ひさ村むら司になった俺だが、顔とか身体は前の世界の俺になっている。

　どういうことだか説明が出来ないのだが、この世界に入っていることに比べたら、もう気にしてもしょうがない。

　俺の顔は……普通だ。別にブサイクではない、と俺は思っている。

　顔のレベルで言えば、中の上くらい……真ん中よりは上、くらいには思っていたい。

　ただこの漫画の世界の登場人物は、もう顔のレベルが高すぎて……。

　主人公の重しげ本もと勇一を始め、ヒロインの東とう條じよう院いん歌か織おり、藤瀬詩し帆ほ、そして聖ちゃん。

　全員、なぜアイドルやモデルになっていないのか不思議なくらいに、顔がいい。

　聖ちゃんなんて俺から言わせれば、ただ天使だから。

　アイドルやモデルなんかじゃ収まりきらないから。

　まあとにかく顔についてはしょうがないから、せめて格好だけでも聖ちゃんの隣に立っても大丈夫なくらいにはしておきたいのだ。

「というか、準備するの早くね？　何時に約束してんの？」

　勇一がパジャマから私服に着替えながらそう聞いてくる。

　くっ、こいつは……シンプルな格好なのに、顔とスタイルが抜群にいいから、嫌味なほど似合ってるな！

「お前らが十一時に約束してたから、俺達は十時半に約束してる」

「今、九時だけど？」

「嶋田と待ち合わせしてるんだぞ？　一時間前に着くのは常識だろ」

「どこの常識だよそれ」

　聖ちゃんを俺が一秒でも待たせるわけにはいかないだろ。

　聖ちゃんは意外とおっちょこちょいだから、もしかしたら早めに家を出て待ち合わせ場所についているかもしれないしな。

　絶対、絶対に俺が先についておくのだ。

　しかも聖ちゃんが一人で待っていたら、ナンパにあうかもしれない。

　そんな現場を目にしたら、ナンパしている男に俺は何をするかわかったもんじゃないぞ。

「お前も藤瀬を待たせるわけにはいかないだろ？」

「そりゃ男として先に待つのは当たり前だが……せいぜい十五分前とかだろ？」

「ダメだな、お前は俺のようにはなれないようだ」

「なりたくねえよ別に」

　聖ちゃんを絶対に幸せにするのだから、俺はそれくらい軽くこなさないといけない。

　というかこのくらい、全然苦ではないだろ。

　むしろ一時間も聖ちゃんが来るのを待てるなんてご褒美に近い。

「勇一は何時に出るつもりなんだ？」

「俺は十一時の十五分前に着けばいいと思っていたが……お前を見習って、三十分前に着いた方がいいのかな？」

「ふっ、それくらいで俺に追いつけるとは思うなよ？」

「追いつきたいと思ってないので大丈夫です」

　ふん、軟弱者めが。

「司が先に出るのに、俺はまだこの家にいていいのかよ」

「まあ大丈夫だろ、勇一だし。ただ妹の凛り恵えに手を出したら全力で殺すからな」

「怖こええよ！　瞳どう孔こう開き切ってるんだけど！」

　俺の可愛い可愛い妹を守るためだ、瞳孔くらい開くだろ。

「お前、最近なんか怖くなること多くない？」

「普通だよこんくらい。まあ凛恵にはお前のことを話しておくから、家を出るまで大人しくしとけば大丈夫だ」

「おう、わかった。サンキューな」

　だが実際、もうこいつが俺の家からデート場所に向かう意味はあんまりないんだよな。

　すでに東條院さんに勇一がここから出かけると知られているからだ。

　まあこれから勇一が自分の家に帰るのもダルそうだし、別にいいか。

「じゃあ俺はもう出るから」

「マジか、本当に一時間前に待ち合わせ場所に行くんだな」

「当たり前だろ。俺の部屋の中で適当にくつろいでるんだな」

「ああ、そうさせてもらう」

　勇一を部屋に置いて、俺は一階に向かう。

　俺の家の構造上、リビングを通らないと玄関にいけないので、リビングのドアを開ける。

　するとすでに朝飯を作って食べている凛恵がいた。

「凛恵、おはよう」

「んっ……おはよう。あれ、お兄ちゃん出かけるの？　朝ご飯は？」

　凛恵が座っている席の対面の席、いつも俺が座っている席だが、そこにはすでに朝ご飯が用意されていた。

　やべっ、凛恵に朝ご飯いらないって言うの忘れてた、悪いことしたな。

「すまん、ちょっと急いでるからいらないわ。昼もいらないから。その朝ご飯は上にいる勇一に食わしてやってくれ」

「えっ、勇一さんとは一緒には出かけないの？」

　凛恵の口から「勇一さん」という言葉が出たが、とても新鮮で聞き覚えがない言葉だ。

　原作で凛恵は勇一のことを、「重本先輩」とか「先輩」と呼んでいたからな。

　うーん、距離が近くなったような、遠くなったような。

　原作では先輩呼びなのが可愛い、というファンが多かったと思うが。

　まあどうでもいいか。

「あいつも俺も、違う人と待ち合わせしてるんだ。あいつは俺よりも後に出る。多分一時間後くらいにこの家を出ると思うけど、俺の部屋からは出ないと思うから、大丈夫か？」

「う、うん、わかった……だけどお兄ちゃん、そんなに急いでどこに行くの？」

「人を待たせないように、ちょっと早めに待ち合わせ場所に行くだけだ」

　うん、ほんのちょっと、約束の時間の一時間前に行くだけだ。

「えっ……も、もしかして、女の人と出かけるの？」

「まあ、そうだな」

　しかも超大好きな聖ちゃんと……うわー、改めて思ったらめちゃくちゃ緊張してきた。

　俺はリビングを抜けて玄関で靴を履く。

　すると朝ご飯を食べていた凛恵が、玄関までついてきた。

　まさか、「いってらっしゃい」を言いに、お兄ちゃんのために朝ご飯を食べるのをやめて、玄関まで来てくれたのか？

　なんと可愛い妹なのか……！

「え、え……お兄ちゃん、今日、デートなの？」

「デート……とは少し違うが、まあ女の子と二人で出かける、というのは合ってるな」

「う、嘘……」

「嘘じゃねえよ、さすがにそんなに悲しい嘘つかないぞ」

　ドアの方向を向きながら座って靴を履いているので、後ろにいる凛恵の顔は見えない。

　だけどなんか、声を聞く限り少し落ち込んでるような……。

　そう思いながら外靴を履き、立ち上がり凛恵の方を向く。

「じゃあいってくる。朝ご飯作ってくれてごめんな、勇一に食わしたら絶対喜んでくれると思うから。むしろあいつが喜ばなかったらぶっ飛ばしていいから」

「……う、うん、わかった」

「ん？　どうした、なんか元気ないが……」

「いや、大丈夫……いってらっしゃい」

「ああ、いってきます」

　可愛い妹に「いってらっしゃい」を言われるのは、やっぱり嬉しいな。

　少し呆ぼう然ぜんとしている凛恵に疑問を抱きながらも、俺は玄関のドアを開け外に出た。

　外に出てまずやることは……周りを見回す。

　いつもはこんなことしないのだが、今日はしないといけない。

　なぜかというと……あっ、もしかしてあれか？

　俺の家を出てすぐのところに、黒い車が停まっていた。

　リムジンほど目立つ車ではないのだが、よく見ると普通に高級車だ。

　こんな朝早く閑散とした住宅街に、あんな高級車があるのは不自然だろう。

　近所に住んでいる人の車だったら。家の駐車場とかに置いておくはず。

　つまりあれは……おそらく、東條院さんの車だ。

　俺は気づかないフリをしながらその車の前を通って、待ち合わせ場所へ向かう。

　向かっている間に、俺はＲＩＮＥを打って勇一と聖ちゃんに送る。

　やっぱりデートの場所までついてくる可能性が高い、と。

　するとすぐに勇一から返事がくる。

『マジか……悪いが歌織の阻止を頼んだぞ』

『了解』

　するとまたすぐに聖ちゃんからもＲＩＮＥがきた。

『そうか。それなら私達がしっかり詩帆と重本のデートを見守り、阻止しないとな。ところで、久村はもう家を出ているのか？　約束までは結構時間があるが』

　あっ、やべ、聖ちゃんにこの時間に外に出ていることがバレてしまう。

『いや、まだ出てない。窓から外を眺めて、怪しい高級車があっただけだ』

『そうか、それならいい』

　あっぶねー、俺が楽しみすぎて一時間も前に家を出て、待ち合わせ場所に向かっているなんてバレたら、恥ずかしすぎるもんな。

　それに聖ちゃんに余計な気を遣わせてしまうかもしれないし。

　ん？　聖ちゃんから連投でＲＩＮＥが……。

『その、遊園地に行くのは久しぶりだから、楽しみにしている』

「っ……可愛すぎる……！」

　聖ちゃんはどうやら、待ち合わせの前に俺の心臓を止めにきているようだ。

　可愛すぎて辛つらい、心臓が痛い……。

　聖ちゃんみたいなクールな子がこういうメッセージを送ってきてるというギャップが、もうね、語ご彙い力がなくなるくらい可愛い。

『俺も、聖ちゃんと一緒に遊園地行くの、めっちゃ楽しみだ』

　自分の正直な気持ちを送り、俺はウキウキ気分で電車に乗り待ち合わせ場所へと向かうのだった。
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　久村司が家を出て行ってから、しばらく妹の凛恵はその場に立ち尽くした。

　数十秒後、ハッとしてリビングに戻る。

　席について呆然と考えながら残っている朝ご飯を食べていた。

「……お兄ちゃんが、デート……」

　ずっと頭の中で考えていたことを、思わず呟つぶやいてしまった。

　兄の司がデートに出かけたことに気持ちを乱されるとは、凛恵は思っていなかった。

（いや、別にお兄ちゃんも高校二年生だし……女の子とデートくらい、するお年頃で……）

　そんなことを考えながら食べていたら、すでにお皿の上にご飯はなくなっていた。

　それに気づき、自分の皿をキッチンに運び適当に水に浸つけておく。

　兄の朝ご飯は先程言っていたように、兄の友達の重本勇一に食べてもらうことにする。

　凛恵は二階に上がり、兄の部屋のドアをノックする。

　すぐにドアが開き、勇一が不思議そうに顔を覗のぞかせる。

「ん？　凛恵ちゃん、どうしたの？」

「朝ご飯作ったんですけど食べますか？」

「えっ、俺に？」

「お兄ちゃんに作ったんですけど、お兄ちゃんが食べずに出ていっちゃったので」

「ああ、そういうことね。それならありがたくいただこうかな」

「じゃあ今持ってきますね」

「ああ、それなら俺がリビングに、いや、だけどあいつが部屋から出るなって言ってたな」

「……別にいいんじゃないですか？　多分ふざけてだと思いますし」

「そうかな？　じゃあリビングで食べていい？」

「はい、大丈夫です」

　ということで凛恵と勇一でリビングに行く。

　勇一は席に座り、凛恵が作った朝ご飯を食べる。

「んっ！　美味うまいよ、凛恵ちゃん！」

「……ありがとうございます」

　凛恵は自分のお皿を洗いながら、少し適当にお礼を言った。

「……凛恵ちゃん、なんか元気ない？」

「えっ……？」

　凛恵の様子を見ていた勇一が朝ご飯を食べながら問いかける。

「大丈夫？　なんかぼーっとしてるけど」

「いえ……その。勇一さんは、お兄ちゃんが誰と出かけるか知ってますか？」

「ああ、知ってるよ。同じクラスの嶋田聖っていう女の子だな」

「嶋田、聖……」

　どうやらお兄ちゃんは本当に、女の子とデートしているようだ。

「お兄ちゃんは……その人と、付き合ってるんですか？」

　その質問をするのに、凛恵はすごく躊躇ためらい緊張したが、聞いてしまった。

「いや、付き合ってはないと思うよ、まだ」

「そ、そう……ん？　まだ、ですか？」

　付き合ってないと聞いて安心しかけたが……まだ、という言葉がついていて、一気に心がざわついた。

「うん、司、その子に告白したらしいよ」

「こっ……!?」

　それを聞いた凛恵は目を見開いた。

「こ、告白って……本当ですか？」

「うん、司が自分で言ってたから、間違いないと思うよ」

「そ……そう、ですか……」

　まさか自分の兄が、司が女の子に告白しているなんて、思ってもいなかった。

「ご馳ち走そうさま。美味おいしかったよ、凛恵ちゃん。ありがとう」

「あっ……どうも。お皿は、こっちに」

「俺が皿洗うよ。凛恵ちゃん、さっきからぼーっとしてて皿落としちゃいそうだよ」

「……ありがとうございます」

　勇一が凛恵の代わりにキッチンのシンクの前に立ち、凛恵の分のお皿も洗っていく。

「俺がやっておくから、凛恵ちゃんは部屋で休んでもいいよ」

「……そうですね、じゃあお言葉に甘えて。終わったら、タオルで拭ふいてそこら辺に置いておいてください」

「わかった」

　凛恵はそう言ってリビングを出て、二階へと上がっていった。

「……落ち込んじゃったみたいだなぁ、司に好きな人がいるって聞いて。どうやら司だけじゃなくて、凛恵ちゃんも相当ブラコンみたいだ」

　そんなことを一人で呟きながら、皿を洗う勇一だった。

　一方、自室に戻った凛恵は、自分のベッドに崩れるようにうつ伏せで倒れこんだ。

　顔は横を向いて壁の方向……司の部屋がある方を見ていた。

「……お兄ちゃんのバカ」

　──私のこと、可愛いって言ってたのに。

　凛恵は顔を枕に埋うずめて「うぅー！」と唸うなった。
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　待ち合わせ場所に、着いた。

　遊園地近くのカフェ、そこの前で待ち合わせをしている。

　時刻はまだ九時半過ぎくらいだ。

　約束の時間まであと一時間近くある。

　早く着きすぎた……わけではない、俺の中ではこれがむしろ普通だ。

「ふぅ……」

　俺は落ち着くために、深呼吸をする。

　これから俺は、聖ちゃんと二人きりで遊園地デートをするのか……。

　……これは現実なのか、今更ながら疑ってきたわ。

　マジで俺は今から、あの『おじょじゃま』の漫画のヒロイン、俺の推しキャラの嶋田聖とデートをするのか？

　冷静に考えたら、本当に信じられないことだ。

　だがデートといっても、目的は少し違う。

　あくまでも俺と聖ちゃんは、勇一と藤瀬のデートを成功させるために、東條院さんの邪魔を防ぐという目的で行動を共にするだけ。

　しかもさっきのＲＩＮＥ、『その、遊園地に行くのは久しぶりだから、楽しみにしている』って書いてあったんだぞ。

　聖ちゃんも俺との遊園地デートを、楽しみにしてくれているのだ。

　もう本当に、心臓が止まらないのがやっと。

　よく俺の心臓は止まらないでいてくれている、本当に。

　この漫画の世界だったら本当、マジで止まる可能性あるからな。

　しかし遊園地デートか……どんなことをすれば、聖ちゃんを楽しませられるだろうか。

　俺も遊園地なんて、小学生以降行ってないと思う。

　だから楽しみではあるのだが、聖ちゃんをエスコート出来るのかが心配だ。

　まあ遊園地だから、普通にアトラクションに乗っていけばいいと思うんだけど。

　だけど俺と聖ちゃんって、アトラクションに乗っていいのか？

　俺達がアトラクションに乗って楽しんでいる間に、勇一と藤瀬のデートを東條院さんに邪魔されてしまうかもしれない。

　そうなったら本末転倒だ。

　まあ、多分俺と聖ちゃんがどう頑張っても、東條院さんが本気で邪魔しに来たら、絶対に止められないだろうしな。

　あの人だったら多分、遊園地を休園させることも出来るだろ。

　そんなことされたらもう俺達じゃどうしようもない。

　まあ止められなかったら止められなかったで、俺は構わないのだが。

　だが聖ちゃんは絶対に止めたいと思うから、俺も協力して全力で止めにはいく。

　少し時間が気になり腕時計を見ると、もう十時ぐらいになっていた。

　待ち合わせまであと三十分か……いや、聖ちゃんの性格なら早めに着くことも考えて、あと二十分ちょいで来ると思う。

　うわー、マジで緊張してきた。

　あっ、そうか、今気づいたが、俺は初めて生で聖ちゃんの私服姿を見れるのか！

　やっば、聖ちゃんの私服姿とか、楽しみでしかないんだけど。

　まあ漫画を読んでいる時に、結構聖ちゃんの私服姿は見てきた。

　よく藤瀬と遊びに行っている姿とかを見たので、おそらくそういう格好で来るのだろう。

　絶対に可愛い、可愛くないわけがない……。

「ひ、久村……」

「……えっ？」

　突如後ろから名前を呼ばれて、俺はビックリする。

　今の声は、聖ちゃん？

　いやだけど、まだ三十分近く待ち合わせの時間まであるが……だが俺が聖ちゃんの声を間違うはずがない。

　そう思いながら後ろを向き、聖ちゃんの姿を視界に収めた瞬間──。

「っ……」

　息をするのを忘れてしまった。

　まず目についたのは上着。黒のブルゾンで裾すそが少し短く腰上くらいまでで、それをゆったりと着こなしている感じがとてもカッコいい。

　下は淡い色をしたデニムパンツで、聖ちゃんの長く美しい足の魅力がこれでもかというほど出ていて綺き麗れいである。

　赤いショルダーバッグを肩にかけていて、それもとてもお洒落しやれだった。

　そして……一番目を引かれてしまうのが、黒のブルゾンの中に来ているＴシャツ。

　白色のシャツでシンプルなものなのだが……丈が、短い。

　もちろんサイズが合ってないとかではなく、そういうＴシャツなのだろう。

　それによって聖ちゃんのおへそと、美しいくびれが見えてしまっている。

「や、約束の時間の、三十分前だぞ……全く、いつから来ていたというのか」

　聖ちゃんが俺に向かって何かを言っているが、あまり耳に入らない。

　まさかこんな私服姿で来るとは思っておらず、まだ脳の処理が追いついていないのだ。

　ちょっと待ってくれ、本当に……。

「……っ、あ、あまりジロジロ見るな」

　聖ちゃんはそう言って、自分のお腹なかの露出しているところを両手で隠すようにする。

　その恥じらう姿がなんというか、うん、俺の心にまたブッ刺さってしまう。

「ご、ごめん……見み惚とれてた……」

「っ……」

　俺が正直にそう言うと、聖ちゃんはさらに頬を赤くして顔を逸そらした。

　というか見惚れてた、というと過去形みたいだが、今もなお見惚れている。

「聖ちゃん、その、めちゃくちゃ可愛い。本当に、ビックリした」

「そ、そうか、ありがとう……」

「いや、いつも可愛いとは思ってたけど、今日の格好、本当にヤバい」

「も、もういい！　もう褒めなくていいから！」

　聖ちゃんは顔を真っ赤にしながらそう言ったが、俺としてはまだまだ褒め足りない。

　あと十分くらいは言っていたい。

　多分ずっと褒めていたいが、聖ちゃんの美しさの前に語ご彙い力はなくなってしまうから「ヤバい、尊い」しか言えなくなると思う。

「と、とりあえず、まだ詩帆と重本が来るまでには時間がある！　カフェで待つとしよう！」

　聖ちゃんは照れ隠しのようにそう言って、カフェの方へ歩いていく。

「あ、ああ、わかった」

　俺はまだ少し呆ぼう然ぜんとしながらも、聖ちゃんの後についていく。

　……後ろ姿も綺麗すぎて、言葉にならない。

　生きててよかった……。




　カフェに入って俺はコーヒーを、聖ちゃんはアイスココアを頼んで席に着いた。

　席に着く時にやはり聖ちゃんの服装、特に露出しているお腹の部分を見てしまう。

　まさか聖ちゃんがそんな服を着てくるなんて思わなかったから、デート始まってすぐにいきなりノックアウトされた気分だ。

　聖ちゃんが俺の対面に座るのだが……もう可愛すぎて、見てられない。

　思わず両手で顔を覆って、ため息をついてしまう。

「どうしたんだ？」

「いや、ちょっと、聖ちゃんが可愛すぎてずっと見ちゃうから、物理的に視線を隠してる」

「なっ……!?」

　聖ちゃんの顔は見えないのでわからないが、驚いて声を上げたようだ。

「ちょっと本当にヤバい……聖ちゃんがそんな服を着るとは思ってなかったから、ビックリしたよ」

「そのまま喋しやべるのか……まあ確かに、あまり着ることはないが……特にこのシャツは、そうだな」

　聖ちゃんはやはり着なれていないのか、Ｔシャツの裾を持って下に下げて、少しでもお腹が見えないようにしようとしている。

　だがそれをやることによって聖ちゃんの豊満な胸がより強調されてしまい……。

「お、お前、手の平の隙間から見てるだろ」

「あっ……」

　可愛すぎて見れない、とか言ってたけど、ガッツリ見ていた。

　いや、しかしこれはしょうがないと思う。だって可愛いから。

「その、似合わないか？」

「いや、似合いすぎてるよ。可愛すぎ、聖ちゃんのその格好を見ただけでも俺はもう、生まれてきてよかったと神に感謝するくらい」

「そ、それは言い過ぎだろ……！」

　恥ずかしそうにそう言う聖ちゃんだが、俺的には全く誇張なしで言ったつもりだ。

　この漫画の世界に連れてきてくれた……神様、ありがとう。

「久村の私服も初めて見たが……その、普通にカッコいいと思うぞ」

「マジで？　ありがとう、お世辞でも嬉うれしいよ」

　俺の格好は聖ちゃんよりもシンプルだ。

　黒のスキニーパンツに、白の長なが袖そでのＴシャツ、その上にデニムジャケットだ。

　聖ちゃんとパンツとアウターの色が逆みたいになっているが、俺のデニムジャケットは少し濃い色だ。

　肩掛けの黒いバッグで、動きやすいように持ち物は少なめだ。

「お世辞じゃない。私はお世辞とかは言わないからな」

　聖ちゃんは軽く笑みを浮かべてそう言ってくれた。

「……そ、そっか、ありがと」

　今度は俺が聖ちゃんに照れさせられる番だった。

　くっ、聖ちゃんはこういうところがクールでカッコいい……。

　はぁ、そういうところも本当に好きだ。

「それで、久村は何時に着いたんだ？」

「ん？　あー、聖ちゃんが来る直前とかに着いたけど」

「……本当は？」

「うっ……九時半です」

「約束の時間の一時間前じゃないか……」

　聖ちゃんにジト目で見られて、正直に言ってしまった。

　だが聖ちゃんのジト目も可愛かったから、よしとしよう。

「東條院の車が家の前に停まっているというＲＩＮＥが来た時には、家を出ていたのだな」

「そうです……」

「はぁ、なんでそんなに早くに……」

「それはその、聖ちゃんより後に来て待たせるわけにはいかないと思って」

「その心意気は嬉しいが、早く来るにしても限度があるだろう」

「あと、やっぱり聖ちゃんとのデートが楽しみすぎてというのもある」

「っ……べ、別にこれは、デートじゃないぞ。あくまでも、詩帆と重本のデートを見守り、東條院の邪魔を阻止するという目的があるんだ。それを忘れるなよ」

「それはもちろん」

　だけど聖ちゃんは、これをデートだと思ってくれてなかったのか……それは少し残念だ。

「ま、まあ私もデートは初めてだし、遊園地に行くのも久しぶりだから、楽しみだったが」

「っ……」

「……な、何か言ってくれ、恥ずかしいだろ」

「いや、ちょっと本当に嬉しくて……聖ちゃんもデートと思ってくれてるのが……」

「なっ、そ、それは……目的は少し違うが、形だけで言えば遊園地デートで……」

　しかも今さっき、聖ちゃんは……「デートは初めて」と言っていた。

　まさか聖ちゃんの初デートを、こんな俺がもらえるとは……！

「聖ちゃんの初デート、絶対に楽しませるから……！」

「あ、ああ、よろしく頼む」

「……とは言ったけど、俺も初デートだからちょっとハードルは低めでお願いします」

　俺がそう言って座ったまま頭を下げると、聖ちゃんは目をまん丸にしてから破顔する。

「ふふっ、そうか。じゃあ初めて同士、楽しめるといいな」

「はははっ、そうだね」

　そう言って俺達は顔を見合わせて笑った。

　はぁ……なんかこういう感じが、一番カップルっぽくて幸せかもしれない。

　その後、俺達は軽く雑談をして、勇一と藤瀬が待ち合わせする時間まで待った。

　聖ちゃんのことを一人で待つために早く来たが、聖ちゃんが俺が早く来てるかもしれないと思って、三十分も前に来てくれた。

　そのお陰でこうして楽しく話せているから、やはり早く出るのは大成功だったぜ。




　そして、勇一と藤瀬が約束している十一時よりも十分前くらい。

　俺と聖ちゃんは二人が待ち合わせする場所の近くで、物陰に隠れて待機していた。

　すでに待ち合わせ場所には勇一が一人で立っている。

「さすが重本だな、余裕を持って到着している」

「俺が見本を見せてやったからね」

「一時間も前に着いていたことか？　あまりいい見本とは言えないと思うが」

「相手の人も早く着けば、好きな人とより長くいられるという最高の状況にもなるから、いい見本でしょ」

「……そ、そうか」

　聖ちゃんはどうやら俺の「好きな人とより長く」という言葉で照れてしまったようだ。

　もうすでに告白してるから俺の気持ちを知っているのに、言葉にすると照れる聖ちゃんが可愛い。

「……なんか馬鹿にしたか、今」

「いや何も思ってないよ。強いていうなら可愛い、って思っただけ」

「……誤ご魔ま化かされてる気がするが、まあいい」

　そんな会話をしながら、俺達は勇一の方を見ていた。

　そして勇一の方向だけじゃなく、その周りにも視線を配っていた。

　なぜならもうここで、東條院さんが邪魔しに来る可能性があるからだ。

「久村の家の近くにあった車はどういうものだったのだ？」

「遠くから見たら普通の黒い車だったんだけど、近くで見たら高級車って感じだったな」

「……ふむ、遊園地の駐車場を見たが、黒い車はいっぱいあったな」

「だろうね。まあそこは判断出来ないから、多分来てるって考えておかないとね」

「そうだな」

　まあ東條院さんのことだから、絶対に来てると思う。

　原作でも来てたしな。だけど原作ではまだここでは邪魔しに来ていなかった。

　原作では確か……まだ車の中にいるんだっけかな？

　ここでは東條院さんは、普通に勇一が友達と遊園地に遊びに来ているかもしれない、と思っていたからな。

　だから車の中で待機していたけど、勇一が藤瀬と待ち合わせして二人で遊園地の中に入っていくところを見て、邪魔することを決めていた。

　原作通りのままなら、ここではまだ邪魔しに来ることはないだろう。

　だから俺はそこまで気合いを入れずに周りを見回していたのだが。

「おい、久村。しっかり周りを見てるか？」

「ん？　ああ、大丈夫、見てるよ」

「ここでいきなり東條院に邪魔されたら、詩帆が可哀想だ。絶対に阻止するぞ」

「……そうだね」

　俺としてはここでは絶対に来ないとほぼ確信を得ているから、あまり熱が入らない。

　ただ聖ちゃんはそれを知らないので、待ち合わせの段階から本気で見張っている。

　ここでは東條院さんは来ないから、と伝えられないので、聖ちゃんと一緒に周りを見張ることにする。

　だけどやっぱり親友の藤瀬のために、ここまで本気でやっているというところが、聖ちゃんの友達想いの部分が如実に表れている。

　さすが聖ちゃんだ。

　そしてやはり原作通り、東條院さんはここでは出てこず……。

「あっ、詩帆が来たぞ！」

「本当だ」

　藤瀬が約束の五分前くらいに到着し、重本と合流していた。

　結構遠くにいるので話の内容までは聞こえないけど、二人は会ってすぐに笑顔で話していて、楽しそうにしている。

「よかった、とりあえず二人は無事に合流出来たようだな」

「そうだね」

　聖ちゃんの方を見ると、穏やかな笑みを浮かべて二人の様子を窺うかがっている。

　だけど……聖ちゃんの本当の気持ちは、どうなんだろう。

　聖ちゃんもまだ、勇一のことが好きなんじゃないだろうか。

　原作ではこの時期はまだ勇一のことを、少し気になる男子くらいの感じで見ていたが、二人がデートするのを少しモヤモヤする感じで見送っていたはずだ。

　今はもう、勇一への気持ちはどうなっているのか。

「聖ちゃんは……勇一と藤瀬の二人を見て、お似合いだと思ってるんだよね」

「ん？　ああ、そうだな。詩帆はもちろんとてもいい子で、重本も関わっていく中で、まあ詩帆に釣り合うくらいいい奴だということを知ったからな」

「……こんなこと聞くとあれだけどさ。聖ちゃんは勇一のことが、好きだったんだよね？」

「……まあ、少し気になる程度だった男子、という感じだったな」

「今も、その気持ちは変わらない？」

「……それを、私に言わせるのか？」

「えっ？」

　俺が疑問の声を上げて聖ちゃんの方を見ると、身長は俺の方が大きいので、少し上目遣いで俺のことを見てくる聖ちゃんの姿があった。

「……今は、重本のことは気になってないさ。それ以上に……い、いや！　なんでもない！」

「な、何？　そこまで言ったら教えてよ」

「ま、まだ教えない！　ほ、ほら、そろそろ重本と詩帆が遊園地の中に入っていくぞ！」

　聖ちゃんの言う通り、二人は遊園地の中へ入っていく。

「見失う前に、私達も入るぞ！」

「わ、わかった」

　聖ちゃんが足早に先に行こうとするので、俺も一緒についていく。

　どう見ても照れ隠しのようなので、本当ならもう少し問い詰めたいけど、この後もずっと一緒にいるから、機嫌を損ねちゃいけないだろう。

　というか、本当に一緒に遊園地デートをするのか……！

　今更ながら、また緊張してきたぞ。




　　　　◇　◇　◇




　重本と詩帆、それに聖と久村は無事に遊園地に入ることが出来た。

　この遊園地はとても広く、いろんなアトラクションが多くある。

　一日じゃ全てのアトラクションに乗るのは不可能なくらいだ。

　重本と詩帆の二人についていくように、聖と久村は離れた場所で追っていく。

　二人が後ろを向いてもバレないくらい離れて、だが決して見失わないような距離を保つ。

　そんな距離を保ちながら追っていくが、聖の心の中は少し荒れていた。

（や、やはりこの服装はやめておいた方がよかったか……！）

　一番気にしているのは、服装のことだった。

　昨日の寝る直前まで考えて、そして朝起きてからもずっと迷い、家を出る直前までどうしようかと悩んだ結果。

　最初に詩帆に勧められ、だけどすぐに却下したヘソ出しＴシャツにした。

　これを着るのは本当に迷った聖だったが、勇気を出して着てきた。

（恥ずかしいが、久村もとても喜んでくれたし……い、いや、別に久村に喜んでもらうために着てきたのでは……！）

　と心の中で言い訳をしようとしたが、思い直した。

（い、いや、自分に嘘はつけないな。もちろん久村にちょっとでも、その、可愛いと思われたいから着てきたのだが……想像以上のリアクションをされて、逆に恥ずかしくなってしまった……！）

　全くリアクションがなかったり、微妙なリアクションをされるよりは全然よかったが。

　だがこれほどいい反応をされて……そして今も。

「……久村、少し視線が痛いぞ」

「うっ……ごめん」

　久村は詩帆や重本の方を監視しながらも、さっきからずっと久村の右側にいる聖の方をチラチラと見ていた。

　むしろ聖の方を見る時間の方が長いだろう。

「そ、そこまで見られるとさすがに恥ずかしいんだが……」

「ごめん、ほんとごめん。だけど聖ちゃんが可愛すぎるのがいけないと思う」

　久村は聖を見ないようにするためか、右手で顔を覆う。

「な、なんだその意味不明な責任転嫁は」

「だけど聖ちゃんの格好が可愛すぎるから見ちゃうのは事実」

「くっ……そ、そんなに正直に言って恥ずかしくないのか、お前は」

「少し恥ずかしいけど、事実を言ってるだけだしね」

　そこまで言い切られると、聖の方が恥ずかしくなってしまう。

　聖も逆にそこまで振り切って堂々とした方がいいのだろうが……まだ難しいようだ。

「と、とりあえず、私を見るのはいいが、詩帆と重本のことも監視するんだぞ」

「了解。というか、聖ちゃんを見るのはいいんだね」

「そ、それは、私だって見られるのは覚悟でこの服を着てきたわけで……」

「……可愛すぎない？」

「う、うるさい！」

　聖は恥ずかしくなって少し早歩きになって先に進み、それに笑みを浮かべながらついていく久村だった。

　そのまま数分進んでいると、最初に詩帆と重本が選んだアトラクションは……。

「ジェットコースターか……いきなり派手なものを選んだな、あの二人は」

「まあこういうのは人気のアトラクションだから、午後とかは結構混むんだよね」

「そういうことか」

　列はまだそこまで長くないので、おそらく十数分も並べば乗れるだろう。

　午後とかになると一時間待ちなども珍しくないので、早めに乗った方がいい。

「それに詩帆は意外とこういう系が好きだからな。重本はどうなんだ？」

「あまり聞いたことないけど、勇一はこういうのにビビるようなタイプじゃないでしょ」

「確かにそうだな」

　並んでいる二人を見ていると、どちらもジェットコースターが楽しみなのか、笑顔で喋しやべっている。

　なかなか楽しそうだ。

「よし、私達も並ぶか」

「えっ、乗るの？　乗っちゃったらあの二人を見失わない？」

「……あっ、そ、そうか。そうだよな」

　確かに聖と久村も並んで乗るとすると、あの二人が乗って終わった後ということになる。

　そうなるとあの二人を見失う可能性が高くなってしまう。

　聖としては詩帆や重本と同様、絶叫系が好きだったから乗りたかったのだが、我慢するしかないだろう。

「……まあ、俺達も並ぶか」

「えっ？　だが乗ってしまったら、詩帆と重本を見失って……」

「見失っても勇一にＲＩＮＥしてどこにいるか聞けば大丈夫でしょ」

「……確かにそうか」

　重本は聖と久村がこの遊園地に来ていることは知っているし、監視を頼んでいる方だから、居場所ぐらいすぐに教えてくれるだろう。

「だが、私達が乗っている間に、あの二人のところに東條院の邪魔が入ったらどうする。それこそ本末転倒だ」

「あー、そうだね。だけどまだ大丈夫だよ、遊園地に入ったばかりで、さすがにまだ邪魔しに来ないでしょ」

「なぜそう言い切れるのだ？」

「……俺の勘、かな？」

「なんとも適当な……」

「それに監視してるだけじゃ、せっかく遊園地まで来たのにつまらないし。最初から神経質に見守ってたら大変だから、多少は気を抜かないと」

「確かにそれもそうだが……」

　これから夕方、遅くなったら夜まで詩帆と重本のデートを見守らないといけないのだ。

　昼前からずっと気を張っていたら、いざという時に阻止出来ないかもしれない。

「ほら、とりあえず並ぼう」

「あっ……」

　それでも悩んでいる聖だったが、久村が手を取ってジェットコースターの列に並んだ。

「せっかく来たんだから、楽しまないと」

　そう言ってニッと笑う久村を見て、聖も口角が上がってしまう。

「はぁ……これであの二人に東條院の邪魔が入ったら、お前に頑張ってもらうからな」

「えっ、邪魔が入ったらもう無理じゃない？」

「東條院が邪魔したら、最悪私達が力ずくで東條院を引き剥はがすことになるぞ」

「そこまでやる？」

「ああ、詩帆の邪魔はさせない」

「……ははっ、さすが聖ちゃんだなぁ」

「それはどういう意味だ？」

「友達想いで行動力があって、カッコいいってことだよ」

「っ……そうか」

　また照れ臭くなって顔を逸そらした聖だった。

　そして詩帆達がジェットコースターに乗った後、聖と久村もすぐに乗ることになった。

　乗る前はやはりあの二人に邪魔が入らないか少し気になっていたが、乗ってしまったら楽しくなってしまった。

　やはりせっかく遊園地に来たので、こうやって楽しまないと損かもしれないと思った。

　しかし……。

「久村、お前、ジェットコースター苦手なら乗る前に言えばいいものを……」

「ご、ごめん……テンション上がって、ちょっと忘れてた」

　久村は意外と三半規管が弱いのか、少し気分が悪くなってしまったようだ。

　ジェットコースターに乗った後、すぐそばのベンチで座って休憩している二人。

　ベンチの背もたれに寄っ掛かり、回復につとめている久村。

「ごめん、すぐに回復するから……」

「お前でもそういう風になるのだな。いいことを知ったぞ」

　今までずっとからかわれてばっかりで、ようやく久村の弱点を知った聖。

　実際……ある意味、聖の存在自体が久村の弱点ではあるのだが。

「楽しんでいただけたら何より……だけどイタズラはしないで欲しいかな」

「そうだな。じゃあ次はコーヒーカップのやつでも乗るか」

「ガッツリまた酔わす気じゃん……」

「ふふっ、冗談だ」

　久村が重本にＲＩＮＥを送りどこにいるかがわかるまで、二人はそこで休憩をしていた。




　　　　◇　◇　◇




　いやー、さっきはマジでミスった。

　聖ちゃんが乗りたそうにしてるから一緒にジェットコースターに乗ったけど、そういえば俺はああいうのがダメだったわ。

　聖ちゃんにダサいところを見せてしまった……最悪だ。

　ただ聖ちゃんは楽しそうにしていたから、それはよかった。

　俺の醜態を見てもむしろ喜んでいたから、まあ複雑だけどガッカリされるよりはいいか。

　とりあえず休憩したら回復したから、勇一がＲＩＮＥで教えてくれた場所へと向かう。

　今、勇一と藤瀬は昼ご飯を屋台とかで買って、座って食べられるところにいるようだ。

　俺と聖ちゃんもそっちに向かいながら、途中で屋台に寄って昼飯を買う。

　俺は適当にホットドッグとかを買ったのだが、聖ちゃんはまさかのクレープのみ。

「聖ちゃん、それで足りるの？」

「ああ、私はもとから少食だしな。それにこれも結構量は多いぞ」

「そっか。それならいいけど」

　昼飯としてクレープ一つは栄養としてはどうだという話もあるが、そこはいいだろう。

　遊園地デートという特別な日だし、俺もホットドッグ一つだからとやかく言えない。

　今の高校生の昼飯なんて、タピオカミルクティー一つでもいいくらいだ。それは違うか。

　俺と聖ちゃんはあの二人がいる場所へと向かい、遠くから二人の姿を確認する。

　そして同じ食べる場所にはいるが結構遠くに座り、それぞれ買ったものを食べる。

　目の前でクレープを大きな口を開けて食べる聖ちゃん。

　意外と甘いものが好きで、いつもはクールな女の子だからギャップがある。

　そう思いながら聖ちゃんの方を見ていたら、さすがに視線に気づかれる。

「な、なんだ、そんなに見て」

「ん？　いや、なんでもないよ」

「まさかお前……クレープを食べたいのか？」

「えっ？」

　俺が聖ちゃんをじっと見ていた理由を、クレープを食べたいからと思ったようだ。

「さ、さすがにまだ同じ食べ物を共有するのは……！」

「いや、その……」

「か、間接キスになってしまうし……！」

「んんっ！」

　顔を赤らめてそう言う聖ちゃんに、俺は可愛すぎて唸うなるように咳せき払ばらいをしてしまう。

「聖ちゃん、別に俺はクレープを食べたかったわけじゃないよ」

「えっ……そ、そうなのか」

「うん、ただクレープを美味おいしそうに食べる聖ちゃんが可愛いなぁ、と思ってただけ」

「っ……ど、どちらにしても、私が恥ずかしい思いをするだけじゃないか」

「あはは、それはごめんね」

　さっきのジェットコースターの時にからかわれたから、そのやり返しが出来たようだ。

「……んっ！」

「ん？　ど、どうしたの、クレープを俺の方に向けて差し出してきて」

「お、お前も食べろ！　私だけ恥ずかしい思いをするのは、気に食わないからな！」

「えっ？　いや、ちょっと……いいの？」

「い、いいから！」

　まさか本当に間接キスを覚悟で、聖ちゃんが俺の方にクレープを差し出してくるとは。

　しかも聖ちゃんが持ったまま、俺がそれを食べるという形だからさらに恥ずかしい。

　くっ……まさか自爆覚悟でそんなことをしてくるとは。

　俺としてはあの聖ちゃんと間接キス出来るなんて嬉うれしすぎるが、やはり恥ずかしい気持ちは捨てきれない。

　だが聖ちゃんに差し出されて「あーん」のような形で、間接キスが出来るという状況でやらないわけにはいかないだろう。

「じゃ、じゃあ……いただきます」

「め、めしあがれ」

　恥ずかしさを押し殺し、俺は前のめりになって口を開け差し出されたクレープを食べる。

　出来るだけ聖ちゃんが食べていないところを食べようとしたが、もう結構食べ進めた後なので無理だった。

　クレープはチョコや生クリームなどがたっぷりのものだったはずだが……なんだか恥ずかしくて味があまりよくわからない。

「ど、どうだ、美味しいか？」

「う、うん、美味しいよ」

「そ、そうか……」

　そして聖ちゃんは俺が食べたところを、一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしたが……一気にかぶりついた。

「んっ……あ、甘いな」

「う、うん、甘かったね」

　クレープがどれだけ甘かったかはあまり覚えてないが、今の俺達の方が甘い空気を出している気がする……。

　こういう空気を俺は漫画とかで読んだことはあるのだが、自分が当事者として味わったことはなかったから……なんだかめちゃくちゃ恥ずかしい。

　おそらく聖ちゃんもそう思っているのか、恥ずかしそうに顔を赤らめていた。

　そして俺と聖ちゃんが同じタイミングでチラッとお互いの顔を見て……なんだかこの空気がおかしくなって、お互いに笑い合った。

「あはは、まさか聖ちゃんがあんな恥ずかしいことをするとは思わなかったよ」

「ふふっ、久村こそ。そんなに恥ずかしがるなんてな」

　あー、ヤバい、聖ちゃんとこんなに楽しく過ごしている……死ぬほど幸せだ。

　その後、俺達が食べ終わったと同じタイミングくらいで、勇一と藤瀬が食べ終わって移動するのを確認した。

　あの二人の方が食べ始めるのは早かったが、たくさん買って食べていたようだ。

「勇一は知っていたけど、藤瀬も結構食べるんだな」

「そうだな。詩帆も少し気にしてるが、重本もいっぱい食べるようだから、そこも二人は合っているようだな」

　原作でも藤瀬がそこまで食べるような描写はなかったから、初めて知った。

　ぶっちゃけこの『おじょじゃま』の漫画、人気の漫画なのだがまだそこまで長期の連載というわけじゃない。

　十巻も出ていないから、まだ出ていないキャラの情報とかもあるのかもな。

　それからしばらく、また普通に勇一と藤瀬が遊園地を回るのを見守りながら、俺達も二人がやったアトラクションに入ったりした。

　さすがに一応見守るという目的なので、全部のアトラクションに入ったわけじゃない。

　昼飯を食べ終わって二時間ほど経ち、とりあえずここまではまだ原作通り、東條院さんは邪魔しに来ていない。

　さて、次にあの二人が行く場所は、あそこかな？

　原作でも二人が行ったアトラクション、それはというと……うん、やっぱり。

「お化け屋敷だな」

　ラブコメ漫画での遊園地デートでよくある、お化け屋敷の回だ。

　ヒロインの女の子が怖がりで「きゃー」となって男の子にくっつき、ちょっとしたラッキースケベがあるみたいな感じのやつな。

　勇一と藤瀬も一緒に入るのだが、この漫画は少し定石から外れていて……まさかの、勇一がお化け屋敷が超苦手という展開だった。

　だから今も、俺と聖ちゃんが見つめる先には、勇一がどうにかしてお化け屋敷はやめようと藤瀬に提案しているところだった。

「ふ、藤瀬、ここはやめないか？　ほら、こういうところって子こ供ども騙だましなのが多いし、高校生になって俺達が入るような場所じゃないぞ？」

「えー、私は結構好きだよ？　それに子供騙しでもいいじゃん、遊園地に来たんだから、子供の頃の気持ちを思い出さないと。あっ、もしかして重本くん、怖いの？」

「そ、そんなわけないだろ！　よし、行くか！」

「ふふっ、そうだね」

　うん、原作通りの展開だ。

　すでに藤瀬は今の反応とかで、勇一がお化け屋敷が苦手ということがわかっているが、だからこそ一緒に入りたかったようだ。

　意外とドＳなんだよなぁ、藤瀬って。

　まあ「そこがいい！」っていうファンも多かったから、勇一もそこが好き……と言うと、あいつがそういう趣味みたいな奴になるな。

　いや、もしかしてそうなのか？　……今度聞いてみよう。

「よし、二人が入ったみたいだな。じゃあ俺達も……」

「い、いや、別に行かなくていいんじゃないか？」

「……えっ？」

　聖ちゃんの言葉に、俺は疑問の声を上げてしまった。

「ほ、ほら、別にあそこは中は暗いし、東條院も邪魔しに来ることはないだろう。うん、あそこは大丈夫だ、入らなくても大丈夫だろう」

　今までもあの二人が入ったアトラクションに毎回入ったわけじゃないが、今の聖ちゃんの断り方はどう見ても……。

「……えっ、もしかして聖ちゃん、お化け屋敷とか苦手？」

「べ、別に、ただあんなの子供騙しで行く意味があるのか、と思っているだけだ」

　いや、勇一とほぼ同じこと言ってるじゃん。

　まさか聖ちゃんが怖いものが苦手とは……まだ原作では出ていなかった情報だろう。

　いや、まあ普通の女の子は苦手な子の方が多いだろう。

　むしろ嬉き々きとして入って行く藤瀬の方が珍しいのだ。

　ただこれは……俄が然ぜん、入りたくなってきた。

「俺は結構好きだよ。童心に返ってああいうところに行くのも楽しそうじゃない？」

「うっ……」

「ほら、行ってみない？」

「……に、苦手なんだ」

「えっ？」

「苦手なんだ！　正直に言うと、ああいう、お化け屋敷とかは……！」

　おー、まさかのカミングアウト。

　そうだよな、勇一みたいに無理して意地を張らなくても別にいいもんな。

「あっ、そうだったんだ」

「……幻滅するか？」

「いや、別にお化け屋敷苦手くらいで幻滅はしないよ。そんなこと言ったら、俺もジェットコースター苦手だし」

「そ、そうか、それはよかった」

「ただ……ごめん、めちゃくちゃ聖ちゃんと一緒にお化け屋敷に行きたいんだけど」

「な、なぜだ!?　苦手だと言っているだろ！」

「だからこそというか、怖がる聖ちゃんは絶対に可愛いと思って」

「せ、性格悪いなお前！」

「いやいや、それを言うなら藤瀬もそうだろ」

　俺は正直に言ったが、あっちは心の中で楽しんでるだけだからな。

　むしろ聖ちゃんの親友さんの方が性格悪いと思うぞ。

「無理にとは言わないよ。だけど聖ちゃんもお化け屋敷とかって、子供の頃に行って苦手な意識があるだけじゃない？」

「ま、まあそうだが……」

「だからもしかしたら、高校生になって気づかない間に克服してて、楽しめるくらいにはなってるかもよ？」

「確かに……」

「まあ俺の本音は、聖ちゃんがまだ全然克服してなくて、すごく可愛い姿を見せてくれることを祈ってるんだけど」

「おい、最低じゃないか」

「自分に正直と言ってくれ」

　いや、本当にマジで。

　二重に同じことを言ってしまっているが、本当にマジでそう思っている。

　聖ちゃんがお化けを怖がるところなんて、死んでも見たい。

「お化け屋敷なんて怖がってナンボだから、むしろ怖がらない人よりも楽しめるんだよ？　まだ克服してなくても聖ちゃんはお化け屋敷をすごく楽しめるってことになると思うよ」

「……お前、どれだけお化け屋敷に入りたいんだ」

「そりゃもう、この遊園地で今一番入りたいアトラクションになったくらいには」

「そ、そんなに入りたいのか」

　俺は別に怖いのは得意でも不得意でもないけど、聖ちゃんの怖がっている姿をめちゃくちゃ見たいのだ。

「……わ、わかった。そこまで言うなら、入ろう」

「おっ、マジで？」

「ああ、私も苦手は克服したいとは思っていたんだ。小学生以来入っていないから、もしかしたら行けるかもしれないしな」

　おー、本当にまさか行ってくれるとは。

「まあ無理だったら途中リタイアとかもあるから、そこに行けばいいと思うよ」

「一度入ったからには最後まで行くさ」

　そして俺と聖ちゃんは、勇一と藤瀬が入っていったお化け屋敷に入っていく。




　どうやらここは病院がモチーフになっているようで、暗いお化け屋敷の中、最初は二人並んで歩いていた。

　聖ちゃんは足取り軽く……というよりも、早く出たいという気持ちからか、とても早歩きになっていた。

「聖ちゃん、そこまで急いでたら転んじゃうよ」

「い、急いでなどいない！」

　聖ちゃんは気丈を保とうとしているようだが、やはり声がいつもよりも震えている。

　今のところお化けとかは出てきてないから、聖ちゃんはまだギリギリ冷静を装えているようだ。

　だが次の瞬間、少し先を歩いていた聖ちゃんの右側の物陰から、ナース姿のゾンビが飛び出してきた。

「ひゃっ!?」

　聖ちゃんはいつもの声とは比べ物にならないくらい高い声を上げ、後ろにいる俺のもとまで下がってきた。

　というかここのお化け屋敷、お化け役は人がやってるのか。

　機械とか人形じゃないからより怖い、俺もちょっとビックリしているが……。

　聖ちゃんはそれ以上に怖がっているようで、俺を盾にするように俺の左腕にくっついた。

　……もう一度言おう、俺の左腕に縋すがるようにくっついたのだ、あの聖ちゃんが。

「ちょっ……!?」

「は、早く行くぞ！　逃げないと……！」

　まだ目の前にナース服のゾンビがいるので、聖ちゃんは俺の左腕を取って抱きかかえるようにしながら、前に走っていく。

　俺も引っ張られるようについていくのだが、それどころじゃない。

　ま、まさか抱きつかれるとは思わなかった。

　いや、ひょっとしたらあるかもとは思ってたが、こんなに早くされるとは、俺の心の準備が出来ていない。

「に、逃げれた？」

「に、逃げれたから、大丈夫だよ……」

　聖ちゃんは少し涙目になりながら振り返り、安あん堵どのため息をついた。

　そして聖ちゃんが前を向いて進もうとした瞬間、また聖ちゃんがいる方の物陰からガタンと音がして人が出てくる。

「きゃぁ!?」

「っ……!?」

　今度は最初からくっついていたから、より一層俺の方に体重をかけてくる。

　その分……聖ちゃんの豊満な、お、お胸が、が、俺の左腕に……！

　聖ちゃんは全く気づいた様子もなく、怖がりながら目を瞑つぶっていた。

「は、早く、逃げないと……」

「そ、そ、そう、だね……」

　俺も聖ちゃんも言葉を詰まらせながらそう言って、先に進んでいく。

　お化けが出てこないところでも、聖ちゃんは俺の左腕を放そうとしない。

「せ、聖ちゃん、そろそろ離れた方が……」

「む、無理だ……怖すぎて、離れたくない……！」

「ぐふっ……」

　ダメだ、暗闇でもわかった、鼻血が出た。

　さっきから出る寸前だったのだが、今の言葉でもう抑えきれなかった。

　掴つかまれていない右手で鼻を覆って軽く押さえる。

　幸い、昨日の時のように派手に出ているわけじゃない。

　というかマジで、二日連続で漫画のように鼻血が出るとは思っていなかった。

　いや、それよりも今の状況だ。

　まだ聖ちゃんは俺の左腕を抱きかかえ、むしろ先程よりも強く掴まれている。

　俺の二の腕あたりが、すでに聖ちゃんの胸と胸の間に収まってしまっていた。

　まさか俺が主人公の勇一よりも先に、こんなにもハプニング的なものを受けるとは……。

　しかも聖ちゃんは薄着なので胸の感触や熱などが、強く伝わってきてしまう。

　俺の左腕の感覚もここぞとばかりに、エグいほど鋭くなってしまっていると思う。

　そして二の腕の部分は胸に挟まれているのだが……手の甲の部分が、聖ちゃんのむき出しになってるお腹なかに当たっているのだ。

　聖ちゃんはおそらく気づいていないが、聖ちゃんのすべすべした肌質がもう、ちょっと、ヤバい……！

　ダメだ、意識してしまったら、さらに鼻血が出てきてしまう。

「せ、聖ちゃん、大丈夫？　リタイアも出来るけど……？」

「い、いや、リタイアはしたくない……結構進んだから、多分そろそろ出口だろ……？」

　聖ちゃんはそう言うが、多分まだ半分も進んでないと思う。

　だが聖ちゃんは負けず嫌いなのか、リタイアはしたくないようだ。

　まさか俺の方が、リタイアをしたくなるとは思わなかった。

　もちろんリタイアの理由はお化けが怖いからとかじゃなく、聖ちゃんのせいで心臓が止まる可能性があるからだ。

　もう今、心臓の音が自分の耳にまで聞こえるくらい鳴っている。

　こんなに心臓の音が大きく、そして速く鳴っているのを聞いたのは初めてだ。

　マジで死ぬんじゃないか、俺。いやここで死んだら本望だけど。

「ど、どうした、久村……？」

「い、いや……大丈夫」

　聖ちゃんが俺の方を見上げてそう問いかけてくる。

　その見上げる顔が、涙目で潤んだ瞳ひとみが、怖がりながらも心配してくれる表情が、もうヤバい、ヤバいしか言えない。

　ちょっとこれは本当に、早くお化け屋敷を出ないと、聖ちゃんに俺は殺されてしまう。

　聖ちゃんを人殺しにしないためにも、頑張って生き残ってこの屋敷を出ないといけない。

「行こう、聖ちゃん。早くこの屋敷を出られるように頑張ろう」

「う、うん……がんばる」

　言い方も可愛い！

　やめて！　久村司のライフはとっくにゼロよ！

　そんな言葉が思い浮かんだが、さすがにそれを聖ちゃんには言えず。

　その後、二人で少し早歩きでお化け屋敷を打破するために先へ進む。

　お化けが出る度に聖ちゃんは可愛らしい悲鳴をあげ、俺の心臓は悲鳴の音が高鳴る。

　お化け屋敷を出る頃には、俺達のライフはもうマイナスだった……。

　いや、よく俺は生きていた……頑張った、俺の心臓。

　お化け屋敷を出た俺と聖ちゃんは、近くのベンチに座って一休みをする。

　今度はジェットコースターみたいに俺だけじゃなく、聖ちゃんもしっかり休んでいた。

「……怖かった」

「うん……だろうね」

　聖ちゃんは俺のことを恨むように睨にらんでくるが、ちょっと俺は今それどころじゃない。

「死ぬかと思った……」

「そ、それは私のセリフじゃないのか？　なんでお前がそんなに疲れているのだ？　お前は別に怖がってはいなかっただろう」

「もうね、本当に、天国と地獄を一緒に味わった感じだったよ」

「どういうことだ……？」

　天国が十割近いんだけどね。

　あれを地獄と言ってたらもう、いろんな男に背後から刺される可能性があるが、あれはあれで地獄といえば地獄だった。

　本当に、死ぬか死なないかの一歩手前だった気がする。

　これが現実だったら絶対に死なないと思うんだけど、ここは一応漫画の世界だ。

　エロいことを妄想しただけで鼻血が出るのだ、あんな経験をずっとしていたら、心臓が止まっても不思議ではない。

　本当に危なかったぜ……だが最高の経験をした。

　数十分前の俺、よくぞ聖ちゃんを口説いてお化け屋敷に一緒に入ったぞ。

　だがすぐに天国と地獄を味わうことになるから、覚悟したほうがいい、数十分前の俺。

「早く、詩帆と重本のもとに向かわないと……」

「そう、だね……だけどあと数分待って」

「わかった。あと、なんでお前は鼻血が出ていたのだ？　どこかぶつけたのか？」

「うーん、ぶつかったような挟まれたような」

「ん？　どういうことだ？」

「いや、なんでもない」

　さすがにこれを聖ちゃんに言えるほど、俺に度胸はない。

　聖ちゃんもまだ回復しきれていないから、俺達はもうちょっとゆっくりしてから、あの二人を追うことにした。




　お化け屋敷を終えてあの二人に追いつき、そのまま監視デートをまた再開する。

　その後も特に東條院さんからの邪魔はなく、勇一と藤瀬のデートは続いていく。

　俺達も所々でアトラクションに乗って楽しみながら、時間は夕方くらいになった。

　……そろそろだ。

　原作ではこの後、勇一と藤瀬が行く場所で、東條院さんが邪魔をしに来る。

　次に行く場所は、この遊園地にある一番大きな売店だ。

　食べ物や飲み物を提供する店ではなく、どちらかというとお土産屋さんに近い。

　そこで二人がお土産などを選んでいる時に、東條院さんがやって来るのだ。

　勇一が夜になってイルミネーションがいい場所で告白をしよう、とか考えていたのだが、東條院さんが来たことによって告白が出来なくなるという感じだ。

　おそらくその売店で東條院さんが邪魔しに来るから、阻止をするとしたらそこだろう。

　ただどうやって阻止するかなどは全くの未定だけど。

　それに……本当に阻止した方がいいのか、いまだに悩んでいる。

　ぶっちゃけ、個人的には阻止したくない。

　ここで物語を終わらせたくないからだ。

　だけど聖ちゃんの気持ちなどを考えると、阻止した方がいいと思うのも正直な気持ちだ。

　どうしようか……。

　まだ悩んでいたが、勇一と藤瀬は原作通りに売店へと入っていった。

　それに俺と聖ちゃんはついていき、隠れながら売店へ入る。

　売店はかなり大きいので、遠くにいればバレることはないだろう。

「ふむ、ここはこういうのが置いてあるのか……」

　聖ちゃんは売店に並んでいる商品を見ていた。

　この時間まで東條院さんが現れないから、どうやら聖ちゃんも少し油断というか、緊張感がなくなってきたようだ。

　それも仕方ない、昼前からずっと見張っていたけど、結構俺たちもなんやかんや言いながら遊んでるし。

　このままだったら東條院さんがいきなり現れたら対応出来ないと思うが……まあいいか、俺としてはそちらの方がいい。

　ここはお土産用のお菓子とかも置いているが、目立つのは大きなぬいぐるみや被かぶり物だ。

　入る時に被り物とかを買って、それを被りながら遊園地の中で写真を撮ったりするやつだな。

　それで遊園地に来てテンションが高くなって買ったはいいが、遊園地以外で被ったら痛い奴でしかないから、家に置いておくのもダルくなって捨てるやつな。

　俺の偏見に近いけど。

　いろんな被り物があって、クマの耳、ウサギの耳をモチーフにしたものなど、色々だ。

　うーん、可愛いとは思うが、お土産として買うほどではないな。

　あっ、だが俺の家には、可愛い可愛い妹の凛恵がいる。

　ウサギの耳の被り物は、胸元くらいまで垂れているモフモフした部分があり、二つのモフモフの部分を握ると、ウサギの耳がピョンッと跳ねるようになっている。

　これを被って、ちょっと恥ずかしそうにウサギの耳をピョコピョコと動かす凛恵……。

　アリだな、買うか。いや、待て、落ち着け俺。

　本当にいるか？　というか凛恵がこれを被ってくれるだろうか？

　凛恵だったら「バカじゃないの？」と言って、一度も被ってくれなさそうだ。

　だが頼んだらやってくれるかな？

　……一応聞いてみるか。

　スマホを起動させ、ＲＩＮＥを開いて凛恵にメッセージを送る。

　このウサギの被り物を写真に撮り、送った方がわかりやすいかな。

　そう思ってカメラ機能にして、ウサギの被り物を手に取った。

「えっ、久村、もしかしてそれを買うのか？」

「ちょっと迷ってる」

「ま、まさかお前にそんな趣味があるなんてな……」

「いや、俺用じゃないから。妹にどうかな、って」

「妹さんか……何歳だ？」

「一個下」

「高校一年生の妹に、これを？」

　聖ちゃんもウサギの被り物を手に取り、そう聞いてきた。

　妹がこれをお土産にもらって喜ぶような、ちょっと痛い子だと思われているようだ。

「いや、喜ばないと思うけど、買って帰ったら被ってくれるか聞いてみる。絶対に可愛いと思うんだよなぁ、凛恵が被ったら」

「むっ……」

　凛恵のようなツンデレっぽい子が被ったら、ギャップがあって最高に可愛いと思う。

　一回でも被ってくれたら、写真を撮って保存したい。ダメ元で聞いてみるか。

　そう思っていたら……。

「ひ、久村」

「ん？　なっ……!?」

　名前を呼ばれて隣にいる聖ちゃんの方を向いたら……ウサギ聖ちゃんがいた。

　まさか聖ちゃんが、このウサギの被り物を……！
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「ど、どうだ、やっぱり似合わないか……？」

　聖ちゃんがちょっと恥ずかしそうに照れ笑いをしながら、俺にそう問いかけてきた。

　──カシャ。

「……ん？」

「あっ、ごめん、反射で」

　気づいたら俺は、起動させたカメラアプリで聖ちゃんのその姿を撮っていた。

「な、何をやってる!?」

「ごめん、脊せき髄ずい反射だった。脳が指示を出す前に、身体が動いてた」

「訳わからないことを言ってないで！　今の写真を消せ！」

　聖ちゃんは顔を真っ赤にしながら、ウサギの被り物を外しながら言う。

　さすがに今のは失礼だろう。

　俺はそう思って聖ちゃんの言う通り、写真を消そうと画面を見るが……。

　そこには天使が写っていた。

「……消したくない、家宝にしたい、印刷して額縁に入れて飾りたい」

「ダメに決まっているだろう!?」

　めちゃくちゃ本音が出てしまった。

　こんな可愛い姿の聖ちゃんの写真を消すなんて、もったいなさすぎる。

　一生保存していたい。

「本当にダメ？　めちゃくちゃ可愛いんだよ、これ」

「くっ……ダ、ダメだ」

「お願い、誰にも見せないから。これを毎朝見て、どんなに辛つらい日だとしても一日頑張ろうって思えるから」

「ま、毎朝!?　なおさらダメだ！　そんな恥ずかしい格好！」

「……本当にダメ？」

「……うん、ダメ」

　なんとか粘ったものの、やはりダメなようだ。

　あぁ……こんな可愛い聖ちゃんを消すなんて、俺には出来ない。

「くっ……聖ちゃんが消してくれ。俺にはそれを消すなんてことは出来ない」

「そこまでか……？」

　俺は手を震わせながら、聖ちゃんにスマホを渡した。

　そして聖ちゃんは受け取り、操作をして……写真を消したようだ。

「ああ……一生ものだったのに……」

「……そ、それなら、その、一緒に写真を撮るのはどうだ？」

「えっ？」

「ほ、ほら、詩帆と重本みたいに」

　聖ちゃんが見ている方向に視線をズラすと、そこには藤瀬と勇一が顔と顔を結構近づかせて、藤瀬がスマホを持って自撮りをしていた。

　クマの耳のカチューシャみたいのをお揃いでつけていて、とんだバカップルのようだ。

　まだあの二人付き合ってないよな？

　……ん？　なんかあの光景、違和感があるな。

　どっか既視感があるというか、なんというか……。

「あの二人みたいに一緒に写真を撮るなら、別に構わないが……」

「えっ？　じゃあ俺もウサギの被り物して、ってこと？」

「そ、そうだ」

　なんと、俺もあのウサギ耳の被り物をしないといけないようだ。

　だがそれをすれば、あの二人のような形で写真を撮ってもいいとのこと。

「もちろんやります」

「そ、即答だな」

　逆にやらない理由が見当たらない。

　聖ちゃんのウサギ耳姿をまた写真に収めて保存が出来て、しかもそれが俺とのツーショットの写真なんて、金を払ってでも欲しいくらいだ。

「じゃあ俺もつけて……」

「ふっ……す、すまない、あまりにも似合ってなくて」

「うん、俺も似合うとは思ってなかったけど、まさか聖ちゃんが吹き出すほど似合ってないとは思ってなかったよ」

　まあ聖ちゃんのそんな笑みを見れたのなら嬉うれしいけど。

　とりあえず聖ちゃんももう一回被り直す……うん、可愛い、天使、最高。

　すでに聖ちゃんが俺のスマホでカメラを起動させているので、それで撮ることにする。

「ほ、ほら、もっと近寄れ」

「う、うん……」

　俺的には結構もう顔を近づけたのに、聖ちゃんはまだ足りないと言ってくる。

　藤瀬と勇一の写真の撮り方を見ているので、あの二人のようにやりたいようだ。

　あの二人、頬と頬がくっつきそうなくらい近づいていたけど？

　さすがにそこまでは無理なのでもう少しだけ近づいたら、肩と肩が当たった。

「そ、そこでいい……！　じゃ、じゃあ、撮るぞ」

　聖ちゃんはそう言ってスマホの画面を指で押し、カシャと鳴った。

　そしてすぐさま俺と聖ちゃんは離れる。

「と、撮れたようだな」

「そ、それはよかった」

　もう一度あれだけ近づけ、というのはさすがに心臓がもうもたない。

　いや、さっきのお化け屋敷ではあれ以上近づいていたのだが、あれとはまた別だ。

　聖ちゃんからスマホを返されて写真を見ると、どちらも頬が赤くて少しぎこちない表情をしていた。

　俺はもうどうでもいいが、聖ちゃんはこれでも可愛いから最高だな。

「あ、あとでこの写真、ＲＩＮＥで送るね」

「あ、ああ、頼む」

　めちゃくちゃ恥ずかしいが、これは一緒に共有した方がいいだろう。

　……ん？　待てよ、今の俺のセリフも、なんか既視感を感じた。

　なんだ、この既視感は……。

　──っ、わかった……！

　えっ、だけど待て、なんで……!?

　俺はあることに気づき、勇一と藤瀬を捜した。

　そして見つけると、普通にまだ売店でお土産などを探している。

「ど、どうしたんだ？　いきなりあの二人の方を見て……」

「い、いや、見失ったのかと思ったんだ」

「ふむ、大丈夫だぞ。今のところ、東條院の姿形も見えないしな」

　そう、まだ東條院さんの姿は見えない。

　しかし、それはおかしいのだ。

　もうすでに原作では、東條院さんが邪魔しているはずなのだ。

　先程の違和感、藤瀬と勇一がクマの耳のカチューシャをつけて写真を撮ったところ。

　あそこで原作なら、その後ろから「あら、お二人で楽しそうですね」と東條院さんが割って入ってきているのだ。

　だから写真には、勇一と藤瀬の真ん中に怖い笑みを浮かべている東條院さんがいるのだ。

　三人になってから軽く修羅場になるが、その時に藤瀬が勇一の耳元で言うのだ、「この写真、あとでＲＩＮＥで送るからね」と。

　だが今……見てわかる通り、東條院さんは邪魔しに来ていない。

　つまりすでに……原作は、崩れている。

　なんでだ？　どうして、東條院さんは邪魔しに来ていないのだ？

　このままでは……本当に、あの二人が付き合ってしまうぞ？




　その後、勇一と藤瀬が売店を出ていく。

　最後まで、東條院さんが邪魔しに来ることはなかった。

　俺と聖ちゃんも二人のあとを追っていくが、その間俺はずっと考えていた。

　どうして、東條院歌織は邪魔しに来なかったのか？

　もしかしたら俺の記憶違いで、原作ではあの売店で邪魔をしたのではなかった？

　いや、だが先程のあの二人がクマのカチューシャをつけて写真を撮るところは、俺はしっかり原作で読んだ覚えがある。

　だから確実に、原作で東條院さんが邪魔をしたのは、あそこの売店だろう。

　それなのに、東條院さんは邪魔をしに来なかった。

　つまりすでに、この遊園地デートでの東條院さんの動きも、原作とは変わってしまっているということだ。

　なんでだ……？

　考えられるとしたら、俺がこの世界の久村司になったことによって変わった何かが影響して、東條院さんはあそこで邪魔しに来なかった、ということだ。

　これまでに原作と何が変わったか、整理しないと。

　まず原作では、久村司は嶋田聖に告白をしていない。

　それにこのデートに俺と聖ちゃんが監視としてついてきているのも、原作ではなかった。

　だがそれは東條院さんに関わることじゃないし、これに関してはそこまで関係ないはず。

　では他に……そうだ、このデートのことを東條院さんが知るタイミングが、今日ではなく昨日になったことだ。

　あれは原作通りじゃなくなったところだ。

　だがそれだけだったらむしろ、邪魔するタイミングが早くなるということになってもおかしくなかったはず。

　他には……東條院さんにバレないように、勇一が前日の土曜日に俺の家に来たことか。

　だけど勇一が俺の家に来た時には、すでに東條院さんにバレていた。

　っ……まさか、あれか？

　東條院さんが俺の家に来た時に、勇一が言ったセリフ。

『夜遅くなったら、親御さんが心配するだろ！』

　あのセリフを聞いて東條院さんは様子がおかしくなり、すぐに帰ってしまった。

　勇一は全く傷をつける意図はなく、むしろ東條院さんのことを心配していった言葉だったが、彼女にとっては違う。

　母親が亡くなり、父親にすら関心を持たれていない、と思っている東條院さん。

　あの言葉は彼女にとって、心を抉えぐるような言葉となってしまっている可能性が高い。

　そのせいで……東條院歌織は、邪魔しに来ていないのか？

　これは全て俺の予想でしかないが、ありえるかもしれない。

　いや、間違っていたとしても、東條院さんが原作通りに邪魔しに来ていないということは確かなのだ。

「そろそろ日も沈んできたな」

「んっ？　あ、ああ、そうだね」

　もう辺りは結構暗くなってきて、遊園地内の電灯がつき始めた。

　まさか聖ちゃんと二人きりでデートしている時に、こんなにも違うことを考えるとは思わなかった。

「……そろそろあの二人も、あの場所に向かうようだな」

「えっ？　あの場所？」

「知らないのか？　この遊園地は夜になると、イルミネーションがとても綺き麗れいな場所があるんだ。そこで付き合ったものは……え、永遠に結ばれるというジンクスがあるらしい」

「あー……なんか、聞いたことあるかも」

　確かに原作でも、この遊園地のイルミネーションの中、告白を成功させたら永遠に結ばれる、というのがあった気がする。

　もちろん原作では東條院さんが邪魔をしたから、勇一と藤瀬と東條院さんの三人でそこにいって、「綺麗だなぁ」とかいって終わった気がする。

　あまり印象がなかったから忘れていた。

　しかし……このままでは、あの二人はそこで告白をして、付き合ってしまう。

　こういう物語のそういうジンクスって、おそらくマジでその通りになる。

　だからつまり……ここであの二人が付き合ったら、永遠に結ばれるということだ。

「あっ……あの二人が、そのイルミネーションの方に行ってるぞ」

　聖ちゃんの言う通り、あの二人はイルミネーションが綺麗な方向へ歩いていく。

　このままでは、本当に勇一と藤瀬が付き合ってしまう。

　東條院さんは、本当に邪魔する気はないのか？

　なんで……もしかして、俺が来たこの世界線では、勇一のことが好きじゃないのか？

　いや、それはないだろう、昨日の夜に勇一を俺の家まで送り、しかもヌード写真集をあげてもいいと言っていたくらいだ。

　じゃあなんで……っ！

　考えごとをしながら東條院さんが邪魔をしないか周りを見回していたのだが……ある人物が俺の目にとまる。

　それは執事服を着た老人。

　老人といっても背筋が伸びていて、身長は俺よりも高く、白しろ髭ひげなどが生えているのだがとても凛り々りしい印象を受ける。

　どう見ても一般人のような風ふう貌ぼうではなく、この遊園地のオーナーかと思うくらいだ。

　だけど俺は、あの人のことを知っている。

　あの執事服を着た老人は、東條院さんに仕えている人だ。

　確か東條院さんに、「爺じいや」と呼ばれている執事。

　いつも東條院さんのワガママに付き合っている人で、風貌はイケオジって感じでめちゃくちゃカッコいい人である。

　あの人がいるってことは、確実に東條院さんがいるってことだ、絶対に。

　でもそれだったら、なぜ邪魔しに来ない？

　……もしかして、勇一のあの言葉を変に気にしているのか？

　今の東條院さんにとっては、両親の話題はとてもナーバスになるものだろう。

　今後、それについては原作でも触れて、解決した話題なのだが……今は全く触れられたくないもののはずだ。

　それを勇一に触れられたというのが、一番気にしているところなのかもしれない。

　もしかしたらこのまま……東條院さんは、邪魔をしないのか？

　それだったら、彼女は……父親との問題を、救われずに生きていくのか？

　原作では今後、勇一が彼女を救う物語がある。

　それは藤瀬と付き合ってしまったら、なくなってしまうのではないか？

　そしたら、彼女は……。

　俺は勇一と藤瀬の方を見る。

　二人は先程までの楽しそうな雰囲気は少しなくなり、緊張感がある空気が出ている。

　おそらく二人ともイルミネーションがある場所に向かっていて、告白をしようと考えているからだろう。

　これから止めるのは難しいかもしれない。

　それでも……。

「久村、私達もその、イルミネーションの場所に向かうか。そ、そこでお前に、話が……」

「聖ちゃん」

「っ、なんだ？」

「ごめん、ちょっと俺、用事が出来た」

「……はっ？」

　聖ちゃんの返事を聞かずに、俺は走り出した。

　ごめん、聖ちゃん。

　聖ちゃんは藤瀬のことを想って、東條院さんの邪魔をしたかったのだろう。

　藤瀬に知られないように隠れてここまで行動するくらいに。

　だけど俺は……まだ、あの二人にはくっついてほしくないんだ。

　いつかは勇一も、藤瀬か東條院さんの二人のどちらかを選ぶ時が来ると思う。

　でも今のままじゃ、勇一が東條院さんを全く見ずに、藤瀬を選んでしまう。

　それは絶対にダメなんだ。

　あと……ちょっと藤瀬にも聖ちゃんにも言いづらかったんだけど。

　俺、『おじょじゃま』のキャラで二番目に好きなのは、東條院歌織だったんだよな。

　そう思いながら俺は走り、執事服を着た老人に話しかける。

「あの！　ちょっといいですか！」

「……私めに何かご用でしょうか」

　執事の爺やは俺を見て、静かにそう問いかけてきた。

　初めて聞いた爺やの声だが、とても渋くてカッコいい声だ。

「東條院さんのもとに、連れていってください」

「……貴方あなた様は、お嬢様の何でしょうか？」

　少し警戒するように、俺を見下ろしながら言う。

　俺は東條院さんと別に友達なわけじゃない。

　なら言うことは……これだろう。

「東條院歌織の好きな人の、親友です」




　　　　◇　◇　◇




　その日、歌織は自分の大好きな人、重本勇一のデート場所に来ていた。

　デート場所といっても、自分が勇一とデートするのではない。

　勇一の想い人、藤瀬詩帆とデートをする場所だ。

　すぐに、邪魔しようかと思った。

　だけど勇一が誘ったようなので、最初は二人のデートの様子見をした。

　勇一は、カッコいい。小学校も中学校も、女子の憧あこがれの的だった。

　しかし勇一は自分のことをモテていないと思っているのは、全て歌織が勇一をそんなミーハーな女達から守ったからだ。

　ただ今回は、女子が勇一のことを好きではなく、勇一が女子を好きになってしまった。

　今までにないパターンで、歌織もとても狼狽うろたえた。

　しかし「勇一に相応ふさわしい女性は、絶対に私だわ」という思いで今までずっとやってきた。

　他の女性を近づかせないように、自分と勇一は小学校の頃からの仲で、すでに付き合っていて、婚約者でもあるという噂を流した。

　とても恥ずかしくて死にそうだったが、やりきった。

　しかしそれでも、勇一は藤瀬詩帆とデートをしている。

　今までの自分だったらそれでも、「私の方が絶対に勇一のことを愛してる！」と思って、デートの邪魔をしに行っただろう。

　だが……昨日、勇一に言われたことを思い出す。

『夜遅くなったら、親御さんが心配するだろ！』

　その言葉、勇一が自分のためを思って言ってくれた言葉。

　しかし……自分には、そんな親はいない。

　母親も父親も、あの広くて寂しい豪邸には、いないから。

　父親は忙しくていつも家におらず、帰ってきたとしてもずっと執務室で仕事をしている。

　家で顔を合わせることなんて、年に一回あるかないかだ。

　そんな自分が、こんなにも愛を受けてない自分が、本当に重本勇一を愛しているのか、不安になった。

　自分が勇一に向けている愛とは、いったいなんなのか。

　愛を全く知らずに育ってきた自分が抱いている勇一への想いは、どういったものなのか、わからなくなった。

　勇一と藤瀬詩帆がデートしている時は、ずっと楽しそうだった。

　自分は今、勇一にあんなに可愛らしい、純粋な笑みを向けられるだろうか。

　それがわからなくて、邪魔が出来なくなってしまった。

　このままでは勇一と藤瀬詩帆が、付き合ってしまう。

　だけどそれでも……。

「いいのかもしれないわね……」

　そんなことを、遠くを見ながら呟つぶやいた。

　爺やに車を運転してもらってここに来て、昼頃からずっと付き合わせてしまっている。

　今も最後にあの二人がどこに行くのかを見に行ってもらい、歌織は食事がゆっくりと出来るスペースがある場所で待っていた。

　外なので少し暗いが、明かりやイルミネーションがついているので真っ暗闇ではない。

　そんな中一人、歌織は爺やの帰りを待っていた。

　後ろから足音が聞こえたので振り向く。

「爺や、遅かったわね……あら、久村くん」

「……ご機嫌よう、東條院さん」

　爺やだけが帰ってくると思いきや……まさか、久村司まで来るとは。

　もちろん歌織は、久村司と嶋田聖がこの遊園地に来ていることは把握済みだった。

　おそらく自分が邪魔しようとしたら阻止する手て筈はずだったのだろう。

　ただもう……二人がこの遊園地に来た理由は、なくなった。

「ご機嫌よう。それで、どうして爺やと一緒に私のところに来たのかしら？　ああ、私を阻止しようとしていたのなら、もう大丈夫よ。私はもう、邪魔するつもりはないから」

「っ……なんで、邪魔をしないんだ？　勇一のことが好きだったんじゃないのか？」

「……さあ、それがわからなくなってしまって」

　確かに好きだった。

　だけど自分は、本当に好きだったのかわからない。

　父親の愛すらもらっていない自分が、勇一にちゃんとした愛を向けていたのだろうか。

「……なんで諦あきらめるんだよ。子供の頃から好きだったんじゃないのかよ」

「ええ、そうね。好きだった、と思うわ。だけどなんだか、色々と考えてたら違うのかもしれない、と思ったのよ」

「っ……そうか。怖くなったんだな」

「……そうかもしれないわね」

「なんで怖くなったんだ？　あれだけ勇一のことを好き好き言ってたじゃないか」

「……ただ冷めただけよ。私みたいな女がいるのに、他の女を好きになる勇一をね」

「へー、その女に魅力で負けているって認めたってことなのか」

「っ……あなたなんかに、何がわかるの」

　ずっと違う方向を向きながら喋しやべっていた歌織だが、初めてそこで久村の顔を見た。

　久村はとても真面目な顔をして、真剣な瞳ひとみで歌織のことを見ていた。

「わかるわけないだろ。生まれも育ちも違う、ましてや東條院さんは大企業のご令嬢。そんな奴の気持ちなんてまるでわからない」

「……ええ、そうでしょうね」

「ただあんたも、俺の気持ちなんてわからねえだろ」

「……何が言いたいの？」

「相手の気持ちなんて、口にしてもらわないとわかんねえってことだよ。だから俺は聖ちゃんのことを好きだって言うし、妹の凛恵のことは可愛いってしっかり言葉にする」

「……本当に何を言っているのかわからないわ」

「……はぁ、ここまで言うつもりはなかったんだが」

　久村は一度目線を外し、下を向いてため息をついた。

「だからあんたも、父親の気持ちなんてわかってないだろ」

「っ!?　あなた、何を知って……！」

　自分と父親のことは誰にも話していないことだ。

　勇一にも、一度も話したことはない。

「そこは今はどうでもいい。ただ東條院さんも、自分の父親の気持ちはわからないだろ」

「……そうね。わからないわ。だけど言葉にしなくても、態度でわかるものなのよ。お父様は……あの人は、私のことを好きでも嫌いでもないわ」

「あんたが怖くなった理由は、そこだろ。自分は愛をもらったことがないから、勇一に向けている愛が本当の愛かわからなくなった、っていうことだろ」

「っ……あなた、いったい何を……！」

「そこはもういい。じゃあその父親の愛、確かめてみろよ」

「はっ……？」

　父親の愛を、確かめる？

　もうそんなの十何年もの間で、答えは出ているのだ。

「スマホで父親に電話して、聞いてみろよ。自分のことを愛してるかって」

「……何を言っているのかしら、あなたは」

「いいから、してみろ。それで自分が愛をしっかりもらっているか、わかるはずだから」

「……はぁ、たとえ私が今電話しても、お父様は絶対に出ないわ。これは愛とかの問題じゃなくて、出れないの。私のお父様はとても忙しい人で、朝起きてから夜寝るまで一分単位、いえ、数十秒単位でやる仕事が決まってるのよ」

　世界に誇る大企業である東條院グループ。

　その社長である歌織の父親は、本当に大忙しで、いきなりかかってきた電話なんて絶対に取れないだろう。

　予定にない電話を数分取るだけで、数億円もの商談が遅れて破談になったりする可能性があるのだ。

「いいからやってみろ。いいじゃねえか、繋つながらなくても『仕事で忙しい』っていう言い訳も使えるしな。藤瀬に魅力で負けただけなのに、勇一に見る目がないって言い訳を使う東條院さんにはピッタリだ」

「っ……いいわ。その茶番に乗ってあげる」

　そこまで言われて断ったら、東條院歌織の名が廃るというものだ。

　スマホを出し、数少ない電話帳の中で「お父様」と書いてあるところをタップする。

　もう一度タップすれば、電話をしてしまう。

　だが本当にいいのだろうか。

　大事な商談中だったら、ちょっとした電話の音でも非常に迷惑だろう。

　しかも本当にこんなにいきなりで、絶対に出れるわけがないのに。

「どうした、やっぱり東條院歌織は意気地なしなのか？」

「っ……繋がっても繋がらなくても後悔させてやるから、覚悟してなさい」

　そう言いながら歌織は、もう一度画面をタップした。

　電話の電子音が響き、呼び出し音が鳴り響く。

　一回鳴り、二回鳴り──繋がる音がした。

「えっ……？」

　思わずそう呟いてしまう歌織、聞き間違いかと思ったが。

『もしもし。どうした、歌織』

　父親の声が、聞こえてきた。

　慌てて耳にスマホを当てて返事をする。

「お、お父様、突然のお電話申し訳ありません」

『ああ、驚いたよ』

「お、お忙しい中、私の電話なんかに出てもよかったのですか……？」

『ん？　娘の電話に出ない父親が、どこにいるのだ？』

「っ──」

　その言葉に、声が出なかった。

　数十秒単位で決まっているスケジュール、今のこの数秒のやりとりでさえ、スケジュールを大幅に押してしまっているだろう。

　それなのに……自分の父親がそんなに自分のことを想っているとは、思わなかった。

『それで、何か用か？』

「あっ、その……」

　そうだ、電話をした用件は……一瞬だけ久村の方をチラッと見る。

　まさか繋がるとは思っていなかったので、こんな恥ずかしいことを聞くことになるとは。

　だが父親の時間を奪うのも申し訳ないので、勇気を振り絞り問いかける。

「お、お父様が、私を……あ、愛しているか、聞きたくて……」

『……そんなことか？』

「っ……」

　先程とは、全く逆の理由で声が出なかった。

　やはりお父様は、自分のこと何とも思っていない──。

『愛してるに決まっているだろう』

「……えっ？」

『聞こえなかったか？　電波が悪いな。おい、ここの建物の電波を替えておけ』

　父親が近くの人間にそう指示を出すのが聞こえた。

「ち、違います、聞こえました、はっきりと……」

『そうか？　それならいい』

「あ、愛して、いただいていたのですか……」

『父親が娘を愛するのは、当たり前だろう』

「──っ！」

　その言葉に、思わず目から涙が溢あふれる。

　今まで一度も愛されていないと思っていた。

　だって一度も、そんな素振りをされたことはないし、一度も口に出されたこともない。

　これは本当にお父様なのか。

　偽者ではなく、本物で……その愛は本物なのか。

「お、お父様……」

『ん？　ど、どうした歌織。なぜ泣いているのだ？』

「えっ、あ、すみません……」

『な、何か私がやったか？　それとも何か面倒ごとに巻き込まれたか？　大丈夫だ、私が今からそちらに行く』

「えっ？」

『おい、この後の予定は全部キャンセルだ。アメリカ大統領との会食？　どうでもいい、後にしろ』

「ちょ、お、お待ちください！　お父様！　私は大丈夫ですので！」

『本当か？　無理はしてないか？』

「はい……大丈夫、です」

　まさかお父様がこんなにも自分のことを想っているとは、本当に夢にも思わなかった。

　ずっと無関心な態度を取られてきた、というような印象しかない。

　だけどそれは……全部、自分の勘違いだった？

『……ならいい。そういえば来週の土曜日の夕食だが、何を食べたい？』

「あっ……」

　言われるまで忘れていた……いや、意図的に遠ざけていたのだが、来週の土曜は一ヶ月に一度のお父様との食事会だった。

　毎回高級レストランとかで食事をしているのだが、いつも爺じいやとかに「ご主人様が何を食べたいかお聞きしたいようです」と言われていた。

　その度にいつも「何でもいいです、と伝えて」と言っていた。

　だが今回は初めて、こうして直接問いかけられた。

「その……なんでもいいのですか？」

『ああ、なんでもいいぞ。私が用意できないものはない』

　あの大企業東條院グループの社長だ、この世で用意出来ない食材など本当にないだろう。

　しかし……歌織は、特別なものは求めない。

　ただただ、娘として……。

「あの……お、お父様の、手料理を、食べてみたいです」

『っ……私の、手料理か？』

「は、はい」

『本当にそれでいいのか？　どこの高級レストランでもいいのだぞ』

「いえ……私は、お父様の手料理が、食べたいです」

　子供の頃……何歳かも覚えていない時。

　まだ会社がそこまで大きくなく、家もあまり大きくない時だった。

　その頃にお父様が作った料理を、食べた覚えがある。

　どんな料理だったかも覚えていないが……美味おいしかったということは覚えていた。

　どんなに高級なレストランで美味しいものを食べたとしても、いまだに忘れていない。

　その時の料理を、食べたい。

　だが今とあの時じゃ、状況が違う。

　今ではお父様は先程も言ったが、数十秒単位で予定を組んでいる。

　そんな忙しい中、自分のためだけに料理を作る時間なんて、あるはずがない。

『そうか……わかった、久しぶりに作るから上手うまく出来るかわからないが、私が作ろう』

「えっ……いいのですか？」

『もちろんだ。ただ、そうだな……私からも、一つ頼みごとがあるのだが、いいだろうか？』

「は、はい、なんでしょうか？」

　お父様からの頼みごとなんて、記憶にある限りほとんどない。

　どんなことを頼まれるのか、そう思っていたのだが……。

『歌織が作る料理も、食べてみたいのだが……いいだろうか？』

「あっ……も、もちろんです！　ぜひお父様に、食べてもらいたいです！」

『……そうか、ありがとう。楽しみにしている』

「は、はい、私もです……」

『すまない、そろそろ秘書が私を殺しそうな目つきで見ているから、切らないといけない』

「あ、そ、そうですよね。すみません、いきなり電話をして……」

『いや、大丈夫だ』

　最後に一言……歌織は、言いたいことがあった。

「あ、あの、お父様……」

『なんだ？』

「……わ、私も、お父様を、愛しております」

『っ……そうか、ありがとう』

「は、はい……ではまた、お食事会で」

『ああ、楽しみにしといてくれ』

　そして、電話を切った。

　その後、しばらく呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　本当に今話していた相手は、あのお父様だったのだろうか。

　自分のことを無関心に思っていると、勘違いしていた。

　だけど態度だけ見たら……そうだった。

　今の会話をしていても、あっちではおそらく無表情で顔色を一切変えていないだろう。

　だけど……あんなにもしっかりと、自分を愛してくれていたのか。

「で、どうだった？」

「っ……」

　呆然としていた時に、いきなり久村に話しかけられた。

　そうだ、自分はこの男に言われて電話をしたのだった。

「……本当に、私は……お父様に、愛されていたのかしら」

「さっきの電話でわかったんじゃないのか？」

「……ええ、そうね。お父様は、私を……愛してくれていた……！」

　歌織はそう言ってもう一度涙を流した。

　ずっとずっと思い悩んでいた自分が、馬鹿だった。

　ただ一回、お父様に聞けばいいだけだったのだ。

　そうすればお父様が、あれだけ愛してくれているということがわかったのに。

「今の話を聞いている限り、父親もお前みたいに、そういうのを態度で見せるのが下手なようだな。なぁ、ずっと勇一が好きなのに、全然それが伝わらない東條院歌織さん？」

「っ……そ、それは、勇一が鈍感すぎるだけよ……」

「ははっ、まあそれもあるな。だけどそれは東條院さんも同じだったんじゃないか？　十六年間ずっと愛されていたのに、愛されてないって勘違いしていたのは、どこの誰だ？」

「っ……あなた、いい性格してるわね」

「褒め言葉として受け取っておくよ」

　そう言って二人は不敵に笑った。

「どうするんだ？　もう勇一と藤瀬は、恋人が一生結ばれるっていう場所に向かったぞ」

「決まってるでしょ、止めに行く……いいえ、違うわね。まあ見てなさい。私こそが、重本勇一の彼女に相応ふさわしいと見せてやるから」

「今のところ、藤瀬の方が断然有利だけど？」

「あんなポッと出の女に、私が負けるはずないでしょ。一瞬で追い抜いてやるわ」

「はっ、それでこそ東條院歌織だな」

　歌織は立ち上がり、久村司の方へ走り出す。

　彼がいる方向に、遊園地の告白スポットがあるのだ。

　久村を追い越すときに……。

「礼を言うわ。いつかこの借りは返すわね」

　と言って、駆けていく。

「それはどうも。あの東條院さん家ちのご令嬢の借りの返し方を楽しみにしてるよ」

　久村を追い抜いてから後ろの方でそんな声が聞こえた。

　歌織がもう少し走ったところに、一人の女性がいた。

　その人を見て歌織はフッと笑い、また追い越すときに一言言う。

「あなたの彼氏、いい男ね」

「なっ!?」

　すぐに反応されたが、歌織はそこで止まらずに走っていく。

「ま、まだ彼氏じゃない！」

　後ろからそんな声が聞こえて、さらに口角が上がってしまう。

　まだ、というのは……あと何分、何十分の話なのだろうか。

　そう思いながら、歌織は全力で勇一と藤瀬のもとへ走っていく。




　歌織が告白スポットに着き、辺りを見渡す。

　人数が少ないので、すぐに勇一と藤瀬の姿を見つける。

　二人は向き合って、ひどく緊張した様子で視線を交わしている様子だった。

「ふ、藤瀬……！　俺、お前のことが……その……！」

「重本くん……」

　そんな声が聞こえた瞬間に、歌織は叫ぶ。

「勇一ー！」

「えっ……げっ!?　か、歌織!?」

　叫んだことにより勇一がすぐに気づいたので、こちらを向いた。

　勇一は「なんでここに」と顔に書かれてるような表情をしていて、藤瀬の方もとても驚いている顔をしていた。

「お、お前、どうしてここに……！」

「はぁ、はぁ……ちょっと待ちなさい、息を、整えてから……」

　勇一のすぐ側まで来て、数秒間息を整えて──歌織は顔を上げて、言う。

「重本勇一！　あなたに言うことがあるわ！」

「な、なんだよ。というかマジでお前、なんでここに……」

「私はあなたのことを、愛してるわ！」

「……はっ？」

「……えっ？」

　歌織のいきなりの発言に、勇一も藤瀬も目を丸くして驚いた。

「勇一が小学校の頃から大好き！　ずっと好き！」

「えっ、はっ？」

「みんながお金持ちのご令嬢だからって近づいてこなくて一人だった私に、ただの女の子として接してきた優しい勇一が好き！　初恋だった！　それが今もずっと続いてるわ！」

「ちょ、か、歌織、待って……」

「小学校高学年から勇一がカッコよくなったとか言って近づいてくる女子を、私は勇一を独り占めしたいから遠ざけた！　だってあの人達、勇一の顔しか見てないもの！　いや顔もカッコよくて可愛くて抱き枕にしながら寝たら一生起きれないくらい最高なんだけど！」

「待って歌織、本当に、整理がつかないから……！」

　歌織は顔を真っ赤にしながらも叫び続けるが、歌織と同じかそれ以上に顔が赤くなっている勇一。

　すぐ側で聞いている藤瀬ですら、頬を赤らめていた。

「ずっと好きだった！　いいえ、もう好きじゃない、愛してる！　心の底からあなたを愛してる！　勇一の全てが欲しい！　そして私の全てをあげたい！　身も心も、全部！　あなたにこの身体をめちゃくちゃにされたい！」

「ちょ、ちょっと待てって歌織！　結構ヤバいことを口走ってるから！」

　少しだけ歌織の性癖が出たような気がしたが、まだ歌織は喋しやべる。

「あなたを絶対に取られたくない！　私の結婚相手なんて、あなた以外に考えられない！　だから勇一、私と結婚して」

　歌織はそう言い切って満面の笑みを見せた。

　その場にいる三人は差があるものの、顔を赤くしていた。

「勇一、私を選んで。あなたと幸せになりたいの。一生、側にいて」

「っ……歌織……！」

　幼おさな馴な染じみである歌織が、自分をそんなに想っていたことを初めて知った勇一。

　他の人から見ればわかりやすかったのだが、超鈍感の勇一は全く気づいていなかった。

　しかしここまでハッキリと言われたら、どんな馬鹿でもわかる。

　歌織が自分のことを、本気で好きだということが。

　今までの行動が全て愛情の裏返しで、自分を独占しようとしていたということが。

　ずっと仲よかった幼馴染で、これからもずっと友達だと思っていた。

　だけどこんなにも真しん摯しに自分のことを想ってくれていたと聞き、何も思わない男がどこにいるのか。

「ちょ、ちょっと待って……！」

　そこに待ったをかけるのが、今日ずっとデートをしていた藤瀬詩帆。

「わ、私も……重本くんのことが、好き！」

「え、えぇ!?」

　まだ告白をしていなかったから、藤瀬の気持ちは知らなかった勇一。

　まさか自分が好きで今日告白をしようとしていた藤瀬から、逆告白をされるとは思っていなかった。

「高校に入って出会ったばかりで、東條院さんみたいに長い間一緒にいたわけじゃないけど……！　私も初恋で、重本くんのことが好き！」

「えっ、ちょ、まっ……！」

「高校一年生で同じクラスになって……重本くんは多分覚えてないと思うけど、私がナンパされた時に助けてくれたよね？」

「えっ？　いつだ……？」

「中学校の時。大人の人にナンパされて怖がってた私を、重本くんが助けてくれたの」

「そんなこともあった気がする……」

「あの時は名前も聞けずに別れちゃってすごく後悔したけど、高校で会えて本当に嬉うれしかった！」

　どうやら勇一は中学校の時に藤瀬詩帆とは知らずに助け、フラグを立てていたようだ。

「高校に入って話すようになって、もっともっと好きになった！　こんな人と付き合いたいって、初めて思ったの！」

「ふ、藤瀬……」

「重本くんの優しいところが好き！　子供っぽいところが好き！　お化け屋敷で怖がってた重本くんが好き！　重本くんをめちゃくちゃにいじめたい！」

「ちょっと待て、藤瀬もなんかすごいこと言ってない？」

　歌織と同様に、少し藤瀬の性癖が垣かい間ま見みえた。

「だから私と……その、付き合ってください！」

　藤瀬は顔を真っ赤にしながらそう言い切った。

「勇一、私と結婚しなさい！　藤瀬さんなんかより私の方が絶対に、あなたに相応しいわ！」

「わ、私だって、東條院さんに負けないから！　重本くん、私を選んで！」

「ちょ、ちょっと待って……！」

　いきなりすごく仲よかった幼馴染の女の子と、高校に入って好きになった女の子の二人に告白をされて、戸惑わない男がいるのだろうか。

「藤瀬さんより私の方が、胸は大きいわよ！　しっかりくびれもあるし、肌も最高級のエステに行ったりしてるから、触り心地はいいわよ！」

「か、歌織、何言って……！」

「わ、私だってＣはあるから！　東條院さんよりもスレンダーで、抱き心地もいいと……お、思います」

「ふ、藤瀬も、落ち着け。恥ずかしくなって敬語になってるから」

「あら、藤瀬さん、わかってないわね。勇一は私みたいなボンキュッボンが好きなのよ。スマホのエッチな履歴も、そういうのばかりだわ！」

「ちょっと待て!?　な、なんで知って……ち、違うぞ藤瀬、誤解だ……」

　ほとんど白状してしまった勇一だが、藤瀬の誤解を解こうと……誤解ではないが、言い訳をしようとする。

「と、東條院さんもわかってないよ。重本くんは今日デートしててわかったけど、絶対にいじめられるのが好きなタイプだから。Ｓの私とＭの重本くん、絶対に相性ぴったし。いじめられるのが好きな東條院さんは、満足させられないんじゃないかな？」

「ちょっと待って藤瀬!?　お前も何言ってるの!?」

　えげつない角度からまた勇一の性癖についての暴露があった。

「くっ……勇一のスマホの履歴を見る限り、否定出来ないわ……！」

「おい、否定してくれ、頼むから。お前がそう言ったら本当に俺がＭみたいになるだろ」

　藤瀬と歌織は自分から暴露していたが、勇一に関しては二人からぶっちゃけられたので、可哀想な立場である。

「だ、だから、私が重本くんの彼女に、相応しいの！」

「いいえ、私だわ！　東條院歌織こそ、重本勇一の彼女、そして結婚相手に相応しいわ！　あなたはどうせ付き合っても三ヶ月くらいで別れるような彼女よ！　それなら最初から私が付き合った方がいいわ！」

「そ、そんなことないから！　私だって重本くんと付き合ったら、何年も何年も付き合って結婚する！」

「本当に待ってくれ二人とも。俺もその、まだそこまでの覚悟が出来るほど大人じゃないんだけど」

　藤瀬と歌織が向かい合って言い争い、その真ん中くらいで勇一が止めようとしていた。

　そして、藤瀬と歌織が同時に勇一の方に顔を向け……。

「勇一！　愛してるわ、私と結婚しなさい！」

「重本くん！　す、好きです、私と付き合って！」

「え、えっと……」

　二人の美少女にそう迫られて、嬉しくない男がいないはずがない。

　しかし、困らない男もいないわけがない。

　一人は幼馴染で仲がよかった女の子、その子は自分のことを好きで好きで独占しようとしていた、ちょっと行き過ぎた愛情表現をするが、とても可愛らしい子。

　もう一人は高校に入って好きになった女の子で、話していてとても楽しく癒いやされて、まさに勇一の理想形の女の子。

　どちらも勇一にとっては大切な女の子で、傷つけたくない、だけど二人と付き合うわけにはいかないから……。

「どっちなの、勇一！」

「し、重本くん！」

「うーん……！」

　頭から湯気が出るほど考えて……いや、本当に頭から湯気が出ている。

「っ……」

　いきなりいろんなことがあり情報過多になった脳がパンクして、ショートした。

　そのまま勇一は気を失って倒れてしまった。

「えっ、勇一!?」

「し、重本くん!?　大丈夫!?」

　倒れた勇一を支える二人だが……どうやらここで勇一から答えは、聞けないようだった。




　　　　◇　◇　◇
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「まさかあいつ、気絶するとは……さすがラブコメ漫画の主人公だな」

　俺はあの三人のやりとり、修羅場になっていた場面を見ていた。

　ほぼ叫んでたからな、遠くにいても聞き取りやすかったぜ。

　しかし勇一には嫉しつ妬とするような、同情するような……。

　美少女二人に告白をされて好かれるのは嫉妬してしまうが、あの性癖を大声でバラされるのは男として同情するぜ……。

　ま、まあ俺は特に変な性癖は持ってないから大丈夫だけど。ええ、本当ですよ。

　しかし、まさかこうなるとは思っていなかったな。

　原作ではもちろん、こんなところであの二人が告白するなんてことは一切なかった。

　だってあんな告白したら、もうその物語はほぼ最終回に近いだろ。

　ここでの藤瀬と勇一のデートは、東條院さんから邪魔をされただけで終わり。

　それから物語はどんどん続いていったのだが……俺が色々とやったことにより、もうすでにあの二人が勇一に告白をしてしまった。

　原作でもまだだったのに、だ。

　いや、原作では東條院さんの好意はほぼ勇一にはバレてたか？

　だがしっかりとした告白はあの二人はもちろん、誰も勇一にしてなかったのに。

　しかも本当は、勇一が東條院さんと父親のわだかまりを解決するんだったんだけどなぁ。

　勢いで俺がそれをほぼやってしまった。

　だけどそうしないと東條院さんが動かなそうだったし……。

「……ごめんね、聖ちゃん」

　俺は隣であの三人のやりとりを一緒に見ながら苦笑してる聖ちゃんに、そう声をかけた。

「ん？　何がだ？」

「いや……結局、俺が一番藤瀬と勇一の邪魔をしちゃったからさ」

　聖ちゃんは藤瀬と勇一のデートを、東條院さんに邪魔させたくなかったのに。

　俺があんなことをしなければ東條院さんは邪魔せずに、藤瀬と勇一はデートをやりきって普通に付き合っていただろう。

　俺が東條院さんに肩入れをしてしまったから……。

「本当にごめん」

「……ふふっ、お前もそんな顔をするんだな」

「えっ？」

　俺が少しうつむいて謝っていたら、聖ちゃんが優しい笑みを浮かべた。

「別に大丈夫だ。だがこれだけは聞かせてくれ。お前は、重本と付き合うのは詩帆と東條院、どちらがいいのだ？」

「……もちろんそれを決めるのは俺でも聖ちゃんでもなく、勇一だけど」

「そうだな。だがさっきのを見る限り、お前は重本に東條院と付き合って欲しいのか」

「いや、俺としては本当にどっちでもいいんだけど、俺は勇一に二人のことをちゃんと見て選んで欲しいんだ」

「……どういうことだ？」

「東條院さんが勇一のことを好きだっていうのは知ってたけど、勇一はそれを全く知らなかったからさ。普通の男なら絶対に気づくはずなのに」

「まあ、あれだけ分かりやすければ、誰が見ても気づく」

「そう、誰が見ても気づくのに、その本人の勇一が気づいてないんだから、東條院さんも可哀想だよね」

「そうだな」

　マジでよく気づかないよなぁ、あいつ。

　さすがラブコメ漫画の鈍感系主人公だよ。

「だからそこだけ協力してあげよう、って思ったんだ。東條院さんの想いが勇一に伝わる、それまでは味方をしたいって思った」

「……そうか」

「だからこれからは東條院さんに肩入れするつもりはないかな。多分、それは藤瀬にもかもしれないけど」

「……じゃあお前は、今日のあの二人のデートも、東條院の邪魔を阻止するつもりはなかったのか？」

「うっ……本当にごめん。すごく悩んでたけど、ぶっちゃけそうです……」

　正確に言うなら俺や聖ちゃんが邪魔をしようとしたところで、あの東條院歌織を抑えきれるわけがないと思っていた。

　だから聖ちゃんくらいの熱をかけて絶対に阻止しよう、と思っていたわけじゃないというのは事実だ。

「はぁ……まあお前が重本を想って、そして東條院のためにしたというのはわかるが、それなら私と東條院の邪魔を阻止しに遊園地に来なければよかったではないのか」

「そうなんだけど……聖ちゃんと遊園地デートというのに惹ひかれて来てしまいました」

「なっ!?　そ、そうか……」

　勇一のお願いだけだったら、俺はこの遊園地まで来ることは絶対になかっただろう。

　聖ちゃんが遊園地に藤瀬のために行くと聞いて、聖ちゃんだけにはやらせられないと思って来たのだ。

　……聖ちゃんとデートすることになるって気づいた時は、本当に東條院さんの邪魔を阻止するということがついでになってしまった感はあったのだが。

「本当にごめん、聖ちゃんは藤瀬のために頑張ってたのに」

「い、いや、それは大丈夫だ、私も特にこの遊園地に来て何かやったわけじゃない。それにさっきの東條院が父親と何かわだかまりがあったのを聞いて……私も阻止しないことを選択したわけだ。そこはお互い様だろう」

「……ありがとう」

　本当に聖ちゃんは、こういうところが優しくてカッコよくて好きだ。

　おそらく先程の電話で、東條院さんと父親のわだかまりはほとんど解けただろう。

　全部原作知識のお陰なのだが。

　東條院さんの父親は、本当に娘想いの人なのだ。

　世界でも有数の企業の社長でめちゃくちゃ忙しい人が、一ヶ月に一度は絶対に娘と食事をする時間を取っているのだ。

　娘なんてどうでもよくて仕事一辺倒な人なら、その時間すら取らないだろう。

　しかもさっきの電話、俺的にも出てくれるかどうかは賭かけだった。

　だけど出てくれる可能性の方が高い、とは思っていた。

　なぜなら東條院歌織の父親は、いくつかスマホを持っているのだが、プライベートのスマホは一つだけ。

　しかもそのスマホに入っている連絡先は、たった二つ。

　それが東條院歌織、自分の娘と……亡くなった奥さんの連絡先。

　その二つしか連絡先が入っていないスマホを、常に所持しているのだ。

　つまりそのスマホが鳴ったら、絶対に愛する娘の電話だということ。

　原作で見ていた、東條院歌織を心の底から愛している父親なら、絶対に出てくれると信じていた。

　結果は、まさに最高の結果だった。

　東條院さんが父親と電話している時、父親の声もこちらに聞こえてきてたのだが……マジで俺、泣きそうだったからな。

　めちゃくちゃ感動した、原作でも屈指の名シーンを、まさか目の前で行われるとは思わなかったからな。

　泣くのをめちゃくちゃ我慢したから。

「重本は、どちらと付き合うのだろうな」

「ん？　さあ、どうだろうね。今日はおそらく答えは聞けないと思うし、これからも多分あの二人は勇一にアタックを続けるだろうし……あいつ、選べるのかなぁ？」

「ふむ、個人的にはやはり親友の詩帆を選んで欲しいが……そこは重本が選択するのを待つしかないか」

「そうだね。多分これからもあの二人は勇一にアタックを続けるだろうし、どちらが先に勇一を落とせるか勝負かな？　さっきの告白の時もお互いにすごくアピールしてたしね」

「っ、そ、そうだな……」

　ん？　なんかいきなり聖ちゃんが恥ずかしそうに顔を赤らめた。

　なんでだろう……あっ。

　そうか、さっきの告白のアピールって、めちゃくちゃ三人の性癖暴露の話だったもんな。

　誰が攻めか受けかとか、すげえ言ってたもんな。

　いや勇一は一言も言ってないんだけど、あいつが一番性癖を暴露されたのは可哀想だ。

　聖ちゃんはそういうエッチな話に、耐性がほとんどない。

　だけど原作では耐性はあまりないけど、結構気になるみたいな描写だった気がする……やめとこう、これ以上考えると、また俺が鼻血を出す可能性がある。

「お、お前は……どっちなんだ？」

「ん？　えっ、何が？」

「いや、その……や、やっぱりなんでもない！」

　俺に何か聞きたかったようだが、やめたみたいだ。

　何を聞きたかったのか気になるところだが……藪やぶ蛇へびになりそうなのでやめておこう。

「そういえばさっき、俺が東條院さんのところに向かう時に、聖ちゃんの話を遮ってごめん。あの時はなんて言おうとしてたの？」

「えっ？　あ、ああ……！　その、だな。いや、私達も早くあの二人の後を追おうと言おうとしていただけだ」

「そっか。だけどごめん、それを振り切って行っちゃって」

「いいや、大丈夫だ……こうやって、この場に来れているしな」

　あの三人の修羅場を見ているということは、もちろん俺と聖ちゃんもこのイルミネーションの綺き麗れいな場所にいるのだ。

　イルミネーションが花畑のようになっていて、とても美しい。

「……綺麗だね」

「ああ、本当にそうだな」

　しばらく……俺と聖ちゃんはその場で二人、イルミネーションの美しさに見み惚とれた。

　ただ俺は、イルミネーションを見つめる聖ちゃんの顔の方を、ずっと見ていた。

　光に照らされている聖ちゃんの横顔が、本当にとても綺麗で……この遊園地のイルミネーションなんかよりも、ずっと見ていられた。

「……ん？　な、なんだ久村、なぜずっとこっちを向いているのだ」

　さすがにずっと眺めていたら気づかれて、聖ちゃんが恥ずかしそうにそう言ってくる。

「ふふっ、ごめん。聖ちゃんに見惚れてたから」

「なっ!?　お、お前というやつは……」

　また顔を赤く染めた聖ちゃんだったが、さすがに少し慣れたのか動揺が少ない。

　だけどまたイルミネーションを眺めようとしつつも、チラチラと俺の方を見ているのが可愛すぎる。

「そ、そういえば、ここは観覧車もあるみたいだな」

「そうだね」

　このイルミネーションを上から見れるようにするためか、今いる場所のすぐ近くに大きな観覧車がある。

「最後に観覧車乗ろっか、聖ちゃん」

「ああ、そうしよう」

「勇一達の行動を見守る必要もなくなったから、ようやく気兼ねなく楽しめるね」

「ふふっ、そうだな」

　そして俺と聖ちゃんは最後のアトラクション、観覧車へと向かった。




　意外と観覧車は空すいていて、結構すぐに乗ることが出来た。

　俺達は向かい合って座り、ゆっくりと観覧車は動いて、ゴンドラは上っていく。

　思いの外、ゴンドラは狭くて、膝ひざと膝がくっつきそうでちょっとドキドキする。

　それにこれほど真正面から向かい合って座ると、さすがに恥ずかしいな。

　聖ちゃんもそう思っているのか、頬を少し赤らめ、目を窓の方に逸そらして、垂れた髪を耳にかきあげた。

　その仕草が綺麗でセクシーすぎて、思わず心臓が高鳴った。

　俺、多分今までの人生で、今日が一番心臓が忙せわしなく動いている日だと思う。

　今までよく耐えたな、俺の心臓、めちゃくちゃすごいぞ。

「そ、そろそろ頂上に着くぞ、久村」

「……うん、そうだね」

　外はもう日も沈んでいるが、観覧車から見える景色はイルミネーションで明るく光っていて、とても綺麗だ。

　色とりどりに光っていて、下を覗のぞく聖ちゃんの横顔、綺麗な銀髪を照らしている。

　その姿を見てまた心臓がうるさくなってしまうが、それでもずっと見ていたい。

　そろそろ俺達が乗っているゴンドラも、頂上に着く頃だ。

　……今が、絶好のチャンスだろう。

　俺の心臓よ、これからまたお前には負担をかけてしまうが、耐えてくれ。

　これが本当に、最後だと思うから。

「聖ちゃん」

「ん？　どうした？」

　スマホを取り出して外の景色を撮っていた聖ちゃん。

「もう一回……この場で、言ってもいいかな？」

「っ……な、何をだ？」

　俺の言葉に、聖ちゃんも何かを察して、緊張しながらも俺の方を向いてくれた。

　聖ちゃんの目が、俺の目を貫いてくる。

　緊張で手が震えて、唇も震えている。

　俺は前に放課後の教室で、聖ちゃんに告白をした。

　だけどあれは、夢の中だと思っていたから出来たものだ。

　まさか漫画の世界に入っているとは思っていなかったので、夢の中だと決めつけ、俺は聖ちゃんへの愛をただただ叫んだ。

　だけど今……こうして本物の世界だと認識し、大好きな聖ちゃんと向き合って。

　あの時のようにただ推しへの愛を叫んでる時とは違う。

　漫画の登場人物の嶋田聖ではなく、一人の女の子として生きている嶋田聖。

　これは俺、久村司が……嶋田聖に対する、本気の告白だ。

「俺は、聖ちゃんが好きです」

「っ……」

「友達の藤瀬を想って自分の気持ちを隠して、藤瀬を本気で応援出来る優しい聖ちゃんが好きです。だけど自分の気持ちを押し殺しすぎて、一人で抱えちゃう聖ちゃんはあまり好きじゃないから……俺が聖ちゃんを支えて、幸せにしたいです」

　めちゃくちゃ恥ずかしいけど、聖ちゃんの目を真っ直ぐに見ながら言う。

　聖ちゃんも潤んだ瞳ひとみで俺の目を見てくれている。

「いつもクールでカッコいい聖ちゃんが好きです。照れ屋ですぐに顔が赤くなっちゃう聖ちゃんが好きです。甘い物を食べたり飲んだりして、幸せそうに微笑む聖ちゃんが好きです。前に告白した時よりも聖ちゃんをもっと知って、もっともっと好きになりました」

「っ……」

「……聖ちゃん、好きです。俺と、付き合ってください」

　心臓がすごく鳴っている、口から飛び出そうなくらいだ。

　聖ちゃんは俺の告白の言葉を、顔を真っ赤にしながら、だけど一度も視線を逸らすことなく聞いてくれた。

　あとは……返事を聞くだけだ。

　聖ちゃんはずっと俺の目を見てくれていたが、一瞬だけ恥ずかしそうに逸らしてから……もう一度、視線が繋つながる。

「……あり、がとう。とても、すごく嬉うれしい。前の告白はいきなりで、その、動揺ばかりが伝わってしまったと思うが、あの時も……ちゃんと嬉しかったんだ」

　そういえばあの時は、聖ちゃんは見るからに動揺してすぐに帰っていってしまった。

　だけどあれは俺がいきなり告白して、しかも夢の中だと思っていたから、返事を今してくれとせがんでいたからだろう。

　その時のことを気にしていてくれたのか。

「私も、今日遊んで、それに前のカフェに行った時も、色々と久村と話せて……とても楽しかった。お前のことを知れて、話せて……デ、デートというものを初めてして、こんなにも楽しいものなのかと思った」

　とても恥ずかしそうにそう言ってくれる聖ちゃん。

　何回も俺から視線を外し、だけどその度にしっかりとまた目を見て話してくれた。

「いや……デートが楽しいのではなく、お前と遊ぶのが、楽しいんだろう。久村とデートをするのが、楽しかった」

「っ……」

　心臓が余計に跳ねる、緊張だけじゃなく……期待をしてしまうからこそ、さらに鼓動が速くなる。

「まだお互いに知らないことは多いと思うし、久村が私を想ってくれているほど、私の気持ちはまだ強くないかもしれないが……久村に、好意を抱いているのは、私の偽りない気持ちだ」

「っ……！」

「だから、その……これから、追いつけるよう、頑張るから……」

　聖ちゃんは俺のことを潤んだ瞳で見上げ、言う。

「そんな私でよければ──よろしく、お願いします……」

　──っ……息が一瞬、出来なかった。

　俺の、聞き間違いじゃない、よな？

「ほ、本当に？　お、俺と、付き合ってくれる？」

「……そ、そうだ。こんな私で、いいのなら……」

「聖ちゃんだから、俺は付き合いたいんだよ」

「っ……そうか」

「ま、マジか……聖ちゃんが、俺の、彼女になる……？」

「うぅ……あ、あまりはっきり言うな……」

　もじもじとしながら、恥ずかしそうにうつむく聖ちゃん。

　俺が、こんなに可愛い聖ちゃんと、付き合う……。

　この世界に来る前も大好きだった、そしてこの世界に来てもっと好きになった嶋田聖と、付き合う……！

「嬉しすぎて……死にそう……！」

「くっ……お、お前は、そういうのを口に出しすぎだ」

「いやマジで……聖ちゃんと付き合えるなんて、本当に、死んでもいい……」

「っ……」
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　俺が両手で顔を覆って仰いでいたら、服の裾すそをちょいちょいと引かれる感触がした。

　両手を外して下を向くと、聖ちゃんがさっきよりも前のめりに座っていて、俺の上着の裾を指で引っ張っていた。

「し、死ぬなんて言うな……し、幸せにしてくれるんだろう？」

「結婚しよう」

「ふぇ!?」

「あっ、間違えた。いや、間違えてないけど」

　俺の気持ちとしては、マジで結婚をしたいくらいだ。

　幸せにすると豪語しているのであれば、絶対にそこまで考えないといけないだろう。

「そ、その……まだその返事は、出来ないが……これからの相性、ということで頼む……」

「っ……わ、わかりました……」

　俺の勢いで言った言葉を、真しん摯しに受け止めて返事をしてくれた聖ちゃんが可愛すぎて、思わず敬語になってしまった。

　俺の彼女が、可愛すぎて辛つらい……！

　……ほ、本当に聖ちゃんが、俺の彼女になったのか。

　嬉しすぎて、マジで死にそう……いや死なない。

　絶対に生きて、聖ちゃんを幸せにする。

　というか、聖ちゃんが俺の服の裾をちょんと掴つかんで、めちゃくちゃ近くにいるんだが。

　俺がもう少し前のめりになれば、顔と顔が当たってしまうくらい。

　聖ちゃんも離れるタイミングを見失ったのか、俺のすぐ側で俺の顔を見上げて、目が合ったら下を向いて、そしてまた顔を上げて……を繰り返している。

　……めちゃくちゃ可愛い。

「その、横に座っても、いいかな？」

「っ……あ、ああ、いいぞ……」

「……し、失礼します」

　俺は一度ゆっくり立ち上がり、聖ちゃんの横に座る。

　ゴンドラはとても狭く、二人で一緒に座ると必然的に肩と肩がくっついてしまう。

「んっ……」

　俺が横に座って肩が接触した時、聖ちゃんの小さな声が漏れた。

　肩と肩がくっついているだけで、こんなにもドキドキするとは……！

　観覧車はもう頂上を過ぎ、徐々に下がっている。

　この時間が永遠に続けばいいのに、と本気で思う。

　聖ちゃんをチラッと見ると、聖ちゃんも俺のほうを見ていたのか、目が合う。

「あっ……」

　小さな声をあげて驚いた聖ちゃんは、少しだけ目線を逸そらし、だけどすぐにまた目線を合わせてくれる。

　俺のほうが身長が高いので、ちょっと上目遣いになる聖ちゃん。

　こんな至近距離に聖ちゃんの顔があって、死ぬほど心臓が跳ねている。

「……手、握ってもいいかな？」

「っ……い、いいぞ」

　聖ちゃんは膝ひざに置いていた手を、俺のほうに少し向けてくれた。

　お互いに少し震えた手を、重ねて、握る。

　とても、温かい。そして、柔らかい。

　このままずっと、放したくない。

　本当なら恋人繋ぎという、指を絡める繋ぎ方をしたかったんだけど、さすがにまだ緊張がすごいから、今は無理だ。

　そう思っていると、聖ちゃんが俺の肩に頭を乗せてきて、身体を預けるようにもたれかかってきた。

　さっきまでは肩と肩がくっつくだけだったのに、今は身体の右側が聖ちゃんの身体と完全にくっついている。

「せ、聖ちゃんさん？」

　驚きすぎて変な呼び方になってしまった。

「こ、これくらい、いいだろう？　恋人、なんだから……」

「っ……！」

　あっ、やべ……可愛すぎ……。

　聖ちゃんも勇気を出してくれたんだ、俺も勇気を出そう。

　そう思って一度繋いでた手を放した。

「えっ……」

　聖ちゃんの寂しそうな声が一瞬聞こえたが、すぐに俺は聖ちゃんの背中に手を回し、逆側の肩を持って身体を引き寄せた。

「あ、んぅ……！」

　ちょっと嬉しそうな声の後、艶つややかな声が漏れて……俺はもう、我慢出来なかった。

「ごめん、ちょっと聖ちゃん……鼻血出た……」

「えっ!?」

　抱き寄せるのをすぐにやめて、鼻から垂れる血を手で覆って聖ちゃんにつかないように離れる。

　聖ちゃんも慌てて離れ、カバンの中からティッシュを出してくれた。

「な、なぜいきなり鼻血を……！」

「聖ちゃんが可愛すぎて、ちょっと……」

「っ……も、もうこれくらい慣れてもらわないと困るぞ。さらに先に進むことも……い、いや、なんでもない！」

「……聖ちゃんは、俺を勇一みたいに気絶させる気なのかな？」

「そ、そんなわけないだろ！」

「とりあえず、ティッシュが足りない。今の言葉でさらに出てきちゃった」

「だ、大丈夫なのかお前の身体は？」

「大丈夫だと思うよ、さすがにこれで死ぬことは……いたなぁ、鼻血で死にかけた人。だけどあんなに出てないから大丈夫だと思う」

　どうにも締まらない結末だが……こうして俺は、聖ちゃんと付き合うことになった。

　何度も言うようだが、死ぬほど嬉しいし、死なずに聖ちゃんを幸せにしたい。
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　遊園地デートがあった、翌日。

　俺の告白が成功した後、俺達は普通に帰った。

　いや……普通にではない、か。

　俺と聖せいちゃんは、手を繋つなぎながら帰ったのだ！

　いやー、マジで緊張した。

　聖ちゃんの小さくて柔らかい手の感触は、一日経った今でも忘れられない。

　いや、むしろ昨日あったこと全て、一生忘れることはないかもしれない。

　最初に会った時の服装の可愛さは衝撃的だったなぁ。

　それにアトラクションを一緒に楽しんで……ダメだ、お化け屋敷のことは思い出すな。

　というか本当に俺……聖ちゃんと、付き合ったんだなぁ。

　思わず口角が上がってしまう。

「……お兄ちゃん、なんで朝ご飯食べながらニヤケてるの？」

「ん？　ああ、ちょっと思い出し笑いみたいな感じだ」

「……そうなんだ」

　俺の目の前には、一緒に朝ご飯を食べている妹の凛り恵えがいた。

「今日も朝ご飯ありがとな、美味うまいよ」

「……んっ」

　俺がそう言うと凛恵は一瞬だけ食べる手が止まったが、適当に返事をして食べ始める。

　だけど少し耳が赤くなっているのは、俺の気のせいだろうか。

「お弁当も作ったから。昨日の夕飯の残り物だけど」

「ありがとう、昨日の夜ってことは肉じゃがか。好きだから嬉うれしいぞ」

「……そう」

　うん、やっぱり俺の気のせいじゃなく、今度は頬も赤くなっているな。

　それを隠そうとしている凛恵がとても可愛らしくて、頬が緩んでしまう。

　ご飯を食べ終わり、俺と凛恵はそれぞれ部屋に戻って学校に行く準備をする。

　今日から月曜日なので、普通に学校がある日だ。

　そういえば昨日、聖ちゃんに……。

『が、学校では、付き合っていることは内緒にしてくれ』

　と言われた。

　学生あるあるだと思うのだが、付き合っていることを公表するカップルと、隠すカップルがいると思う。

　多分それぞれ理由などはあると思うのだが、聖ちゃんが隠したい理由は……。

『ほ、他の人に知られると、恥ずかしいから……』

　ということだった。

　それを言われた時はまた可愛すぎて、心臓が破裂したかと思った。

　俺、聖ちゃんと付き合ってたら、本当にいつか漫画みたいに心臓が爆発するような描写で死ぬかもしれない。

　そうならないように頑張ろう……何を？

　そんなことを考えながら制服に着替え、部屋を出る。

「お兄ちゃん、行こ」

「おう、行くか」

　今日も俺と凛恵は自転車を二人乗りして学校まで行く。

　俺と凛恵は二階から一階に下り、玄関で靴を履き替え、玄関を出る直前。

「お弁当持った？」

「ああ、持ったよ。ありがとうな」

「んっ……そ、そういえばお兄ちゃん、昨日のデートはどうだったの？」

「えっ？　あ、ああ……まあ、すごく楽しかったぞ」

「そっか……そ、その、付き合ったの……？」

　凛恵が心配そうに俺のことを見上げながらそう言った。

　どうやら凛恵は俺がデート相手にふられたかもしれないと思って、心配しているようだ。

　まあ兄貴がふられてたら、妹としても少し気まずいもんな。

　うーん、聖ちゃんには他の人には言うなって言われたけど、妹くらいには大丈夫だよな？

　凛恵も別に他の人に喋しやべるようなタイプじゃないしな。

「ああ、しっかり付き合えたから、安心しろ」

「っ……そ、そっか……」

　あれ……なんかより一層落ち込んでしまった？

　えっ、もしかして凛恵、俺がふられて欲しかったの？

　そんなに性格悪い子だったっけ……？

　お兄ちゃん、ちょっとショックだぞ、それは。

「よかったね、お兄ちゃんから告白したんでしょ？」

「あ、ああ……あれ、そんな話を凛恵にしたっけ？」

「昨日、お兄ちゃんがデートに出かけてから、重しげ本もとさんに聞いた」

「ああ、勇ゆう一いちか」

　そういえば昨日、俺が出かけた後にまだ勇一が家に残っていたんだったな。

「……彼女さん、可愛いの？」

「ん？　ああ、もちろんめちゃくちゃ可愛いぞ」

　聖ちゃんを可愛くないっていう奴がいたら、俺がぶっ飛ばしてやるくらいには。

「……私とどっちが可愛い？」

「……えっ？」

　いきなり問いかけられた凛恵の質問に、疑問の声が出てしまった。

　凛恵の方を向くと、朝ご飯を食べていた時よりも頬を赤くしていた。

「や、やっぱりなんでもない！　ほら、お兄ちゃん、行くよ！」

　凛恵は恥ずかしくなったのか、俺を置いて玄関を出ていってしまった。

　まさか凛恵がそんなことを聞いてくるとは、全く思っていなかった……。

　というか玄関を先に出ても、一緒にチャリで行くんだから意味はないと思うが。

　俺も玄関を出てチャリが置いてあるところに行くと、すでに凛恵が後ろに乗っていた。

「さ、さっきの質問は聞かなかったことにして。ほら、行こ、お兄ちゃん」

「……ははっ、そうか」

「な、何笑ってんの！」

「いや、凛恵はやっぱり可愛いなぁと思ってな」

「っ……バカお兄ちゃん！」

　俺が自転車に跨またがると、背中を照れ隠しのように叩たたいてくる凛恵。

　それを甘んじて受けながら、俺は自転車を漕こぎ出した。




　自転車を漕ぐこと、十分ほど。

　いつもの場所、凛恵を学校の手前で降ろすところ……に着く直前。

「ひ……久ひさ村むら！」

「ん？　えっ、聖ちゃん!?」

　名前を呼ばれたのでそちらを向くと、聖ちゃんが立っていた。

　急停止をすると凛恵が俺の背中に頭をぶつけてしまった。

「いたっ……！」

「あ、ごめん凛恵、大丈夫か？」

「う、うん、大丈夫だけど……誰？」

「あー、嶋しま田だ聖ちゃん、その、俺の彼女だ」

「っ……そう、あの人が……」

　凛恵が少し興味があるようにそう言い、聖ちゃんの方を見た。

　そりゃ兄貴の彼女とかは、多少気になるよなぁ。

　俺が自転車を止めたところに、聖ちゃんが近づいてきた。

「お、おはよう、久村」

「う、うん、おはよう、聖ちゃん」

「その子が前に話してた、久村の妹さんか？」

「そうだよ」

　凛恵は自転車の後ろから降りて聖ちゃんの前に立つ。

「初めまして、凛恵です」

「ああ、初めまして、嶋田聖だ」

「お兄ちゃんの、彼女さんですよね？」

「えっ……久村、凛恵さんには言ったのか？」

「あー、その、ごめん、言っちゃった」

「そ、そうか、まあ妹さんくらいには……。その、改めて、お兄さんの……か、彼女をやらしてもらっている」

　くっ……聖ちゃん、やめて、朝から俺を悶もだえ死にさせるつもりか。

「その、お兄ちゃんがいつもお世話になってます」

「いや、こちらこそ、君の兄にはいつも世話になってる」

　……なんかめちゃくちゃ恥ずかしいな、俺の立場。

　昨日出来た彼女が、俺の目の前で妹に挨あい拶さつしてるなんて……予想もしていなかった。

「しかし前に久村が言っていた通り、凛恵さんはとても可愛らしいな」

「っ、お兄ちゃんがそんなことを外でも……！」

「ああ、自慢の妹だと言っていたぞ」

「……お兄ちゃん、そんなこと外で言わないで」

「本当に思っていることを言ってるだけだからな」

「っ、そ、そういうことを言わないでって」

「ふふっ、確かにとても可愛らしいな」

　聖ちゃんも笑みを浮かべながら、凛恵のことを褒めた。

「っ、し、嶋田さんも、やめてください……」

「聖でいいぞ。久村の妹に名字で呼ばれるのも、少し違和感がある」

「……じゃあ、私も呼び捨てで大丈夫です、聖さん」

「ああ、わかった、凛恵」

　おー、凛恵と聖ちゃんがすぐに仲良くなっている。

　よかった、原作ではここの絡みはあまりなかったから、相性がどうなのかわからなかったからな。

　どうやら悪くはないようだ。

「……そういえば、聖さんはお兄ちゃんのことを下の名前で呼ばないんですか？」

「ん!?　あ、いや、その……」

　聖ちゃんが頬を赤らめて、チラチラとこちらを見てくる。

「お兄ちゃんは下の名前で……しかもちゃん付けで呼んでるみたいだし」

「あー、まあ俺は、そうだな」

　凛恵が意外と突っ込む質問をしてくれた。

　俺も少し、聖ちゃんからの呼び方は気になっていたところだ。

　名字よりも、もちろん下の名前で呼ばれた方が嬉しいだろう。

「その……い、いつか、もう少ししたら呼ぶことにするから……待っててくれ」

「っ……わかりました」

　上目遣いでそんなことを言われたら、何十年でも待っていられる。

　だけどいつか名字が一緒になったら……待て、この妄想はやめよう、続けたら幸せすぎて死んでしまう。

「……お兄ちゃん、聖さん、私の前でイチャイチャするのはやめてもらえますか？」

　凛恵が少し冷めた目でそんなことを言ってきた。

「い、イチャイチャなどしてないぞ！」

「それでイチャイチャしてないって言えるのも、どうかと思いますけど……」

「えっ……い、イチャイチャしてないだろう？」

「……そうですか」

　どうやら聖ちゃんと凛恵の間では、イチャイチャという行為の基準が違うようだ。

　俺も今のはちょっとイチャついたかな、と思っていたけど……。

　聖ちゃんにとっては、イチャついてはいなかったようだ。

　つまり聖ちゃんが本気でイチャイチャしようとした時は、今以上なのは確定なわけで……すごく楽しみになってきた。

「そういえば聖ちゃん、ここで会ったのは初めてだけど、どうしたの？」

　この場所は……前に放課後にカフェに行って、二人で帰っている時に別れた道だ。

「あ、それは……ここで待っていれば、久村が来ると思ってな……」

「っ……聖ちゃん、ちょっと朝から可愛さが雲を突き抜けてるんだけど……！」

「や、やめろ、恥ずかしいから……！」

「……これはイチャついてますよね？」

「わ、私はイチャついたつもりはない！」

　いや、今のは聖ちゃんの方から仕掛けてきたと思います。

「じゃ、じゃあ聖ちゃん、一緒に学校に行く？」

「そ、そのつもりだったが……凛恵と自転車で行くのだろう？」

　そうだ、自転車で凛恵と二人乗りをしてきたんだった。

　まあそれなら別に、自転車を押していけばいいと思うし。

「じゃあ、私が一人で自転車に乗っていきます」

「えっ？」

　凛恵はそう言うと、俺が支えていた自転車に跨った。

「私が自転車で先に行くんで、お兄ちゃんと聖さんはお二人でごゆっくり」

「凛恵、いいのか？」

「いいよ別に。それに二人が一緒にいるところにずっといたら、砂糖吐いちゃいそうだし」

「えっ、凛恵はそういう病気なのか？　大丈夫か？」

　……聖ちゃんが凛恵の言葉を真に受けて、とても心配そうに凛恵に近寄る。

「砂糖を吐く病気など聞いたことはないが……大丈夫なのか？」

「いや、聖ちゃん、違うよ。砂糖を吐くってのはなんか、比ひ喩ゆ表現みたいなものでね」

「お二人の空気が甘々すぎて、私の体内で砂糖が生成されるかもってだけです」

「なっ!?　あ、甘々な空気ってどういうことだ!?」

　意外と天然なところがある聖ちゃんだった。

「じゃあ、私は行きますんで」

「ああ、ありがとうな、凛恵」

　凛恵が自転車を漕ぎ出そうとする。

「ありがとう、凛恵。今度また一緒にゆっくり喋しやべろう」

「っ……は、はい」

　聖ちゃんがとてもカッコいい笑みを見せると、凛恵が少し頬を赤くして返事をする。

　そして凛恵は少し逃げるように、自転車を立ち漕ぎして学校へ向かっていった。

「……何やら顔が赤くなっていたようだが、風邪でも引いているのか？　凛恵は無理してないか？」

「いや、多分大丈夫だよ。聖ちゃんのせいだから」

「わ、私のせいか？　なぜだ？」

「聖ちゃん、俺の家族を全員落とさないでね」

「ど、どういうことだ!?」

　そういえば聖ちゃんは原作では、女の子に好かれるイケメンキャラだったな。

　今のを見ればそれも納得だ。

「とりあえず、俺達もそろそろ行かないと遅刻しちゃうから、行こっか」

「そ、そうだな」

　そして俺達はゆっくりと二人で歩き始めた。

　前の放課後のカフェデートの帰りよりも……明らかに、二人の間の距離が狭い。

　もう少し手を動かせば、聖ちゃんの手に当たってしまうくらいだ。

　いや……もしかしたら、それを望んでいるのかもしれない、お互いに。

「……聖ちゃん、手繋つないでもいい？」

「……ああ、いい、けど」

　了承されたので、聖ちゃんの左手を右手で握る。

「い、いきなり握るな、ビックリするだろ」

「えっ、今いいって言ったじゃん」

「つ、続きを言うつもりだったのだ。手を繋ぐのはいいが、その、学校の人達に見られるのは恥ずかしいから……生徒がいっぱいいるところに来たら、離すけど」

「んっ、わかった。じゃああと五分くらいね」

　じゃあこの五分を、とても大事にしていこう。

　聖ちゃんの手はやはりとても柔らかく、温かい。

　本当にずっと手を繋いでいたいくらいだ。

　だけどそうなると絶対に俺の手汗がヤバいからなぁ……今もすでにヤバいかもしれない。

　だ、大丈夫かな？　聖ちゃんが嫌がってないならいいけど。

「聖ちゃん、手汗大丈夫？」

「っ！　す、すまん、手汗、そんなに出てるか!?」

「えっ、あ、いや、聖ちゃんじゃなくて、俺の俺の」

　俺の言い方が悪くて、勘違いをさせてしまったようだ。

「そ、そうか。いや、それなら大丈夫だ。おそらく私も、その、かいてると思うから……」

「聖ちゃんの汗なら汚くないから大丈夫だね」

「いや、汗は誰のでも汚いだろう……」

　聖ちゃんの汗なんて、俺だったら全く気にならない。

　いや、むしろ逆に気になるけど、匂いとか。

　……絶対に聖ちゃんには言わないけど、変態に思われるから。

　しばらくはお互いにまだ少し恥ずかしいから、黙って歩いていた。

　……昨日も手を繋いだけど、今日は少し先に進んでもいいだろうか。

「聖ちゃん、恋人繋ぎしてもいい？」

「っ……あ、ああ、別にいいけど……」

　再び了承を得たので、一度手を放して、またすぐに手を繋ぐ。

　今度は指と指を絡める、恋人繋ぎと呼ばれるものだ。

　こちらのほうが普通に握るよりも密着感が出て……なんか、名前の通り、より恋人っぽい気がする。

　先程よりもお互いに恥ずかしくなって、さらに黙り込んでしまう。

　だけど……気まずい空気のような感じだけど、それでも俺は幸せだった。

　聖ちゃんも、同じように幸せを感じていると嬉うれしいんだけど、どうだろうか。




　そして数分後、結構周りに生徒が増えてきたので、手を繋ぐのをやめた。

　俺としてはずっと、本当にずっと繋いでいたかったんだけど、聖ちゃんの恥ずかしいからという気持ちもわかる。

　学校では付き合っているということをバラしたくないみたいだからね。

　まあ男女が二人きりで登校しているという状況だが、手を繋いでなければそこまで注目はされないだろう。

　他の人から見れば、どこから一緒に登校しているかもわからないからだ。

　登校中に道でばったり出会った仲良い友達の男女が、学校に行くというのは別に珍しくはないだろう。

「そういえば、藤ふじ瀬せには俺達が付き合ったことは言ったの？」

「ああ、詩し帆ほには言ったぞ。昨日の夜、電話をした時に」

「仲良いね、さすが」

「久村も、重本には言ったのか？」

「いや、まだ。あいつ、昨日気絶してからずっと東とう條じよう院いんさんに看護してもらってたから」

「そういえばそのようだったな」

　昨日、勇一は東條院さんと藤瀬に告白をされて、めちゃくちゃ迷った挙げ句気絶をしてしまった。

　それを見て過剰に反応した東條院さんが、最新の医療機器で色々と検査をして看護したらしい。

　過剰、でもないのか？

　人間の頭から湯気が出て、そのまま気絶したらそりゃめちゃくちゃ心配するよな。

　ここは漫画の世界だからそれが現実として起こるけど、漫画の世界じゃなかったら普通は死んでるかもしれん。

　とりあえず色々と検査した結果、やはり特に何もなかったらしい。

　まあ何事もないのが一番だな。

　今日もおそらく、勇一は普通に登校してくるだろう。

　すでに東條院さんと藤瀬、どちらからも告白された勇一。

　今後はもう俺の知らない、原作通りじゃない展開が始まるだろう。

　これからは、ただただ勇一とあの二人の恋愛事情を見守ることにしよう。

　勇一の親友だから、多少の手助けはしてやるつもりだが。

「が、学校では、私達が付き合ったという話はするなよ」

「うん、わかってるよ」

「それならいいが……重本が色々と聞いてきそうだな、あいつは」

「ああ……あいつはそういう奴だからなぁ」

　人前でもそういうちょっと内緒にしたいことを、悪気もなく聞いてくるタイプだ。

　最悪、殴って黙らせよう。




　聖ちゃんと二人で登校するという、とても幸せなひと時を味わい、学校に到着する。

　俺と聖ちゃんはクラスが一緒なので、普通にそのまま同じ教室へ入っていく。

「あっ、聖ちゃん、おはよう。久村くんもおはよう」

「ああ、詩帆、おはよう」

「おはよっす」

　クラスのドアの近くにいた藤瀬が、俺達を見て挨あい拶さつをしてくる。

「ふふっ、二人で学校に来たの？」

　俺達が二人で教室に入ってきたからか、藤瀬がそんなことを言ってきた。

「い、いや、たまたまそこで会っただけだぞ。なあ、久村」

「……そうだね。たまたま会っただけだよ」

「ふふふ、そうなんだー」

「お、おい、詩帆、本当はわかってるだろ……！」

　聖ちゃんは小さな声で藤瀬と話し始めた。

　近くにいる俺には普通に聞こえてくる。

「知ってるよー。だって昨日、聖ちゃんがすごく相談してきたもんね」

「そ、それをここで言うな！　誰かに聞こえたら……！」

「大丈夫だよ。誰にも聞こえてないからさ」

　藤瀬はそう言って俺の方をチラッと見てきた。

　この人、俺には聞こえていることがわかっておきながら喋ってるな。

　聖ちゃんは俺にも聞こえてないと思っているようだ。

「一緒に学校行くために、久村くんにＲＩＮＥで待ち合わせをしようってメッセージ送るか迷ってたじゃん」

「そ、そうだが……」

「恋人が出来たらやりたいことって言ってたもんね」

　そ、そうだったんだ……！

　俺だって本当なら毎日一緒に学校に行きたいけど、聖ちゃんもそう思ってくれていたなんて、すごく嬉しい。

　というか昨日の夜、藤瀬にそんな相談をしてたんだ、可愛すぎでしょ。

「し、詩帆、誰が聞いてるかわからないから……！」

「ふふっ、わかったわかった。聖ちゃんが恋人が出来たら何かのペアルックが欲しいって言ってたのも、内緒だよね」

「だ、だから、ここでは言うなと……！」

　聖ちゃんがそこまで言った時、俺と視線が交わった。

　ただでさえ恥ずかしそうに頬を赤く染めていた聖ちゃんだったが、さらに顔が真っ赤になった。

「ひ、久村……！　今の話、聞いてたか……!?」

「い、いや、聞こえてなかったけど……？」

「ほ、本当か？　本当はどうなんだ？」

「……お揃いの指輪でいいかな？」

「聞こえてるじゃないか！」

　その後、顔を真っ赤にした聖ちゃんに怒られてしまった。

　なぜ藤瀬が怒られずに、俺が怒られているのか。

　とりあえず給料三ヶ月分の指輪を準備しないと……いや、これは違うか。




　その後、普通に授業を受けて、昼休みになった。

「よっ、勇一」

　俺はいつも通り、勇一と一緒に教室の窓際の方で食べることに。

　俺が前の席、後ろの席に勇一が座って昼ご飯を食べる。

「おう、司つかさ。昨日はサンキューな。遊園地では一度も会えなかったが、俺と藤瀬のデートを見守ってくれていたんだろう？」

「あー……それなんだが……」

　そういえば勇一に、東條院さんがあそこに来たのは、俺のせいだということは伝えていなかった。

　昼ご飯を適当に食いながら、その時の説明をする。

「えっ、そうだったのか」

「ああ、悪いな。むしろ邪魔した結果になったけど」

「いや、まあ大丈夫だ。結果論だが、その……俺も、歌か織おりの気持ちを聞けてよかったし」

「爆発しろ」

「いきなりだな!?」

「お前、自分の状況を冷静に考えろよ。小学校の頃からの幼おさな馴な染じみで綺き麗れいなお嬢様のボンキュッボンの女の子と、うちの高校で男子に超人気の女子に同時に告白されて……お前、自分と同じ状況になってる奴がいたら、どうする？」

「……夜道で後ろから刺す」

「わかってるじゃないか。夜道に気をつけろよ」

「ちょっと待て、冗談だから。夜道で後ろから刺すことはないが、普通に嫉しつ妬とはするよな」

「そうだな。だから夜道を歩くときは後ろには気をつけろよ」

「だから冗談だって」

「あら、勇一を背後から刺そうとする人なんて私が滅ぼすから、安心して夜道を私と一緒に歩いて大丈夫よ」

「……」

　俺と勇一が喋しやべっていたら、すぐ側から女性の声が聞こえてきた。

　俺らが同時に見上げると、そこには当然のごとく東條院歌織がいた。

「ご機嫌よう、勇一、久村くん」

「よ、よう、歌織」

「ご、ごきげんよー、東條院さん」

　東條院さんは、気配を殺す技でも持っているのだろうか。

　声をかけられるまで全く気づかなかったのだが。

　昨日、デートの邪魔をしに行かないと決意していた時とは比べ物にならないくらい、とても輝いている容よう貌ぼうだ。

　彼女がこの教室に入ってくるだけで、ほとんどの目がこちらに向いている。

「勇一、今日は私がお弁当を作ってきたわ。食べてくれるわよね？」

「えっ、マジで？　というか歌織、料理出来たのか？」

「もちろん、私に出来ないことなど何もないわ」

　確かに原作でも、東條院さんは料理の腕はプロ顔負けというレベルだったはずだ。

　勇一は弁当を受け取り開けると、とても美味おいしそうな料理が並んでいた。

「おー、すげえ！」

「ふふっ、明日あしたからずっと作ってあげるわ。勇一ならいっぱい食べられるから大丈夫よね？」

「ああ、これくらい余裕だな」

「えっ、じゃあ東條院さんは明日からこのクラスに来て、一緒に食うの？」

「ええ、そうするつもりよ。お邪魔かしら？」

「い、いいや、俺は大丈夫だけど」

　東條院さんがここまで仕掛けてくるとは思わなかった。

　おそらく勇一の胃袋から掴つかんでしまおう、という作戦だろう。

　その点、あちらの勇一の彼女候補は……。

「ど、どうしよう聖ちゃん、私もお弁当を作ってきた方がいいかな……？」

「いや、まずは詩帆の場合、練習しないといけないと思うが」

　少し心配そうにこちらを見つめる藤瀬と、少し青ざめている聖ちゃんの姿が。

　そう、藤瀬は……典型的な、飯マズヒロインだ。

　ラブコメ漫画とかでよくある、ダークマターみたいな暗黒物質を作るヒロインなのだ。

　あれってマジでどうなってるんだろうな。未知の食材でも入れてるのだろうか。

　普段の言動は全然おっちょこちょいじゃないのに、なぜか料理の時だけ砂糖と塩を間違えるという初歩的なミスをしたりする。

　それらが色々と重なり、完成形が、ホワイトシチューなのに真っ黒だったりするらしい。

　逆に時々おっちょこちょいな部分を見せる聖ちゃんは、料理に関しては超完かん璧ぺき、めちゃくちゃ上手……と原作であった。

　藤瀬の下手な料理も気になるが、それよりも聖ちゃんが作ってくれたお弁当とか、死ぬほど食べたいんだけど。

　俺の最さい後ごの晩ばん餐さんは、絶対に聖ちゃんの手料理がいいな。

「聖ちゃん、今度また教えてくれない？」

「……も、もちろんだ。だけど料理の時は、私の指示に全て従ってくれ、本当に、お願いだから」

「うん、ありがとう！」

　……とあちらで話しているが、とても心配だ。

　聖ちゃんが料理を教えてと言われて、即答しないレベルなのだ、藤瀬の料理の腕前は。

　一人で遊園地に行って勇一と藤瀬のデートを見守る、と言えるくらい親友想いの聖ちゃんが。

　たかが料理、されど料理で躊躇ためらうレベルなのだ。

「勇一、久村くん、ここいいかしら？」

「ああ、いいぞ」

「もちろんどうぞ」

　東條院さんが俺達の席の近くに座り、自分のお弁当を広げる。

　どうやら勇一と同じ中身のお弁当のようだ。

「ふふっ、こうして同じ弁当を広げると、家族になったみたいね、勇一」

「……そ、そうか？」

「ええ、そうよ。私が奥さんで、勇一が夫で……あら、来年の勇一の誕生日に、本当にそうなるかもしれないわね」

「……ど、どう、だろうな」

　……めちゃくちゃ攻めてくるやん、東條院さん。

　これ、学校の昼休みの教室内だからな？

　周りにめちゃくちゃ生徒いるからな？

　東條院さんが入ってきた時から、みんなめちゃくちゃ聞き耳立ててるからな？

「い、今の聞いたか……？」

「やっぱりもう、あの二人は婚約してて……」

　周りの生徒達が口々にそう言っている。

　……そういう話は当人達がいなくなったりしてからするか、本人に聞こえない声で言わないか？

　めちゃくちゃこっちまで聞こえてくるんだが。

「あら、まだ婚約はしてないわよ」

　当然、東條院さんにも聞こえていたのだが、まさか反応するとは思わず、俺も周りの生徒もビックリした。

「あっ……そ、そうなんですね」

　周りにいる男の生徒が一人、そう言った。

「ええ、そうよ。だけど……私が勇一と結婚をしたいのは、事実だわ」

「ええっ!?」

　東條院さんが隠さずにそれを言ったので、その男だけじゃなく周りも声を上げて驚いていた。

　女の生徒の中には黄色い歓声を上げている人達もいる。

「ちょ、歌織！　こんなところで……！」

「あら、勇一が私の気持ちをずっとわからなかったからいけないんじゃないのかしら？」

「そ、それはごめんって……！」

　いやー、東條院さん強いなぁ。

　このままではおそらくまた学校中に噂が流れてしまうだろう。

　東條院歌織が重本勇一を愛していて、結婚したいと思っている、という噂が。

　しかも今回のは前に東條院さんが流した嘘ではなく、証人が何人もいる本当の話である。

　前回の噂よりも、確実に早く広まってしまうだろう。

　そうなると……藤瀬が入る余地が、なくなってしまう。

「ちょ、ちょっと待って……！」

　そんなことを考えていたら、クラス中に声が響いた。

　そちらを見ると先程まで遠くに座っていた藤瀬が、立ち上がりこちらに近づいてきた。

　クラスにいる全員が藤瀬を見ている中、顔を真っ赤にしながら藤瀬が言う。

「わ、私だって……！　私だって、重本くんが好きなんだから！　東條院さんに、負けないから！」

　一瞬の静寂──からの、教室内が絶叫に包まれる。

「ええええぇぇぇぇ!?」

「ふ、藤瀬さんも重本のことが好きなのか!?」

「嘘だろぉ!?　学校の一、二の可愛さを争う二人が、どちらも重本をぉ!?」

「修羅場！　修羅場よ！　最高ね！」

　なんという、阿あ鼻び叫きよう喚かんだ。

　特に男達は、嫉妬で叫びまくって嘆いている。

　うん、まあ気持ちはわかる。

　俺も聖ちゃんがいなかったら、そっち側にいたかな。

「ちょ、ふ、藤瀬も、なんでここで……！」

「だ、だって、今言わなかったら、重本くんがまた東條院さんの婚約者だって噂広まっちゃうし……！」

「ふふっ、いい度胸ね、藤瀬さん。それでこそ私のライバルに相応ふさわしいわ」

　いつの間にか東條院さんも立ち上がり、藤瀬に向かって笑みを浮かべて睨にらみ合っている。

「藤瀬さんには悪いけど、私はこの世界に生まれてから、負けたことは一度もないわよ」

「それならよかったね、今回初めて負けると思うから、また一歩強くなれるよ」

「たとえ人生の中で一度か二度負けるとしても、絶対にここではないわ」

「それはどうかな、人生何があるかわからないよ」

　……めちゃくちゃバチバチじゃないっすか、お二人さん。

　さっきの阿鼻叫喚の教室内が、二人の話を聞いて一瞬で静まり返った。

　お互いに笑い合っているのが、より怖いんだけど。

「重本くん、久村くん、私も昼ご飯一緒に食べてもいいかな？」

「えっ、あ、ああ……いいよ」

「勇一がいいなら、俺は何も言うことはないです」

「ありがとう」

「あら、私には聞かないのかしら？」

「あっ、ごめんね、東條院さんのこと忘れてた。私も、いいよね？」

「……ふふ、構わないわ」

　こっわ、すごく怖いわ。

　えっ、俺、これからこの修羅場に交わりながら昼ご飯食わないといけないの？

「勇一、明日から俺、食堂で一人で食べてもいい？」

「やめろ、マジでお願いだから、ここにいてくれ」

「……」

「おい、なんとか言えよ」

　本当にどうしよう、勇一を捨てるか……。

「あっ、聖ちゃん！　聖ちゃんもこっちに来て一緒に食べよ！」

「……詩帆、忘れられてなかったのは嬉うれしいが、ここに私を呼ぶのか？」

「うん、一緒に食べよ？」

「……はぁ、わかった」

　えっ、このグループに、聖ちゃんも加わるの？

　じゃあここにいれば、これからずっと一緒に……。

「勇一、俺がお前を裏切るわけないだろ。一緒に食べようぜ」

「うん、お前、最低だな」

　何が最低なのか、俺は勇一のためを思って残ってやるというのに。

　ということで、五人で食べることになったので、多少席が変わった。

　近くの椅子や机を集めてくっつける。

　俺の前には勇一、その勇一の両隣には東條院さんと藤瀬が座る。

　そして俺の隣には……聖ちゃんが。

「聖ちゃ……嶋田、よろしく」

「……ああ、よろしく」

　危ない、クラスでいろんな人がいる中、聖ちゃんと呼ぶところだった。

　聖ちゃんも頬を赤らめながらちょっと俺のことを睨んできた、ごめんなさい。

「勇一、私のお弁当、美味おいしいかしら？」

「あ、ああ、美味うまいよ」

「ふふっ、よかったわ」

「重本くん、今度私もお弁当作ってくるから、食べてくれる？」

「も、もちろん、楽しみにしてるぞ」

　勇一は、藤瀬が料理出来ないことを知らない。

　だから本当に楽しみにしているんだろうが……大丈夫かな。

「……はぁ」

　聖ちゃんが今の話を聞いて、前の三人には聞こえないようにため息をついた。

　うん、やはり大丈夫ではないようだな。

　聖ちゃんが一人で藤瀬に料理を教えるのは大変そうだなぁ……。

　俺は聖ちゃんの耳元に近づき、声をかける。

「聖ちゃん」

「っ！　な、なんだ……？」

　急に耳元で喋しやべってしまったからか、聖ちゃんはビクッとした。

「俺も藤瀬の料理を見るの、手伝うよ」

「むっ……知ってるのか？　詩帆が、その……料理が壊滅的なことに」

「まあ聖ちゃんの反応を見てればわかるよ」

　本当は原作知識なんだけど。

「そ、そうか……手伝ってくれると助かる。前に一回一緒にケーキを作ったことがあるのだが……なぜショートケーキが黒くなったのか、今でもよくわからない」

「……俺がいてどうにかなるレベルかわからないけど、うん、頑張るよ」

　多分無理だけど、死なないように頑張ろう。




　俺と聖ちゃんの前では、勇一が東條院さんと藤瀬に挟まれてあたふたしていた。

　モテる男は辛つらいな、それに周りの男達の目もすごいことになってる。

　本当に夜道で後ろから刺されないように気をつけてほしい。

　これからもおそらく、この三人はラブコメを続けていくのだろう。

　俺はそれを勇一の親友として、この漫画のファンとして、見守っていくとしよう。

　そして……俺の隣で三人を見ながら、口角を上げている聖ちゃん。

　彼女も本来なら目の前の三人に加わり、勇一のことを好きになるサブヒロインだったのだが。

　その運命は、俺が変えた。

　これからは俺が彼女を、幸せにする。

「……ん？　な、なんだ、私の方をじっと見て」

「いや……なんでもないよ」

「そうか？」

「うん、ただ見てただけ」

「っ……こ、こんなところでそういうことを言うな」

「ふふっ、ごめんごめん」

　ああ、やはり俺は……嶋田聖が、好きだ。

　これからの高校生活、彼女と過ごす生活が、楽しみで仕方がなかった。








あとがき






　初めまして、作者の shiryuシリユー です！

　この度は本作を手に取っていただき、ありがとうございます！

　本作はカクヨムで開催していた、カクヨムコンテストに向けて考えて書いた作品でした。

　個人的に、ラブコメというジャンルに初挑戦だったのですが、無事にこうして特別賞を受賞という形で結果を残せて大変満足しています（本当は大賞を取りたかったですが笑）。

　ラブコメ作品が好きな読者の方はわかっていただけると思いますが、自分が好きなキャラが主人公とくっつかないラブコメって多くないですか？

　いや、もしかしたら自分が主人公とくっつかないヒロインを好きになりやすい、というだけかもしれませんが……。

　ぶっちゃけこの作品のヒロイン、嶋しま田だ聖せいも普通のラブコメ漫画とかに登場していたら、主人公とくっつかないヒロインだと思います。

　ラブコメ作品でありがちな「最初は主人公のことを嫌いで敵対視していたけど、その後にどんどん主人公を好きになっていく、素直になれないクール系ヒロイン」みたいな。

　そんな子がラブコメ作品によく登場すると思いますが、主人公とくっついている例をあまり見たことがないんですよね。

　だけど自分は結構そういうヒロインを好きになりやすくて、いつも主人公とくっつかないヒロイン、通称負けヒロインを推しにしてしまう……。

　推しキャラには幸せになってほしい、そう思っていた時に「あっ、じゃあ俺がそういう物語を書けばいいのか」と思いつき、本作を執筆し始めました。

　やはり読者の皆様も自分と同じことを思ってくれていたのか、本作はけっこう感想をもらう機会などが多く、本当にとても嬉うれしかったです。




　本作は一巻で司つかさと聖がくっついていますが、これからも続いていきます。

　普通のラブコメは主人公とヒロインがくっついたら終わり、みたいな感じだと思いますが、自分はそれも不満でした。「もっと先を見せろよ！」とずっと思っていました。

　だから自分はその先を書きたいです。

　読者の皆様もそれに付き合っていただけたら幸いです。

　以上、ここまでのお相手は shiryu でお送りいたしました！



















ラブコメ漫まん画がに入はいってしまったので、推おしの負まけヒロインを全ぜん力りよくで幸しあわせにする
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